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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技の演出を行う複数の演出装置を備えるとともに、所定条件の成立によりゲームが実
行され、該ゲームが特定の結果態様となる場合に、遊技者に有利な特別遊技状態が生起可
能な遊技機において、
　前記複数の演出装置を複数グループに分割し、該分割されたグループに属する演出装置
を制御するためのグループ単位制御手段をグループ毎に設けるとともに、
　複数の前記グループ単位制御手段を統括的に制御するグループ統括制御手段が設けられ
、
　前記グループ統括制御手段から前記グループ単位制御手段へタイミング信号を伝達する
タイミング信号線、及び前記グループ統括制御手段と前記グループ単位制御手段との間で
データを通信するデータ線によって前記グループ統括制御手段と前記グループ単位制御手
段とが接続されて、前記グループ統括制御手段と前記各グループ単位制御手段との間でデ
ータ通信を可能とし、
　前記複数の演出装置の一部として、互いに異なる色彩を有する発光素子が内部に複数種
類備えられた発光体が具備され、
　前記発光体に含まれる色彩の異なる複数種類の発光素子は、前記ゲームによって特別遊
技状態が発生する可能性を示す報知装置として用いられ、
　前記グループ統括制御手段は、
　前記データ線の信号レベルを送信データに対応する信号レベルに設定しながら、前記タ
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イミング信号線の信号レベルを繰り返し変化させることによって、前記グループ単位制御
手段にデータを順次送信する送信手段と、
　前記送信手段によるデータ送信の途中又はデータ送信の最後のタイミングにて、当該デ
ータの送信時とは異なる態様で前記データ線及びタイミング信号線の信号レベルを制御す
ることにより、所定の更新指令信号を前記グループ単位制御手段に出力する更新指令信号
出力手段と、
　を備え、
　前記グループ単位制御手段の各々に対して、異なるタイミングで演出制御情報を送信し
、
　前記報知装置に用いられる発光素子を制御する全てのグループ単位制御手段から前記演
出制御情報が正常に受信されたことを示す信号を受信してから、前記グループ単位制御手
段の各々に対して同時に前記所定の更新指令信号を出力し、
　前記グループ単位制御手段は、
　前記所定の更新指令信号を受信したタイミングで、前記演出装置の出力態様を前記演出
制御情報に対応する出力態様に更新することを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　グループに分割された演出装置を制御する複数のグループ単位制御手段と、複数のグル
ープ単位制御手段を制御するグループ統括制御手段とを備える遊技機に関し、特に、グル
ープ統括制御手段からグループ単位制御手段へのデータ送信方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　階調制御ＩＣを用いて、定時間タイマ割込処理内に、複数のＬＥＤの階調点灯及びステ
ッピングモータの励磁駆動を行うことが可能な遊技機として、階調制御ＩＣがシリアル送
信部からシリアル出力された駆動データを取り込んだのち、出力ポートからラッチ信号を
受けると、駆動データに基づいて階調ランプを階調点灯する階調信号を出力するとともに
ステッピングモータを励磁駆動する励磁信号を出力する遊技機が知られている（例えば、
特許文献１）。
【０００３】
　特許文献１に開示された遊技機は、サブ統合基板からランプ駆動基板に、ＤＡＴとＣＬ
Ｋの２本の信号線によりシリアル通信でデータを送信する構成なので、両基板間の配線を
簡素化することができる。
【０００４】
　また、サブ制御基板を様々な機種仕様を共通化して使用することによって、製造コスト
及び開発コストを削減可能な遊技機として、メイン制御基板からの指示に応じて装飾用制
御負荷に対する制御信号の出力を行うサブ制御基板と、サブ制御基板とは別基板であって
、サブ制御基板にコネクタ接続される負荷駆動基板とからなる遊技機が知られている（例
えば、特許文献２）。
【０００５】
　特許文献２に開示された遊技機では、サブ制御基板は、装飾用制御負荷に対する制御信
号をシリアルに出力し、負荷駆動基板は、サブ制御基板からシリアルに出力された制御信
号に基づいて、装飾用制御負荷の数に対応したビット数のパラレル駆動信号を生成する駆
動信号生成手段を搭載しており、特許文献１の遊技機と同様にシリアル通信でデータを送
信する構成なので、基板間の配線を簡素化することが可能となる。
【０００６】
　以上のように、特許文献１及び特許文献２の遊技機では、複数のシフトレジスタをデイ
ジーチェーン接続することによって、ＤＡＴとＣＬＫの２本の信号線を用いるだけで、複
数のシフトレジスタを制御することが可能である。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００７－０５０１４８号公報
【特許文献２】特開２００５－２４５７７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、従来の遊技機では、配線を十分に削減することができなかった。
【００１１】
　本発明では、配線を削減できる遊技機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、遊技の演出を行う複数の演出装置を備えるとともに、所定条件の成立により
ゲームが実行され、該ゲームが特定の結果態様となる場合に、遊技者に有利な特別遊技状
態が生起可能な遊技機において、前記複数の演出装置を複数グループに分割し、該分割さ
れたグループに属する演出装置を制御するためのグループ単位制御手段をグループ毎に設
けるとともに、複数の前記グループ単位制御手段を統括的に制御するグループ統括制御手
段が設けられ、前記グループ統括制御手段から前記グループ単位制御手段へタイミング信
号を伝達するタイミング信号線、及び前記グループ統括制御手段と前記グループ単位制御
手段との間でデータを通信するデータ線によって前記グループ統括制御手段と前記グルー
プ単位制御手段とが接続されて、前記グループ統括制御手段と前記各グループ単位制御手
段との間でデータ通信を可能とし、前記複数の演出装置の一部として、互いに異なる色彩
を有する発光素子が内部に複数種類備えられた発光体が具備され、前記発光体に含まれる
色彩の異なる複数種類の発光素子は、前記ゲームによって特別遊技状態が発生する可能性
を示す報知装置として用いられ、前記グループ統括制御手段は、前記データ線の信号レベ
ルを送信データに対応する信号レベルに設定しながら、前記タイミング信号線の信号レベ
ルを繰り返し変化させることによって、前記グループ単位制御手段にデータを順次送信す
る送信手段と、前記送信手段によるデータ送信の途中又はデータ送信の最後のタイミング
にて、当該データの送信時とは異なる態様で前記データ線及びタイミング信号線の信号レ
ベルを制御することにより、所定の更新指令信号を前記グループ単位制御手段に出力する
更新指令信号出力手段と、を備え、前記グループ単位制御手段の各々に対して、異なるタ
イミングで演出制御情報を送信し、前記報知装置に用いられる発光素子を制御する全ての
グループ単位制御手段から前記演出制御情報が正常に受信されたことを示す信号を受信し
てから、前記グループ単位制御手段の各々に対して同時に前記所定の更新指令信号を出力
し、前記グループ単位制御手段は、前記所定の更新指令信号を受信したタイミングで、前
記演出装置の出力態様を前記演出制御情報に対応する出力態様に更新する。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明によれば、配線をより簡素化することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の第１の実施の形態の遊技機の説明図である。
【図２】本発明の第１の実施の形態の遊技盤の正面図である。
【図３】本発明の第１の実施の形態のセンターケースの分解斜視図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態の可動演出装置が動作する前の状態を示す図である。
【図５】本発明の第１の実施の形態の可動演出装置が動作し、第１演出ユニット及び第２
演出ユニットが動作した結果、当接部にて当接している状態を示す図である。
【図６】本発明の第１の実施の形態の第１演出部材の分解斜視図である。
【図７】本発明の第１の実施の形態の第２演出部材の分解斜視図である。
【図８】本発明の第１の実施の形態の遊技機の配線を説明する図である。
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【図９】本発明の第１の実施の形態の遊技機の構成を示すブロック図である。
【図１０】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置の構成を示すブロック図である。
【図１１】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置に備えられた第１マスタＩＣと遊技
盤に備えられた演出装置の構成を示すブロック図である。
【図１２】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置に備えられた第２マスタＩＣと前面
枠に備えられた演出装置の構成を示すブロック図である。
【図１３】本発明の第１の実施の形態の遊技盤の構成を示す図である。
【図１４】本発明の第１の実施の形態の前面枠の構成を示す図である。
【図１５】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置と遊技盤に含まれる中継基板及び装
飾制御装置の接続状態を説明する図である。
【図１６】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置と前面枠に含まれる簡易中継基板及
び装飾制御装置の接続状態を説明する図である。
【図１７】本発明の第１の実施の形態の装飾制御装置のブロック図である。
【図１８】本発明の第１の実施の形態のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダの構成を示すブロック
図である。
【図１９】本発明の第１の実施の形態の装飾装置を制御する装飾制御装置のＩ2ＣＩ／Ｏ
エクスパンダ周辺の回路図である。
【図２０】本発明の第１の実施の形態の装飾制御装置のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ周辺の
回路図であり、モータやソレノイドを制御する場合を示す図である。
【図２１】本発明の第１の実施の形態の装飾制御装置（中継基板、簡易中継基板を含む）
の入出力に関する接続線の回路図である。
【図２２】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置から装飾制御装置に出力されるデー
タに含まれるスレーブアドレスの説明図である。
【図２３】本発明の第１の実施の形態のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレステーブルの説
明図である。
【図２４】本発明の第１の実施の形態のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダに備えられる出力設定
レジスタに割り当てられたワークレジスタを説明するための図である。
【図２５】本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣが接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬを介
してデータを出力するスタート条件及びストップ条件の説明図である。
【図２６】本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣから出力されたデータが入力された装
飾制御装置が返答信号を出力するタイミングチャートである。
【図２７】本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣが演出制御データを出力する場合の接
続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬの信号レベルのタイミングチャートである。
【図２８】本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣが、スレーブの個別アドレスを指定し
て装飾制御装置に演出制御データを設定する場合において、マスタＩＣとＩ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダとの間で送受信されるデータのフォーマットを説明する図である。
【図２９】本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣが、スレーブの個別アドレスを指定し
て装飾制御装置に演出制御データを設定する場合において、マスタＩＣとＩ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダとの間で送受信される演出制御データに具体的な数値を適用した図である。
【図３０】本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣの演出制御データを送信する順序を説
明する図である。
【図３１】本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣがＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダを初期化
する場合に、マスタＩＣからＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダに送信される初期化指示データの
フォーマットを説明する図である。
【図３２】本発明の第１の実施の形態の第１マスタＩＣの異常判定テーブルを説明する図
である。
【図３３】本発明の第１の実施の形態の第２マスタＩＣの異常判定テーブルを説明する図
である。
【図３４】本発明の第１の実施の形態の各装飾制御装置（スレーブ）を初期化（リセット
）時にＣＰＵとマスタＩＣ（第１マスタＩＣ又は第２マスタＩＣ）との間で送受信される
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情報を説明する図である。
【図３５】本発明の第１の実施の形態の各装飾制御装置（スレーブ）に演出制御データを
送信する際にＣＰＵとマスタＩＣ（第１マスタＩＣ又は第２マスタＩＣ）との間で送受信
される情報を説明する図である。
【図３６】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置からマスタＩＣ（第１マスタＩＣ又
は第２マスタＩＣ）に演出制御データを送信する段階を説明する図である。
【図３７】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置による処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【図３８】本発明の第１の実施の形態の第１マスタＩＣ側スレーブ初期化開始処理及び第
２マスタＩＣ側スレーブ初期化開始処理の手順を示すフローチャートである。
【図３９】本発明の第１の実施の形態のスレーブ出力開始処理の手順を示すフローチャー
トである。
【図４０】本発明の第１の実施の形態のスレーブ出力データ編集処理の手順を示すフロー
チャートである。
【図４１】本発明の第１の実施の形態の第１マスタＩＣ及び第２マスタＩＣによる送信中
断割込み発生時の処理の手順を示すフローチャートである。
【図４２】本発明の第１の実施の形態の第１マスタＩＣ及び第２マスタＩＣによるタイム
アウト割込み発生時の処理の手順を示すフローチャートである。
【図４３】本発明の第１の実施の形態の初期化指示データの送信再開処理の手順を示すフ
ローチャートである。
【図４４】本発明の第１の実施の形態の演出制御データの送信再開処理の手順を示すフロ
ーチャートである。
【図４５】本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣによるデータ送信処理の手順を示すフ
ローチャートである。
【図４６】本発明の第１の実施の形態のアドレス認識処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【図４７】本発明の第１の実施の形態のバイト単位データ送信処理の手順を示すフローチ
ャートである。
【図４８】本発明の第１の実施の形態の演出制御装置のＶＤＰ割込み時にＣＰＵからの指
示によって各マスタＩＣによる処理が並列して実行される状態を示すタイミングチャート
である。
【図４９】本発明の第１の実施の形態における装飾制御装置及び装飾装置の接続例を示す
図であり、８セット分のＬＥＤを２つの装飾制御装置によって制御する構成を示す図であ
る。
【図５０】本発明の第１の実施の形態における装飾制御装置がデータを受信し、演出装置
を制御するタイミングを示す図であり、ストップコンディションを出力した時点で受信し
たデータを反映させる場合について説明する図である。
【図５１】本発明の第２の実施の形態のマスタＩＣ（汎用性マスタＩＣ）が、ＣＰＵから
の指令を待機している状態にて、接続線ＳＣＬ及びＳＤＡにて、スタートコンディション
を検出した場合に実行する処理の手順を示すフローチャートである。
【図５２】本発明の第２の実施の形態のアドレス認識処理の手順を示すフローチャートで
ある。
【図５３】本発明の第２の実施の形態で使用される汎用性マスタＩＣが複数個接続された
ネットワークにおいて、複数の汎用性マスタＩＣが同時にデータ線上へ送信先のアドレス
を指定するデータを出力したためにバス上で衝突が発生した様子を示す図である。
【図５４】本発明の第２の実施の形態で使用される汎用性マスタＩＣがシングルマスタ方
式の環境でデータ線上へ送信先のアドレスを指定するデータを出力している最中にノイズ
が発生したためにマスタがスレーブとして機能してしまった状態を示す図である。
【図５５】本発明の第３の実施の形態の遊技演出グループに対応する異常判定テーブルを
説明する図である。
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【図５６】本発明の第３の実施の形態の信頼度報知グループに対応する異常判定テーブル
を説明する図である。
【図５７】本発明の第３の実施の形態のスレーブ出力開始処理の手順を示すフローチャー
トである。
【図５８】本発明の第３の実施の形態の信頼度報知を行う装飾装置を制御する装飾制御装
置に対する演出制御データの送信再開処理の手順を示すフローチャートである。
【図５９】本発明の第４の実施の形態における装飾制御装置及び装飾装置の接続例を示す
図であり、５セット分のＬＥＤを１つの装飾制御装置によって制御する構成を示す図であ
る。
【図６０】本発明の第４の実施の形態における装飾制御装置がデータを受信し、演出装置
を制御するタイミングを示す図であり、ＡＣＫを出力した時点で受信したデータを反映さ
せる場合について説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。
【００２８】
　（第１の実施の形態）
　図１は、本発明の第１の実施の形態の遊技機１の説明図である。
【００２９】
　遊技機１の前面枠（遊技枠）３は、本体枠（外枠）２にヒンジ４を介して、遊技機１の
前面に開閉回動可能に組み付けられる。前面枠３の表側には、遊技盤１０（図２参照）が
収装される。また、前面枠３には、遊技盤１０の前面を覆うカバーガラス（透明部材）を
備えたガラス枠１８が取り付けられている。
【００３０】
　ガラス枠１８のカバーガラスの周囲には、装飾光が発光される装飾部材９ａ、９ｂが備
えられている。装飾部材９ａ、９ｂの内部にはランプやＬＥＤ等からなる装飾装置が備え
られている。装飾装置を所定の発光態様によって発光させることによって、装飾部材９ａ
、９ｂが所定の発光態様によって発光する。
【００３１】
　ガラス枠１８の左右には、音響（例えば、効果音）を発するスピーカ３０が備えられて
いる。また、ガラス枠１８の上方には照明ユニット１１が備えられている。
【００３２】
　照明ユニット１１には、第１可動式照明１３及び第２可動式照明１４が左右に配置され
ている。第１可動式照明１３及び第２可動式照明１４には、ＬＥＤなどの照明部材の他に
、照明駆動第１モータ（ＭＯＴ）１３ａ及び照明駆動第２モータ（ＭＯＴ）１４ａが備え
られており、演出内容に応じて動作するように制御される。
【００３３】
　照明ユニット１１の右下方には、遊技機１において異常が発生したことを報知するため
の異常報知ＬＥＤ２９が備えられている。
【００３４】
　前面枠３の下部の開閉パネル２０には図示しない打球発射装置に遊技球を供給する上皿
が、固定パネル２２には下皿２３及び打球発射装置の操作部２４等が備えられる。下皿２
３には、下皿２３に貯まった遊技球を排出するための下皿球抜き機構１６が備えられる。
前面枠３下部右側には、ガラス枠１８を施錠するための鍵２５が備えられている。
【００３５】
　また、遊技者が操作部２４を回動操作することによって、打球発射装置は、上皿２１か
ら供給される遊技球を発射する。
【００３６】
　また、上皿２１の上縁部には、遊技者からの操作入力を受け付けるための演出ボタン１
７が備えられている。遊技者が演出ボタン１７を操作することによって、遊技盤１０に設
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けられた表示装置５３（図２参照）における特図変動表示ゲームの演出内容を選択して、
表示装置５３における特図変動表示ゲームに、遊技者の操作を介入させた演出を行うこと
ができる。
【００３７】
　特図変動表示ゲームは、発射された遊技球が遊技盤１０に備わる始動口３６（図２参照
）に入賞した場合に開始される。特図変動表示ゲームでは、表示装置５３において複数の
識別情報が変動表示する。そして、変動表示していた識別情報が停止し、停止した識別情
報の結果態様が特定の結果態様である場合に、遊技機１の状態が遊技者に有利な状態（特
典が付与される状態）である特別遊技状態に遷移する。
【００３８】
　上皿２１の右上部には、遊技者が遊技球を借りる場合に操作する球貸ボタン２６、及び
、図示しないカードユニットからプリペイドカードを排出させるために操作される排出ボ
タン２７が設けられている。さらに、これらの球貸ボタン２６と排出ボタン２７との間に
は、プリペイドカードの残高を表示する残高表示部２８が設けられる。
【００３９】
　図２は、本発明の第１の実施の形態の遊技盤１０の正面図である。
【００４０】
　図１に示す遊技機１は、内部の遊技領域１０ａ内に遊技球を発射して（弾球して）遊技
を行うもので、ガラス枠１８のカバーガラスの奥側には、遊技領域１０ａを構成する遊技
盤１０が設置されている。
【００４１】
　遊技盤１０は、各種部材の取付ベースとなる平板状の遊技盤本体１０ｂ（木製又は合成
樹脂製）を備え、該遊技盤本体１０ｂの前面にガイドレール３２で囲まれた遊技領域１０
ａを有している。また、遊技盤本体１０ｂの前面であってガイドレール３２の外側には、
前面構成部材３３が取り付けられている。そして、このガイドレール３２で囲まれた遊技
領域１０ａ内に発射装置から遊技球（打球；遊技媒体）を発射して遊技を行う。
【００４２】
　遊技領域１０ａの略中央には、特図変動表示ゲームの表示領域となる窓部５２を形成す
るセンターケース５１が取り付けられている。センターケース５１に形成された窓部５２
の後方には、複数の識別情報を変動表示する特図変動表示ゲームの演出を実行可能な演出
表示装置としての表示装置５３が配される。表示装置５３は、例えば、液晶ディスプレイ
を備え、表示内容が変化可能な表示部５３ａがセンターケース５１の窓部５２を介して遊
技盤１０の前面側から視認可能となるように配されている。なお、表示装置５３は、液晶
ディスプレイを備えるものに限らず、ＥＬ、ＣＲＴ等のディスプレイを備えるものであっ
てもよい。
【００４３】
　また、センターケース５１の上部には、大当たりの可能性（信頼度）を報知する信頼度
報知装置１５が備えられる。信頼度報知装置１５には、複数色のＬＥＤ（例えば、赤、青
、緑の３色のＬＥＤ）が備えられており、信頼度に応じた色及び態様で発光するように制
御される。
【００４４】
　さらに、センターケース５１の左部には、遊技球が流下可能な球導入路（ワープ流路）
５０が設けられ、遊技領域１０ａに向けて入口５０ａが開放した状態で開設されている。
球導入路５０は、センターケース５１の内部に連通しており、入口５０ａから流入した遊
技球は、センターケース５１の裏側を通過して、ユニット側ステージ部４９ｂ上に排出さ
れる。さらに、ユニット側ステージ部４９ｂ上で転動した遊技球が当該ユニット側ステー
ジ部４９ｂの下方に配置されたベース側ステージ部４９ａ上に流下できるように構成され
ている。
【００４５】
　センターケース５１の周縁部には、複数の装飾具４７が配置される。センターケース５
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１の左下部には、装飾ランプ４８が配置される、センターケース５１の上部には、複数の
装飾ピース４６を上下動可能な状態で配置される。装飾具４７、装飾ランプ４８及び装飾
ピース４６は、後述する演出制御装置５５０からの命令に従って演出動作を行う。センタ
ーケース５１の構成については、図３を参照しながらさらに詳細に説明する。
【００４６】
　また、遊技領域１０ａのうちセンターケース５１の下方には、遊技球を受入可能（入賞
可能）な特図変動表示ゲームを始動させるための始動口３６が配置される。さらに、セン
ターケース５１の側方（左側方）には、普図変動表示ゲームを始動させるための普図始動
ゲート３４が配置される。
【００４７】
　さらに、遊技領域１０ａには、センターケース５１の左下方及び右下方に、発光によっ
て各種装飾表示を行うサイドランプ４５が配置される。また、サイドランプ４５には、一
般入賞口４４が備えられている。
【００４８】
　さらに、始動口３６の下方には大入賞口４２が配置され、該大入賞口４２の下方であっ
て遊技領域１０ａの下縁部には、入賞せずに流下した遊技球を回収するアウト口４３が開
設される。大入賞口４２は、上端側が手前側に倒れる方向に回動して開放可能になってい
るアタッカ形式の開閉扉４２ａを備える。特図変動表示ゲームの結果によって開閉扉４２
ａを閉じた状態（遊技者にとって不利な状態）から開放状態（遊技者にとって有利な状態
）に変換する。
【００４９】
　また、センターケース５１、始動口３６やサイドランプ４５等の取付部分を除いた遊技
領域１０ａ内には、この他、遊技領域１０ａには、打球方向変換部材としての風車（図示
略）、及び多数の障害釘（図示略）などが配設されている。そして、センターケース５１
と、該センターケース５１を挟んで普図始動ゲート３４とは反対側に位置する前面構成部
材３３との間に縦長な円弧状の遊技球通路５７が形成されている。
【００５０】
　さらに、遊技盤１０には、特図変動表示ゲーム及び普図変動表示ゲームを実行する普図
・特図表示器３５が備えられている。普図・特図表示器３５には、特図変動表示ゲームの
未処理回数（特図始動記憶数）及び普図変動表示ゲームの未処理回数（普図始動記憶数）
が表示される。普図・特図表示器３５は、遊技状態を表す遊技状態表示ＬＥＤ（図示略）
と併せて、セグメントＬＥＤとして設けられている。
【００５１】
　普図始動ゲート３４内には、該普図始動ゲート３４を通過した遊技球を検出するための
ゲートＳＷ３４ａ（図９参照）が設けられている。そして、遊技領域１０ａ内に打ち込ま
れた遊技球が普図始動ゲート３４内を通過すると、普図変動表示ゲームが開始される。
【００５２】
　また、普図変動表示ゲームを開始できない状態で、普図始動ゲート３４を遊技球が通過
すると、普図始動記憶数が上限数未満であるならば、普図始動記憶数が１加算されて、当
該普図変動表示ゲームが当りとなるか否かを示す乱数が普図始動記憶として一つ記憶され
る。
【００５３】
　普図変動表示ゲームが開始できない状態とは、例えば、普図変動表示ゲームが既に行わ
れ、その普図変動表示ゲームが終了していない状態や、普図変動表示ゲームに当選して始
動口３６が開状態に変換されている状態のことをいう。
【００５４】
　なお、普図変動表示ゲームは、表示装置５３の表示領域の一部で普図変動表示ゲームを
表示するようにしてもよく、この場合は識別図柄として、例えば、数字、記号、キャラク
タ図柄などを用い、この識別図柄を所定時間変動表示させた後、停止表示させることによ
って行うようにする。
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【００５５】
　普図変動表示ゲームの停止表示が特別の結果態様となった場合には、普図変動表示ゲー
ムに当選したものとして、始動口３６の開閉部材３６ａが所定時間（例えば、０．５秒間
）開放される。これにより、始動口３６に遊技球が入賞しやすくなり、特図変動表示ゲー
ムの始動が容易となる。始動口３６の開閉部材３６ａは、通常時は遊技球の直径程度の間
隔をおいて閉じた状態（遊技者にとって不利な状態）を保持しているが、普図変動表示ゲ
ームの結果が所定の停止表示態様となった場合（普図変動表示ゲームに当選した場合）に
は、ソレノイド（普電ＳＯＬ３６ｂ、図９参照）によって、逆「ハ」の字状に開いて始動
口３６に遊技球が流入し易い状態（遊技者にとって有利な状態）に変化させられる。
【００５６】
　また、本発明の第１の実施の形態の遊技機１は、特図変動表示ゲームの結果態様に基づ
いて、遊技状態として、表示装置５３における特図変動表示ゲームの変動表示時間を短縮
する時短動作状態（第２動作状態）を発生可能となっている。時短動作状態（第２動作状
態）は、通常動作状態（第１動作状態）と比較して始動口３６の開閉部材３６ａが開放状
態となりやすい状態である。
【００５７】
　時短動作状態においては、普図変動表示ゲームの実行時間が通常動作状態における実行
時間よりも短くなるように制御され（例えば、１０秒が１秒）、単位時間当りの始動口３
６の開放回数が実質的に多くなるように制御される。また、時短動作状態においては、普
図変動表示ゲームに当選したことによって始動口３６が開放される場合に、開放時間が通
常動作状態の開放時間よりも長くなるように制御される（例えば、０．３秒が１．８秒）
。また、時短動作状態においては、普図変動表示ゲームの１回の当選結果に対して、始動
口３６が１回ではなく、複数回（例えば、２回）開放される。さらに、時短動作状態にお
いては普図変動表示ゲームの当選結果となる確率が通常動作状態よりも高くなるように制
御される。すなわち、通常動作状態よりも始動口３６の開放回数が増加され、始動口３６
に遊技球が入賞しやすくなり、特図変動表示ゲームの始動が容易となる。
【００５８】
　また、始動口３６の内部には、始動口３６を通過した遊技球を検出するための、始動口
ＳＷ３６ｄ（図９参照）が備えられる。始動口ＳＷ３６ｄによって遊技球を検出すると、
補助遊技としての特図変動表示ゲームを開始する始動権利が発生する。このとき、特図変
動表示ゲームを開始する始動権利は、所定の上限数（例えば４）の範囲内で特図始動記憶
として記憶される。
【００５９】
　特図変動表示ゲームを直ちに開始できない状態、例えば、既に特図変動表示ゲームが行
われ、その特図変動表示ゲームが終了していない状態や、特別遊技状態となっている場合
に、始動口３６に遊技球が入賞すると、特図始動記憶数が上限数未満（例えば、４個未満
）ならば、特図始動記憶数が１加算され、始動口３６に遊技球が入賞したタイミングで抽
出された乱数が特図始動記憶として一つ記憶される。そして、特図変動表示ゲームが開始
可能な状態となると、特図始動記憶に基づき特図変動表示ゲームが開始される。
【００６０】
　補助遊技としての特図変動表示ゲームは、遊技盤１０に設けられた普図・特図表示器３
５で実行され、複数の識別情報を変動表示したのち、所定の結果態様を停止表示すること
で行われる。また、表示装置５３にて特図変動表示ゲームに対応して複数種類の識別情報
（例えば、数字、記号、キャラクタ図柄など）が変動表示される。そして、特図変動表示
ゲームの結果として、普図・特図表示器３５の表示態様が特別結果態様となった場合には
、大当たりとなって特別遊技状態（いわゆる、大当たり状態）となる。また、これに対応
して表示装置５３の表示態様も特別結果態様（例えば、「７，７，７」等のゾロ目数字の
いずれか）となる。なお、普図・特図表示器３５ではなく、表示装置５３のみで特図変動
表示ゲームを実行するように構成してもよい。
【００６１】
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　また、本発明の第１の実施の形態の遊技機１は、特図変動表示ゲームの結果態様に基づ
き、遊技状態として確変状態（第２確率状態）を発生可能となっている。この確変状態（
第２確率状態）は、特図変動表示ゲームでの当り結果となる確率が、通常確率状態（第１
確率状態）に比べて高い状態である。なお、確変状態と上述した時短動作状態はそれぞれ
独立して発生可能であり、両方を同時に発生することも可能であるし、一方のみを発生さ
せることも可能である。
【００６２】
　図３は、本発明の第１の実施の形態のセンターケース５１の分解斜視図である。
【００６３】
　センターケース５１は、遊技盤本体１０ｂ（遊技盤１０）の表面側に前面構成部として
配置される枠装飾部６５と、遊技盤本体１０ｂの裏面側に裏面構成部として配置される枠
体基部６０とを前後に重合して構成されている。枠装飾部６５は、遊技盤本体１０ｂの表
面に止着される環状の装飾ベース６６を備える。装飾ベース６６の裏面側には、装飾ベー
ス６６と略同じ大きさで円形状に形成された装飾パネルユニット６７を備え、枠装飾部６
５は、装飾ベース６６と装飾パネルユニット６７とを前後に重合して構成されている。
【００６４】
　装飾ベース６６の下部には、上面に遊技球を前後方向及び左右方向に転動可能なベース
側ステージ部４９ａが配置され、該ベース側ステージ部４９ａと遊技球通路５７との間に
は装飾ランプ４８が配置されている（図２参照）。そして、ベース側ステージ部４９ａを
挟んで装飾ランプ４８とは反対側には、遊技球が流下可能な球導入路（ワープ流路）５０
が設けられ、球導入路５０の入口５０ａを装飾ベース６６の外方へ向けて開放した状態で
開設し、球導入路５０の出口５０ｂを後述する装飾パネルユニット６７の裏側へ連通して
いる。
【００６５】
　装飾パネルユニット６７は、略円形状の透明樹脂板で形成されたカバーパネル部６９を
備え、該カバーパネル部６９の前面側の周縁に複数の装飾具４７を配置している。装飾パ
ネルユニット６７と枠装飾部６５とを重合すると、装飾具４７が装飾ベース６６の内周縁
に沿って配置されるように設定されている（図２参照）。また、カバーパネル部６９の上
部には、信頼度報知装置１５が配置されている。
【００６６】
　また、カバーパネル部６９の裏面側の下部には、上面に遊技球を前後方向及び左右方向
に転動可能なユニット側ステージ部４９ｂが配置される。ユニット側ステージ部４９ｂは
、装飾ベース６６のベース側ステージ部４９ａよりも上方に配置される。
【００６７】
　さらに、カバーパネル部６９のうち球導入路５０の出口５０ｂに重合する箇所には球流
入口６８を開設し、該球流入口６８を介して球導入路５０とユニット側ステージ部４９ｂ
とを連通している。したがって、遊技領域１０ａを流下する遊技球が球導入路５０に流入
すると、球導入路５０がこの遊技球をユニット側ステージ部４９ｂ上に導入できるように
構成されている。
【００６８】
　枠体基部６０は、遊技盤１０の裏面側に止着される額縁状の基部ケース６１を前側が開
放した状態で備え、該基部ケース６１の内側（言い換えるとセンターケース５１の内部）
に、開口部６２ａが前面側に設けられた凹室６２を形成している。
【００６９】
　また、基部ケース６１のうち凹室６２の後方には矩形状の窓部５２を前後方向へ貫通し
て開設し、基部ケース６１の後方から表示装置５３を装着して、表示装置５３の表示部５
３ａを窓部５２及び凹室６２を通してセンターケース５１の前方へ臨ませている。
【００７０】
　さらに、窓部５２の上縁部の前側には、役物駆動ソレノイド（図示せず）によって上下
動可能な複数の装飾ピース４６が配置され、窓部５２の左右両側の周縁には、表示部５３
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ａの前方へ移動して演出動作を行う可動演出装置５８が備えられる。
【００７１】
　そして、枠体基部６０の前方に枠装飾部６５を重合すると、凹室６２の開口部６２ａ及
び窓部５２をカバーパネル部６９で前方から被覆し、表示装置５３の表示部５３ａを枠装
飾部６５の内側（カバーパネル部６９が露出した箇所）からセンターケース５１の前方へ
臨ませるように構成されている。
【００７２】
　図４及び図５は、本発明の第１の実施の形態の可動演出装置５８の構成を説明する図で
ある。
【００７３】
　可動演出装置５８は、第１演出ユニット６３と第２演出ユニット６４とを互いに離間し
た位置に備えて構成され、第１演出ユニット６３及び第２演出ユニット６４が連動して演
出動作が実行される。
【００７４】
　図４は、可動演出装置５８が動作する前の状態を示す図であり、図５は、可動演出装置
５８が動作し、第１演出ユニット６３及び第２演出ユニット６４が動作した結果、当接部
（第１当接部１２１及び第２当接部１２２）にて当接している状態を示す図である。
【００７５】
　第１演出ユニット６３は、センターケース５１の左側、すなわち、基部ケース６１の窓
部５２の周縁の左側に配置される。また、第２演出ユニット６４は、センターケース５１
の右側に配置される。センターケース５１の前方から見て第１演出ユニット６３と第２演
出ユニット６４との間に凹室６２及び窓部５２を臨ませるように配置される。
【００７６】
　第１演出ユニット６３は、表示部５３ａの前方へ移動可能な第１演出部材７０と、該第
１演出部材７０の駆動力を発生する第１演出駆動源としての役物駆動第１モータ（ＭＯＴ
）７１と、役物駆動第１ＭＯＴ７１から発生した駆動力（回動力）を第１演出部材７０へ
伝達する第１演出伝達機構（第１主腕部材７３及び第１副腕部材７４）とを備える。
【００７７】
　また、役物駆動第１ＭＯＴ７１の出力軸（第１出力軸）７１ａがセンターケース５１の
前後方向に延在し、第１出力軸７１ａには第１駆動ギア７６を共回り可能に軸着している
。
【００７８】
　第１主腕部材７３は、第１駆動ギア７６と噛合される第１主腕ギア７７が形成され、当
該第１駆動ギア７６の上方に軸着される。第１副腕部材７４は、第１駆動ギア７６と噛合
される第１副腕ギア７８が形成され、当該第１駆動ギア７６の下方に軸着される。第１主
腕部材７３及び第１副腕部材７４は、基部ケース６１と軸着された端部の反対側の端部が
互いに異なる位置で第１演出部材７０に軸着し、第１演出部材７０を支持している。
【００７９】
　第１演出ユニット６３は、役物駆動第１ＭＯＴ７１を駆動して第１駆動ギア７６をセン
ターケース５１の正面から見て時計方向へ回動すると、役物駆動第１ＭＯＴ７１の駆動力
（回動力）を第１駆動ギア７６及び第１主腕ギア７７を介して第１主腕部材７３へ伝達し
、この駆動力により第１主腕部材７３がセンターケース５１の正面から見て反時計方向へ
回動する。また、役物駆動第１ＭＯＴ７１の駆動力を第１駆動ギア７６及び第１副腕ギア
７８を介して第１副腕部材７４へ伝達し、この駆動力により第１副腕部材７４が第１主腕
部材７３と同じ反時計方向へ回動する。この結果、第１演出部材７０が第１主腕部材７３
及び第１副腕部材７４に支持された状態で上昇する。
【００８０】
　そして、役物駆動第１ＭＯＴ７１の駆動力により第１主腕部材７３及び第１副腕部材７
４を上方へ延出して縦向き姿勢に設定すると、図４に示すように、第１演出部材７０を表
示部５３ａの前方から外れて位置させた第１演出停止状態となり、第１演出部材７０が窓
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部５２の側方に位置して、枠装飾部６５の後方及び遊技盤本体１０ｂの後方に隠れる（図
２参照）。
【００８１】
　一方、第１演出停止状態から役物駆動第１ＭＯＴ７１を駆動して第１駆動ギア７６をセ
ンターケース５１の正面から見て反時計方向へ回動すると、役物駆動第１ＭＯＴ７１の駆
動力（回動力）を第１駆動ギア７６及び第１主腕ギア７７を介して第１主腕部材７３へ伝
達し、この駆動力により第１主腕部材７３がセンターケース５１の正面から見て時計方向
へ回動する。
【００８２】
　また、役物駆動第１ＭＯＴ７１の駆動力を第１駆動ギア７６及び第１副腕ギア７８を介
して第１副腕部材７４へ伝達し、この駆動力により第１副腕部材７４が第１主腕部材７３
と同じ時計方向へ回動する。この結果、第１演出部材７０が第１主腕部材７３及び第１副
腕部材７４に支持された状態で下降する。
【００８３】
　そして、役物駆動第１ＭＯＴ７１の駆動力により第１主腕部材７３及び第１副腕部材７
４を表示部５３ａの前方へ延出して横向き姿勢に設定すると、図５に示すように、第１演
出部材７０を表示部５３ａの前方へ位置させた第１演出実行状態となり、第１演出部材７
０が表示部５３ａとカバーパネル部６９との間の空間部のうち表示部５３ａの中央部分の
前方に位置する。
【００８４】
　第２演出ユニット６４は、表示部５３ａの前方へ移動可能な第２演出部材８０と、該第
２演出部材８０の駆動力を発生する第２演出駆動源としての役物駆動第２モータ（ＭＯＴ
）８１と、役物駆動第２ＭＯＴ８１から発生した駆動力（回動力）を第２演出部材８０へ
伝達する第２演出伝達機構（第２主腕部材８３及び第２副腕部材８４）とを備える。
【００８５】
　また、役物駆動第２ＭＯＴ８１を出力軸（第２出力軸）８１ａがセンターケース５１の
前後方向に延在し、第２出力軸８１ａには第２駆動ギア８６を共回り可能に軸着している
。
【００８６】
　第２主腕部材８３は、第２駆動ギア８６と噛合される第２主腕ギア８７が形成され、当
該第２駆動ギア８６よりも第１演出ユニット６３寄りの位置に軸着される。第２副腕部材
８４は、第２駆動ギア８６と噛合される第２副腕ギア８８が形成され、当該第２駆動ギア
８６の下方に軸着される。第２主腕部材８３及び第２副腕部材８４は、基部ケース６１と
軸着された端部の反対側の端部が互いに異なる位置で第２演出部材８０に軸着し、第２演
出部材８０を支持している。
【００８７】
　第２演出ユニット６４は、役物駆動第２ＭＯＴ８１を駆動して第２駆動ギア８６をセン
ターケース５１の正面から見て時計方向へ回動すると、役物駆動第２ＭＯＴ８１の駆動力
（回動力）を第２駆動ギア８６及び第２主腕ギア８７を介して第２主腕部材８３へ伝達し
、この駆動力により第２主腕部材８３がセンターケース５１の正面から見て反時計方向へ
回動する。また、役物駆動第２ＭＯＴ８１の駆動力を第２駆動ギア８６及び第２副腕ギア
８８を介して第２副腕部材８４へ伝達し、この駆動力により第２副腕部材８４が第２主腕
部材８３と同じ反時計方向へ回動する。この結果、第２演出部材８０が第２主腕部材８３
及び第２副腕部材８４に支持された状態で下降する。
【００８８】
　そして、役物駆動第２ＭＯＴ８１の駆動力により第２主腕部材８３及び第２副腕部材８
４を回動して第２演出部材８０を下死点へ到達させ、引き続き第２主腕部材８３及び第２
副腕部材８４を回動して斜め下方へ延出して縦向き姿勢に設定し、第２演出部材８０を下
死点から僅かに上昇させると、図４に示すように、第２演出部材８０を表示部５３ａの前
方から外れて位置させた第２演出停止状態となり、第２演出部材８０が枠装飾部６５の後
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方及び遊技盤本体１０ｂの後方に隠れる（図２参照）。
【００８９】
　一方、第２演出停止状態から役物駆動第２ＭＯＴ８１を駆動して第２駆動ギア８６をセ
ンターケース５１の正面から見て反時計方向へ回動すると、役物駆動第２ＭＯＴ８１の駆
動力（回動力）を第２駆動ギア８６及び第２主腕ギア８７を介して第２主腕部材８３へ伝
達し、この駆動力により第２主腕部材８３がセンターケース５１の正面から見て時計方向
へ回動する。
【００９０】
　また、役物駆動第２ＭＯＴ８１の駆動力を第２駆動ギア８６及び第２副腕ギア８８を介
して第２副腕部材８４へ伝達し、この駆動力により第２副腕部材８４が第２主腕部材８３
と同じ時計方向へ回動する。この結果、第２演出部材８０が第２主腕部材８３及び第２副
腕部材８４に支持された状態で上昇する。
【００９１】
　そして、役物駆動第２ＭＯＴ８１の駆動力により第２主腕部材８３及び第２副腕部材８
４を表示部５３ａの前方へ延出して横向き姿勢に設定すると、図５に示すように、第２演
出部材８０を表示部５３ａの前方へ位置させた第２演出実行状態となり、第２演出部材８
０が表示部５３ａとカバーパネル部６９との間の空間部のうち表示部５３ａの中央部分の
前方に位置する。
【００９２】
　図６は、本発明の第１の実施の形態の第１演出部材７０の分解斜視図である。
【００９３】
　第１演出部材７０は、センターケース５１の正面から見て略半円形状の部材であり、第
１演出ユニット６３側に円弧面を配置した姿勢に設定されている。
【００９４】
　第１演出部材７０には、基部となる第１演出ベース１００が備えられる。第１演出ベー
ス１００は、透明な樹脂によって形成される。第１演出ベース１００の上部には、第１主
腕部材７３を第１演出ベース１００の前方から軸着する第１主腕軸着部１０１を形成し、
第１演出ベース１００の下部には、第１副腕部材７４を第１演出ベース１００の後方から
軸着する第１副腕軸着部１０２を形成している。
【００９５】
　第１演出ベース１００の前面には、光を拡散しながら透過可能な第１光拡散シート１０
３が重合される。さらに、第１光拡散シート１０３の前面に透明な第１保護パネル１０４
を重合することによって、第１光拡散シート１０３が第１演出部材７０から脱落すること
を阻止している。
【００９６】
　また、第１演出ベース１００の後部を前方へ窪ませて第１基板収納空間部１０５を形成
し、該第１基板収納空間部１０５にＬＥＤなどの発光装置（装飾装置６２０、図１７参照
）が実装された第１発光基板１０６を収納する。さらに、この状態で第１基板収納空間部
１０５を第１ベース蓋部１０７で閉塞し、第１発光基板１０６が第１演出部材７０から脱
落することを阻止している。
【００９７】
　そして、第１発光基板１０６の発光装置から光を発生すると、この光が第１演出ベース
１００、第１光拡散シート１０３、第１保護パネル１０４を透過してセンターケース５１
の前方へ照射されるように構成されている。
【００９８】
　さらに、第１当接部１２１の第１基板収納空間部１０５側には、後部が開放された第１
演出磁石ホルダ１２４を窪ませて形成されている。第１演出磁石ホルダ１２４には、ボタ
ン形状の永久磁石からなる第１磁石１２５を磁極が第２演出部材８０側へ向いた姿勢で、
第１磁石１２５が第１当接部１２１（第１演出磁石ホルダ１２４）から脱落しないように
収納されている。
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【００９９】
　第１発光基板１０６には、装飾装置６２０の発光を制御するためのＩ2ＣＩ／Ｏエクス
パンダ６１５（図１７参照）が搭載され、演出制御装置５５０から出力された制御信号（
電気信号）など送信するためのデータ線及びクロック線（信号線）が接続される。さらに
、装飾装置６２０を発光させるために必要な電力を供給するための電源線などが接続され
る。これらの接続線は、ケーブル１０８としてまとめられて接続されている。
【０１００】
　図７は、本発明の第１の実施の形態の第２演出部材８０の分解斜視図である。
【０１０１】
　第２演出部材８０は、センターケース５１の正面から見て上部に切欠部分がある略平行
四辺形状となっている。第２演出停止状態においては第２演出部材８０の上下両側面を第
２演出ユニット６４側から第１演出ユニット６３側へ向けて下り傾斜させ（図４参照）、
第２演出実行状態においては当該第２演出部材８０の左右両側面を第２演出ユニット６４
側から第１演出ユニット６３側へ向けて下り傾斜させる姿勢に設定されている（図５参照
）。
【０１０２】
　第２演出部材８０には、基部となる第２演出ベース１１０が備えられる。第２演出ベー
ス１１０は、透明な樹脂によって形成される。第２演出ベース１１０の上部には、第２主
腕部材８３を第２演出ベース１１０の前方から軸着する第２主腕軸着部１１１を形成し、
第２演出ベース１１０の下部には、第２副腕部材８４を第２演出ベース１１０の後方から
軸着する第２副腕軸着部１１２を形成している。
【０１０３】
　さらに、第２演出ベース１１０の前面には、光を拡散しながら透過可能な第２光拡散シ
ート１１３を重合される。第２光拡散シート１１３の前面に透明な第２保護パネル１１４
を重合することによって、第２光拡散シート１１３が第２演出部材８０から脱落すること
を阻止している。
【０１０４】
　また、第２演出ベース１１０の後部を前方へ窪ませて第２基板収納空間部１１５を形成
し、該第２基板収納空間部１１５にＬＥＤなどの発光装置（装飾装置６２０）が実装され
た第２発光基板１１６を収納し、この状態で第２基板収納空間部１１５を第２ベース蓋部
１１７で閉塞して、第２発光基板１１６が第２演出部材８０から脱落することを阻止して
いる。
【０１０５】
　そして、第２発光基板１１６の発光装置から光を発生すると、この光が第２演出ベース
１１０、第２光拡散シート１１３、第２保護パネル１１４を透過してセンターケース５１
の前方へ照射されるように構成されている。
【０１０６】
　さらに、第２当接部１２２の第２基板収納空間部１１５側には、後部が開放された第２
演出磁石ホルダ１２８を窪ませて形成されている。第２演出磁石ホルダ１２８には、ボタ
ン形状の永久磁石からなる第２磁石１２９が、第１当接部１２１及び第２当接部１２２を
挟んで第１磁石１２５とは対称となる位置に収納されている。
【０１０７】
　第２発光基板１１６には、第１発光基板１０６と同様に、装飾装置６２０の発光を制御
するためのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５（図１７参照）が搭載され、演出制御装置５
５０から出力された制御信号などを送信するためのデータ線及びクロック線（信号線）が
接続される。さらに、装飾装置６２０を発光させるために必要な電力を供給するための電
源線などが接続される。これらの接続線は、ケーブル１１８としてまとめられて接続され
ている。
【０１０８】
　可動演出装置５８は、第１演出部材７０に第１当接部１２１を備えるとともに、第２演
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出部材８０に第２当接部１２２を備える。そして、第１演出ユニット６３を第１演出実行
状態へ変換するとともに、第２演出ユニット６４を第２演出実行状態へ変換すると、第１
当接部１２１と第２当接部１２２とが当接し、第１演出部材７０と第２演出部材８０とで
１つの装飾体を形成する。このとき、第１磁石１２５と第２磁石１２９との間で吸引力を
発生するように第１磁石１２５及び第２磁石１２９が配置されている。さらに、この形成
された装飾体を表示部５３ａの中央部の前方に位置させるように構成している。
【０１０９】
　図８は、本発明の第１の実施の形態の遊技機１の配線を説明する図である。
【０１１０】
　図８では、遊技盤本体１０ｂにセンターケース５１が取り付けられ、表示装置５３がセ
ンターケース５１に取り付けられる前の状態を示している。また、表示装置５３の背面に
は、演出制御装置５５０が取り付けられている。演出制御装置５５０には、接続端子９０
が備えられており、接続端子９０を介して制御対象の演出装置に対し、制御信号の送信や
電力の供給を行う。具体的には、後述する中継基板６００にケーブル９１を介して接続す
る。
【０１１１】
　また、遊技盤本体１０ｂの背面下部には、遊技制御装置５００や各種制御基板を含む制
御ユニット７００が配置される。制御ユニット７００に搭載される制御基板には、演出制
御装置５５０から送信された制御信号を、装飾制御装置６１０（図１１参照）に中継する
中継基板６００が含まれる。装飾制御装置６１０は、詳細については後述するが、遊技を
演出するための発光装置（例えば、ＬＥＤ）や可動物（例えば、モータ）などの演出装置
の制御を行う。また、中継基板６００は、装飾制御装置６１０と同様に、発光装置や可動
物を接続可能である。
【０１１２】
　中継基板６００には、演出制御装置５５０にケーブル９１を介して接続される上流コネ
クタ６０１が備えられる。ケーブル９１の一方のコネクタ９１ａは、前述のように、演出
制御装置５５０の接続端子９０に接続される。ケーブル９１の他方のコネクタ９１ｂは、
中継基板６００の上流コネクタ６０１に接続される。さらに、遊技機１に備えられた各演
出装置の制御を行う装飾制御装置６１０に接続するためのコネクタ６０２ａ～６０２ｅを
備える。
【０１１３】
　さらに、中継基板６００には、接続されたケーブルの接続状態を示す空き端子モニタ６
０３が備えられている。空き端子モニタ６０３の詳細については、図１５にて説明する。
【０１１４】
　また、図示は略するが、遊技制御装置５００を構成するユニットが、中継基板６００の
コネクタ装着面を覆うようにして設けられている。そのため、遊技制御装置５００は、中
継基板６００の各コネクタに必要なケーブルを装着した後に取り付けられる配置構成とな
っている。
【０１１５】
　前面枠３には、当該前面枠３に配置されたスピーカ３０及び装飾部材９ａ、９ｂなどを
制御するための信号を送信するケーブル３ｂが接続されている。このケーブル３ｂのコネ
クタは、演出制御装置５５０の接続端子９２に接続される。
【０１１６】
　遊技盤本体１０ｂには、サイドランプ４５を取り付けるための開口部４５ｂが形成され
ている。サイドランプ４５には、電力及び信号を送信するケーブル４５ａが接続され、開
口部４５ｂから遊技盤１０の裏面側へ導入される。遊技盤１０の裏面側へ導入されたケー
ブル４５ａは、中継基板６００に接続され、例えば、コネクタ６０２ｄに接続される。
【０１１７】
　また、遊技盤１０の下部には、図２に示したように、始動口３６及び大入賞口４２が配
置される。始動口３６が配置されている遊技盤１０の裏側には、普図変動表示ゲームに当
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選した場合に開放される開閉部材３６ａを開閉するための普電ソレノイド（ＳＯＬ）３６
ｂが配置される。また、特図変動表示ゲームに当選した場合に、大入賞口４２を開閉する
ための大入賞口ＳＯＬ４２ｂも遊技盤１０の裏側に配置されている。普電ＳＯＬ３６ｂ及
び大入賞口ＳＯＬ４２ｂには、制御信号の入力を受け付けるためのケーブル（図示略）が
接続され、このケーブルは遊技制御装置５００に接続されている。また、ケーブル４２Ｃ
は、大入賞口４２の内部に備えられる演出用のＬＥＤを点灯させるための電力及び信号を
伝達するケーブルとして中継基板６００に接続され、例えば、コネクタ６０２ｆに接続さ
れる。
【０１１８】
　前述のように、遊技盤１０の中央部には、センターケース５１が取り付けられている。
センターケース５１の内部には、第１演出部材７０及び第２演出部材８０によって構成さ
れる可動演出装置５８が備えられる。図８では、第１演出部材７０及び第２演出部材８０
が当接面（１２１，１２２）で当接している状態となっている。
【０１１９】
　また、可動演出装置５８の第１演出ユニット６３及び第２演出ユニット６４には、前述
のように、第１演出部材７０及び第２演出部材８０を稼動させるためのモータ（役物駆動
第１モータ７１、役物駆動第２モータ８１）が備えられている。そして、これらのモータ
を制御するための信号及びモータを駆動させるための電力を供給するためのケーブル６５
２が可動演出装置５８に接続されている。また、可動演出装置５８には、これらのモータ
の動作状態を検知するためのモータ位置検出センサ（図示せず）が備えられており、セン
シング結果を受信するためのケーブル６５１が接続されている。ケーブル６５２及びケー
ブル６５１は、センターケース５１の開口部５１ｂから遊技盤１０の裏面側に延びており
、中継基板６００に接続される。例えば、ケーブル６５２はコネクタ６０２Ｃに接続され
、ケーブル６５１はコネクタ６０２ｅに接続される。
【０１２０】
　さらに、演出制御装置５５０から出力された制御信号を、センターケース５１の内部に
配置されたＬＥＤなどの演出装置を制御するための装飾制御装置６１０（図１１参照）へ
伝達するケーブル６５３が接続される。ケーブル６５３は、センターケース５１に設けら
れた開口部５１ａから遊技盤１０の裏面側の中継基板６００に接続され、例えば、コネク
タ６０２ａに接続される。
【０１２１】
　図９は、本発明の第１の実施の形態の遊技機１の構成を示すブロック図である。
【０１２２】
　遊技機１は、遊技を統括的に制御する遊技制御装置５００、各種演出を行うために表示
装置５３及びスピーカ３０等を制御する演出制御装置５５０、遊技球を払い出すために図
示しない払出モータを制御する払出制御装置５８０を備える。
【０１２３】
　まず、遊技制御装置５００の構成について説明する。なお、演出制御装置５５０につい
ては、図１０にて説明する。
【０１２４】
　遊技制御装置５００は、遊技用マイコン５０１、入力Ｉ／Ｆ（Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）５
０５、出力Ｉ／Ｆ（Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）５０６、及び外部通信端子５０７を備える。
【０１２５】
　遊技用マイコン５０１は、ＣＰＵ５０２、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ
）５０３及びＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）５０４を備える。
【０１２６】
　ＣＰＵ５０２は、遊技を統括的に制御する主制御装置であって、遊技制御を司る。ＲＯ
Ｍ５０３は、遊技制御のための不変の情報（プログラム、データ等）を記憶している。Ｒ
ＡＭ５０４は、遊技制御時にワークエリアとして利用される。
【０１２７】
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　外部通信端子５０７は、遊技制御装置５００の設定情報等を検査する検査装置等の外部
機器に遊技制御装置５００を接続する。
【０１２８】
　ＣＰＵ５０２は、入力Ｉ／Ｆ５０５を介して各種入力装置（始動口ＳＷ３６ｄ、一般入
賞口ＳＷ４４ａ～４４ｎ、ゲートＳＷ３４ａ、カウントＳＷ４２ｄ、ガラス枠開放ＳＷ１
８ａ、前面枠開放ＳＷ３ａ、球切れＳＷ５４、振動センサ５５、及び磁気センサ５６）か
らの検出信号を受けて、大当り抽選等、種々の処理を行う。
【０１２９】
　始動口ＳＷ３６ｄは、始動口３６に遊技球が入賞したことを検出するスイッチである。
一般入賞口ＳＷ４４ａ～４４ｎは、一般入賞口４４に遊技球が入賞したことを検出するス
イッチである。
【０１３０】
　ゲートＳＷ３４ａは、普図始動ゲート３４を遊技球が通過したことを検出するスイッチ
である。カウントＳＷ４２ｄは、大入賞口４２に遊技球が入賞したことを検出するスイッ
チである。
【０１３１】
　ガラス枠開放ＳＷ１８ａは、ガラス枠１８が開放されたことを検出するスイッチである
。前面枠開放ＳＷ３ａは、前面枠３が開放されたことを検出するスイッチである。
【０１３２】
　球切れＳＷ５４は、遊技機１の内部に貯留され、払い出しに用いられる遊技球の数が所
定数以下になったことを検出するスイッチである。
【０１３３】
　振動センサ５５は、遊技機１に与えられた振動を検出するセンサであり、遊技機１を振
動させるなどの不正行為を検出する。磁気センサ５６は、始動口３６の第２始動入賞口、
一般入賞口４４、大入賞口４２、及び普図始動ゲート３４付近に設けられ、磁力を検出す
るセンサである。磁気センサ５６は、各入賞口付近に磁石を近づけて、遊技領域１０ａに
発射された遊技球を各入賞口に導く不正を検出する。
【０１３４】
　また、ＣＰＵ５０２は、出力Ｉ／Ｆ５０６を介して、普図・特図表示器３５、普電ＳＯ
Ｌ３６ｂ、大入賞口ＳＯＬ４２ｂ、払出制御装置５８０、及び演出制御装置５５０に指令
信号を送信して、遊技を統括的に制御する。
【０１３５】
　普図・特図表示器３５には、前述のように、特図変動表示ゲーム及び普図変動表示ゲー
ムが実行される。さらに、特図変動表示ゲームの未処理回数（特図始動記憶数）及び普図
変動表示ゲームの未処理回数（普図始動記憶数）が表示される。普図変動表示ゲームが当
りとなるか否かを示す乱数を含む普図始動記憶、及び特図変動表示ゲームが当りとなるか
否かを示す乱数を含む特図始動記憶が記憶されている。
【０１３６】
　普電ＳＯＬ３６ｂは、普図変動表示ゲームの停止表示が特別の結果態様となった場合に
、開閉部材３６ａを開放することによって、始動口３６に遊技球が入賞しやすい状態にす
る。
【０１３７】
　大入賞口ＳＯＬ４２ｂは、特図変動表示ゲームの結果が特別の結果態様となって、特別
遊技状態（大当たり状態）となった場合に、大入賞口４２の開閉扉４２ａを開放して、遊
技球が入賞しやすい状態に変換する。
【０１３８】
　遊技制御装置５００は、外部情報端子５０８から図示しない情報収集端末装置を介して
、遊技機データを図示しない遊技場管理装置に出力する。遊技場管理装置は、遊技場に設
置された遊技機１の遊技データを収集管理する計算機である。
【０１３９】
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　払出制御装置５８０は、遊技球が一般入賞口４４又は大入賞口４２に入賞した場合に、
入賞した入賞口に対応する数の遊技球の払出指令を遊技制御装置５００から受信する。ま
た、球貸ボタン２６が操作された場合にも所定数の遊技球の払い出しを行う払出指令を遊
技制御装置５００から受信する。払出制御装置５８０は、受信した払出指令に基づいて、
図示しない払出モータを制御し、払出指令に指定された数の遊技球を払い出す。
【０１４０】
　遊技制御装置５００は、変動開始コマンド、客待ちデモコマンド、ファンファーレコマ
ンド、確率情報コマンド、及びエラー指定コマンド等を、遊技の状況を示す遊技データと
して、出力Ｉ／Ｆ５０６を介して、演出制御装置５５０へ送信する。
【０１４１】
　図１０は、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０の構成を示すブロック図で
ある。
【０１４２】
　演出制御装置５５０は、遊技制御装置５００から入力される遊技データに基づいて、演
出内容を決定し、表示装置５３を制御するとともに、遊技盤１０及び前面枠３に備えられ
た各種演出装置を制御する。演出装置には、ＬＥＤなどの発光装置やモータ又はソレノイ
ドなどの可動物が含まれる。
【０１４３】
　演出制御装置５５０は、ＣＰＵ５５１、制御ＲＯＭ５５２、ＲＡＭ５５３、画像ＲＯＭ
５５４、音ＲＯＭ５５５、ＶＤＰ５５６、音ＬＳＩ５５７、入力Ｉ／Ｆ５５８ｂ、出力Ｉ
／Ｆ５５８ａ、電源投入検出回路５５９、第１マスタＩＣ５７０ａ、第２マスタＩＣ５７
０ｂ、ＮＯＲゲート回路５６１及び監視タイマ回路５６２を備える。さらに、演出制御装
置５５０は、遊技盤１０に接続される接続端子９０と、前面枠３に接続される接続端子９
２を備える。なお、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂに共通の機能に
ついては、単に「マスタＩＣ」として説明する。
【０１４４】
　ＣＰＵ５５１は、遊技制御装置５００から送信された指令信号が通信割込としての割込
信号（ＩＮＴ）として入力され、入力された指令信号に基づいて、各種演出を制御する。
また、ＣＰＵ５５１には、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂからマス
タ割込としての割込信号（ＩＮＴ）が入力されるとともに、ＶＤＰ５５６からも画像更新
割込としての割込信号（ＩＮＴ）が入力される。
【０１４５】
　さらに、ＣＰＵ５５１は、監視タイマ回路５６２からもタイムアウト割込としての割込
信号（ＩＮＴ）が入力される。タイムアウト監視回路５６２は、複数種類の監視タイマが
内蔵されており、ＣＰＵ５５１によって設定された監視タイマ値がタイムアップすると、
ＣＰＵ５５１に割込信号を出力する。ＣＰＵ５５１は、割込信号の入力を受け付けると、
実行中の処理を中断し、入力された割込信号に対応する処理を実行する。
【０１４６】
　制御ＲＯＭ５５２には、演出制御のための不変の情報（プログラム、データ等）が格納
されている。ＲＡＭ５５３は、演出制御時にワークエリアとして利用される。
【０１４７】
　画像ＲＯＭ５５４は、ＶＤＰ５５６に接続され、表示装置５３に表示される画像データ
を格納する。ＶＤＰ５５６は、表示装置５３への画像出力を制御するプロセッサである。
【０１４８】
　また、ＶＤＰ５５６は、表示装置５３に表示される画像を更新する周期（３３ｍｓ周期
）と同期する同期信号を発生させる同期信号発生手段を備える。同期信号発生手段は、同
期信号を発生させるごとに、発生させた同期信号をＣＰＵ５５１に割込信号として入力す
る。
【０１４９】
　音ＲＯＭ５５５は、音ＬＳＩ５５７に接続され、前面枠３に備えられたスピーカ３０か
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ら出力される音データを格納する。音ＬＳＩ５５７は、スピーカ３０からの音声出力を制
御する回路である。
【０１５０】
　入力Ｉ／Ｆ５５８ｂは、フィルタ５６５ａ及び５６５ｂを介して外部から入力された情
報を受け付けるインタフェースである。具体的には、前面枠３に備えられた演出ボタン１
７が操作されたことを示す信号の入力を受け付けたり、遊技盤１０に備えられたモータ位
置検出センサによって検出された各モータの位置情報などの入力を受け付けたりする。
【０１５１】
　電源投入検出回路５５９は、演出制御装置５５０に電源が投入された場合に、第１マス
タＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂのレジスタをデフォルト状態（すべて０）に
初期化するリセット信号を発生させ、ＮＯＲゲート回路５６１に出力する。
【０１５２】
　また、ＣＰＵ５５１は、所定の条件が成立した場合に、バス５６３を介してリセット信
号を出力Ｉ／Ｆ５５８ａに出力する。そして、出力Ｉ／Ｆ５５８ａは、入力されたリセッ
ト信号をＮＯＲゲート回路５６１に出力し、さらに、ＮＯＲゲート回路５６１から、第１
マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂに当該リセット信号を出力する。所定の
条件とは、例えば、すべての装飾制御装置６１０において、エラーフラグが「ＯＮ」にな
った場合などである（図３２及び図３３参照）。
【０１５３】
　また、出力Ｉ／Ｆ５５８ａは、ドライバ５６４ａ及びドライバ５６４ｂを介して、遊技
盤１０や前面枠３に備えられた演出装置（モータ又はソレノイドなどの可動物で駆動する
演出装置）へ制御信号を出力する。
【０１５４】
　なお、電源投入検出回路５５９からＮＯＲゲート回路５６１に入力されるリセット信号
と、ＣＰＵ５５１から出力Ｉ／Ｆ５５８ａを介してＮＯＲゲート回路５６１に入力される
リセット信号は、いずれの場合にもＬＯＷレベルの状態のときにリセットを指令する信号
として機能する。そのため、電源投入検出回路５５９及びＣＰＵ５５１の少なくとも一方
からＮＯＲゲート回路５６１にリセット信号が出力されていれば、ＮＯＲゲート回路５６
１を介してリセット信号が第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂに入力さ
れる。
【０１５５】
　図１１は、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０に備えられた第１マスタＩ
Ｃ５７０ａと遊技盤１０に備えられた演出装置の構成を示すブロック図である。
【０１５６】
　遊技盤１０は、第１マスタＩＣ５７０ａに接続される中継基板６００、当該中継基板６
００に接続される装飾装置基板６２５及び補助遊技装置ユニット１２を備える。
【０１５７】
　中継基板６００は、第１マスタＩＣ５７０ａから送信された電気信号を、遊技盤１０に
備えられた装飾制御装置６１０に送信（中継）する。また、中継基板６００には、装飾制
御装置６１０と同様に、演出装置を制御する機能を有し、当該中継基板６００に直接接続
された装飾装置基板６２５を制御する。
【０１５８】
　装飾装置６２０は、装飾制御装置６１０に備えられるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５
（図１７参照）によって制御され、電流を流すことによって光が点滅して演出を行う発光
装置であり、例えばＬＥＤなどである。装飾装置基板６２５は、サイドランプ４５（図８
参照）に設けられる基板であり、サイドランプ４５の発光装置（ＬＥＤ）が搭載されてい
る。このサイドランプ４５の発光装置は、中継基板６００に備えられるＩ2ＣＩ／Ｏエク
スパンダ６１５によって、直接制御される。
【０１５９】
　補助遊技装置ユニット１２には、ＬＥＤなどの発光装置である装飾装置６２０、可動物
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である役物駆動第１モータ（ＭＯＴ）７１及び役物駆動第２ＭＯＴ８１が含まれている。
補助遊技装置ユニット１２内の装飾装置６２０は、当該補助遊技装置ユニット１２に含ま
れる装飾制御装置６１０によって制御される。本発明の第１の実施の形態では、役物駆動
第１ＭＯＴ７１及び役物駆動第２ＭＯＴ８１は、中継基板６００によって制御されるよう
に構成されているが、装飾装置６２０と同様に当該補助遊技装置ユニット１２に含まれる
装飾制御装置６１０によって制御されるように構成してもよい。
【０１６０】
　役物駆動第１ＭＯＴ７１及び役物駆動第２ＭＯＴ８１は、電流が流れると回転動作する
ことによって演出動作を行う駆動装置である。役物駆動第１ＭＯＴ７１及び役物駆動第２
ＭＯＴ８１は、演出制御装置５５０のドライバ５６４により中継基板６００を経由して直
接制御されるので、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を介在させる処理は行われない。
【０１６１】
　本発明の第１の実施の形態では、役物駆動第１ＭＯＴ７１及び役物駆動第２ＭＯＴ８１
は、可動演出装置５８に含まれ、具体的には、役物駆動第１ＭＯＴ７１は第１演出ユニッ
ト６３、役物駆動第２ＭＯＴ８１は第２演出ユニット６４に含まれている。
【０１６２】
　演出制御装置５５０は、役物駆動第１ＭＯＴ７１及び役物駆動第２ＭＯＴ８１を制御す
ることによって、第１演出ユニット６３及び第２演出ユニット６４が連動した演出動作を
実行させる。
【０１６３】
　第１マスタＩＣ５７０ａは、制御対象となる装飾装置６２０を制御する装飾制御装置６
１０に個別に割り当てられたアドレスを指定して、指定した個別アドレスの装飾制御装置
６１０に装飾装置６２０の制御内容を出力する。なお、装飾制御装置６１０の個別アドレ
スは、正確には、装飾制御装置６１０に含まれるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５（図１
７参照）の個別アドレスである。
【０１６４】
　第１マスタＩＣ５７０ａは、接続線ＳＤＡ、接続線ＳＣＬ、接続線ＧＮＤ、接続線Ｖｃ
ｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線Ｖｍｓ、及び接続線Ｖｓｅの７種類の接続線を介して、中継
基板（装飾制御装置）６００に接続される。これらの接続線は、第１マスタＩＣ５７０ａ
と中継基板６００とを接続するケーブル９１（図８参照）により構成される。
【０１６５】
　接続線ＳＤＡは、演出制御装置５５０と装飾制御装置６１０との間でデータを通信する
ための接続線であり、本発明の第１の実施の形態におけるデータ線として機能する。接続
線ＳＣＬは、接続線ＳＤＡでのデータ通信に用いられるクロック信号を入出力するための
接続線であり、本発明の第１の実施の形態におけるタイミング信号線として機能する。接
続線ＧＮＤは、接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線Ｖｍｓ、及び接続線Ｖｓｅで供給
される電源のグランドである。
【０１６６】
　接続線Ｖｃｃは、中継基板６００及び装飾制御装置６１０にロジック用の電源を供給す
るための接続線である。接続線Ｖｌｅｄは、ＬＥＤ（装飾装置６２０）を発光させるため
の電源を供給するための接続線である。接続線Ｖｍｓは、補助遊技装置ユニット１２に含
まれるモータやソレノイド（具体的には、役物駆動第１ＭＯＴ７１、役物駆動第２ＭＯＴ
８１）に電源を供給するための接続線である。接続線Ｖｓｅは、各種センサ（演出装置に
含まれるモータの状態を検出する状態検出センサであって、具体的には、モータ位置検出
センサ５６０ａが相当する）に電源を供給するための接続線である。
【０１６７】
　中継基板６００と補助遊技装置ユニット１２との間は、演出制御装置５５０と中継基板
６００との間を接続する７種類の接続線が接続される。本発明の第１の実施の形態では、
モータ位置検出センサ５６０ａ、役物駆動第１ＭＯＴ７１及び役物駆動第２ＭＯＴ８１は
、中継基板６００によって直接制御されるため、前述した７種類の接続線のうち、接続線
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Ｖｍｓ及び接続線Ｖｓｅ以外の５種類の接続線が、補助遊技装置ユニット１２の最上流に
配置された装飾制御装置６１０に接続される。具体的には、中継基板６００と装飾制御装
置６１０との間は、接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線ＳＤＡ、接続線ＳＣＬ及び接
続線ＧＮＤが接続される。
【０１６８】
　なお、図８に示した配線（ケーブル）と各接続線を対応させると、演出制御装置５５０
から中継基板６００に引き渡される各種接続線（接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線
ＳＤＡ、接続線ＳＣＬ、接続線Ｖｍｓ、接続線Ｖｓｅ、及び接続線ＧＮＤ）は、ケーブル
９１に含まれている。
【０１６９】
　また、これらの各種接続線は、中継基板６００からさらに分岐して別の基板に引き渡さ
れ、中継基板６００から分岐する接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線ＳＤＡ、及び接
続線ＳＣＬはケーブル６５３に、接続線Ｖｍｓはケーブル６５２に、接続線Ｖｓｅはケー
ブル６５１に含まれている。また、中継基板６００から分岐する接続線ＧＮＤが、ケーブ
ル６５１～６５３の全てに含まれている。
【０１７０】
　第１マスタＩＣ５７０ａと装飾制御装置６１０とは、接続線ＳＤＡ及び接続ＳＣＬによ
って２ライン双方向通信を行う。第１マスタＩＣ５７０ａは、ＣＰＵ５５１からの指令に
基づいて、装飾制御装置６１０との間に接続された接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬの各信
号レベルを制御する（第１の）信号レベル制御手段として機能する。
【０１７１】
　第１マスタＩＣ５７０ａは、中継基板６００及び装飾制御装置６１０にデータを送信す
る場合には、まず、接続線ＳＣＬの信号レベルをＨＩＧＨに維持したまま、接続線ＳＤＡ
の信号レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに変化させることにより、装飾制御装置６１０へのデ
ータ出力を開始するためのスタート条件を成立させる（装飾制御装置６１０に対してスタ
ートコンディションを発行（出力）する）。
【０１７２】
　この後、第１マスタＩＣ５７０ａは、接続線ＳＣＬの信号レベルをＬＯＷに変更し、接
続線ＳＣＬの信号レベルがＬＯＷである間に接続線ＳＤＡの信号レベルを送信データの最
初のビットのレベルに設定し、所定時間後に接続線ＳＣＬの信号レベルをＬＯＷからＨＩ
ＧＨに変化させる。接続線ＳＣＬの信号レベルがＨＩＧＨに変化すると、装飾制御装置６
１０は接続線ＳＤＡの信号レベルを取得し、送信データの最初のビットとして認識する。
次いで、第１マスタＩＣ５７０ａは、接続線ＳＣＬの信号レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに
戻す。
【０１７３】
　この手順を１回実行すると、第１マスタＩＣ５７０ａから装飾制御装置６１０へ１ビッ
トのデータが送信され、最終的にはこの手順が８回繰り返されることで、送信データの８
ビットすべてが第１マスタＩＣ５７０ａから装飾制御装置６１０へ送信される（１バイト
分のデータが送信される）。
【０１７４】
　そして、第１マスタＩＣ５７０ａは、最後の８ビット目のデータ送信が終了すると、接
続線ＳＣＬの信号レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに戻した際に、接続線ＳＤＡを解放して装
飾制御装置６１０からの返答信号を受信することを待機する受信待機状態にする。
【０１７５】
　受信待機状態になると、装飾制御装置６１０は、接続線ＳＤＡを介して１ビットの返答
信号（後述するＡＣＫ又はＮＡＣＫ）を第１マスタＩＣ５７０ａに返す。次いで、第１マ
スタＩＣ５７０ａは、接続線ＳＣＬの信号レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化させて返答
信号のレベルを取り込み、所定時間後に接続線ＳＣＬの信号レベルをＨＩＧＨからＬＯＷ
に変化させると、装飾制御装置６１０は接続線ＳＤＡを解放する。
【０１７６】
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　第１マスタＩＣ５７０ａは、このような１バイト分のデータ送信と１ビット分の返答信
号の受信とを交互に繰り返し、装飾制御装置６１０へ出力すべきデータがすべて出力され
るまで継続する。第１マスタＩＣ５７０ａは、出力すべきデータの出力が終了した場合に
は、接続線ＳＣＬの信号レベルをＨＩＧＨに維持したまま、接続線ＳＤＡの信号レベルを
ＬＯＷからＨＩＧＨに変更させることにより、装飾制御装置６１０へのデータ出力を終了
するためのストップ条件を成立させる（装飾制御装置６１０に対してストップコンディシ
ョンを発行する）。
【０１７７】
　入力用バッファ５７１は、装飾制御装置６１０から接続線ＳＤＡを介して入力されたデ
ータが一時的に記憶される記憶装置である。
【０１７８】
　具体的には、第１マスタＩＣ５７０ａが入力モードに設定された場合において、装飾制
御装置６１０から第１マスタＩＣ５７０ａに送信されたデータが、フィルタ５７５ａによ
りノイズが除去されて入力用バッファ５７１に一時的に記憶される。
【０１７９】
　出力用バッファ５７２は、装飾制御装置６１０に接続線ＳＤＡを介して出力するデータ
が一時的に記憶される。
【０１８０】
　リセットレジスタ（ＲＥＧ）５７３は、バス５６３に接続され、演出制御装置５５０の
ＣＰＵ５５１からの指令を受け付けてリセット信号をコントローラ５７４に出力する。コ
ントローラ５７４は、第１マスタＩＣ５７０ａを統括的に制御し、各種処理を実行する。
【０１８１】
　フィルタ５７５ａは、接続線ＳＤＡから入力されたデータのノイズを除去する。ドライ
バ５７６ａは、接続線ＳＤＡからデータを出力する場合に、トランジスタ５７８ａが動作
可能な電圧をトランジスタ５７８ａに印加する。
【０１８２】
　接続線ＳＤＡは、プルアップ抵抗Ｒによって所定の電圧が印加され（図２１参照）、フ
ィルタ５７５ａ及びトランジスタ５７８ａに接続されている。
【０１８３】
　トランジスタ５７８ａは、電力消費を抑えるために電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）が
用いられている。トランジスタ５７８ａのゲートはドライバ５７６ａに接続され、ドレイ
ンはプルアップ抵抗Ｒにより所定の電圧が印加された接続線ＳＤＡに接続され、ソースは
接地されている。
【０１８４】
　トランジスタ５７８ａのゲートに印加される電圧がトランジスタ５７８ａを動作させる
所定値よりも小さければ、ドレインとソースとの間に電流が流れないので、接続線ＳＤＡ
に印加された電圧は降下せず、その結果、接続線ＳＤＡはＨＩＧＨレベルとなる。一方、
トランジスタ５７８ａのゲートに印加される電圧がトランジスタ５７８ａを動作させる所
定値以上であれば、所定値の電圧が印加されたドレインから接地されているソースへ電流
が流れることによって、接続線ＳＤＡの電圧が低下し、その結果、接続線ＳＤＡはＬＯＷ
レベルとなる。
【０１８５】
　なお、トランジスタ５７８ａは、１０ミリアンペア程度の電流をドレインからソースへ
流しても破損しない仕様のものを用いている。このため、接続線ＳＤＡには、通常のＩ2

Ｃバス使用で用いられる電流値よりもはるかに大きい１０ミリアンペア程度の電流を流す
ことが可能であり、演出制御装置５５０と装飾制御装置６１０との間のデータ送信が、ノ
イズによる障害に耐えうる構成となっている。
【０１８６】
　ドライバ５７６ａは、データを接続線ＳＤＡから出力する場合に、トランジスタ５７８
ａにドレインとソースとの間に電流を流すためにトランジスタ５７８ａのゲートにトラン
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ジスタ５７８ａが動作可能な値の電圧を印加する。そして、ドライバ５７６ａは、接続線
ＳＤＡの電圧を、ＨＩＧＨレベル又はＬＯＷレベルに設定することによって、データを接
続線ＳＤＡから出力する。
【０１８７】
　また、フィルタ５７５ｂは、接続線ＳＣＬから入力されたデータのノイズを除去する。
ドライバ５７６ｂは、接続線ＳＣＬからデータを出力する場合に、トランジスタ５７８ｂ
が動作可能な電圧をトランジスタ５７８ｂに印加する。
【０１８８】
　接続線ＳＣＬは、プルアップ抵抗Ｒによって所定の電圧が印加され（図２１参照）、フ
ィルタ５７５ｂ及びトランジスタ５７８ｂに接続されている。
【０１８９】
　トランジスタ５７８ｂは、電力消費を抑えるために電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）が
用いられている。トランジスタ５７８ｂのゲートはドライバ５７６ｂに接続され、ドレイ
ンはプルアップ抵抗Ｒにより所定の電圧が印加された接続線ＳＣＬに接続され、ソースは
接地されている。
【０１９０】
　トランジスタ５７８ｂのゲートに印加される電圧がトランジスタ５７８ｂを動作させる
所定値よりも小さければ、ドレインとソースとの間に電流が流れないので、接続線ＳＣＬ
に印加された電圧は降下せず、その結果、接続線ＳＣＬはＨＩＧＨレベルとなる。一方、
トランジスタ５７８ｂのゲートに印加される電圧がトランジスタ５７８ｂを動作させる所
定値以上であれば、所定値の電圧が印加されたドレインから接地されているソースへ電流
が流れることによって、接続線ＳＣＬの電圧が低下し、その結果、接続線ＳＣＬはＬＯＷ
レベルとなる。
【０１９１】
　なお、トランジスタ５７８ｂは、１０ミリアンペア程度の電流をドレインからソースへ
流しても破損しない仕様のものを用いている。そのため、接続線ＳＣＬには、通常のＩ2

Ｃバス使用で用いられる電流値よりもはるかに大きい１０ミリアンペア程度の電流を流す
ことが可能であり、演出制御装置５５０と装飾制御装置６１０との間のデータ送信が、ノ
イズによる障害に耐えうる構成となっている。
【０１９２】
　ドライバ５７６ｂは、クロック信号を接続線ＳＣＬから出力する場合に、トランジスタ
５７８ｂにドレインとソースとの間に電流を流すためにトランジスタ５７８ｂのゲートに
トランジスタ５７８ｂが動作可能な値の電圧を印加する。そして、ドライバ５７６ｂは、
接続線ＳＣＬの電圧を、ＨＩＧＨレベルとＬＯＷレベルとに繰り返し変化させることによ
って、クロック信号を接続線ＳＣＬから出力する。
【０１９３】
　電源投入リセット回路５７７は、第１マスタＩＣ５７０ａに電源が投入されて、電源投
入リセット回路５７７内の電圧が所定値に達した場合に、入力用バッファ５７１及び出力
用バッファ５７２などの記憶領域をデフォルト状態にするためのリセット信号をコントロ
ーラ５７４に出力する。なお、電源投入リセット回路５７７については、第１マスタＩＣ
５７０ａの外部に設け、後述する第２マスタＩＣ５７０ｂの共通としてもよい。
【０１９４】
　コマンドレジスタ（ＲＥＧ）５８１は、演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１からコマン
ドを受け付けるためのレジスタである。本発明の第１の実施の形態では、コマンドレジス
タ５８１には、ＳＴＡ、ＳＴＯ、ＳＩ、及びＭＯＤＥの各ビットが予め割り当てられてお
り、ＣＰＵ５５１によって、各ビット毎個別に“０”又は“１”が設定可能となっている
。
【０１９５】
　ＳＴＡは、第１マスタＩＣ５７０ａが制御対象の装飾制御装置６１０に対し、スタート
条件（スタートコンディション）の出力を指示するためのビットである。ＳＴＡに“１”
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が設定されると、第１マスタＩＣ５７０ａは、制御対象の装飾制御装置６１０に対し、ス
タートコンディションを発行（出力）し、スタート条件を成立させる。
【０１９６】
　ＳＴＯは、第１マスタＩＣ５７０ａが制御対象の装飾制御装置６１０に対し、ストップ
条件（ストップコンディション）の出力を指示するためのビットである。ＳＴＯに“１”
が設定されると、第１マスタＩＣ５７０ａは、制御対象の装飾制御装置６１０に対し、ス
トップコンディションを発行（出力）し、ストップ条件を成立させる。
【０１９７】
　ＳＩは、第１マスタＩＣ５７０ａから、演出制御装置５５０において割込みを発生させ
るときに設定されるビットである。第１マスタＩＣ５７０ａからＣＰＵ５５１に割込みを
発生させるときには、コントローラ５７４によってＳＩに“１”が設定され、割込信号（
ＩＮＴ）がＣＰＵ５５１に入力される。その後、ＳＩに“１”が設定されている間は、第
１マスタＩＣ５７０ａは処理を中断しているが、ＣＰＵ５５１によってＳＩに“０”が設
定されると、第１マスタＩＣ５７０ａは、割込を中断して処理を再開する。
【０１９８】
　ＭＯＤＥは、データを送信するモードを指定するビットであり、“１”が設定されてい
る場合には「バッファモード」、“０”が設定されている場合には「バイトモード」が指
定される。バッファモードは、連続する複数バイトのデータを１度にまとめて送信するモ
ードであり、最大６８バイトのデータの送信が可能である。また、バイトモードは、１回
の送信で１バイトのデータだけが送信可能なモードであり、バイト単位でのデータの送受
信に利用される。
【０１９９】
　ステータスレジスタ（ＲＥＧ）５８２は、第１マスタＩＣ５７０ａのステータスを示す
情報が格納される。下位２ビットには常に“０”が設定され、上位５ビットにステータス
コードが設定される。
【０２００】
　自身アドレス設定レジスタ（ＲＥＧ）５８３は、第１マスタＩＣ５７０ａがスレーブ（
装飾制御装置）として機能する場合に設定されるレジスタである。市販されているマスタ
ＩＣは、通常、マスタとしての機能とスレーブとしての機能を備えており、用途に応じて
使用される。自身アドレス設定ＲＥＧ５８３には、第１マスタＩＣ５７０ａがスレーブと
して機能する場合に、自身を特定するためのアドレスが設定される。
【０２０１】
　図１２は、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０に備えられた第２マスタＩ
Ｃ５７０ｂと前面枠３に備えられた演出装置の構成を示すブロック図である。
【０２０２】
　前面枠３には、第２マスタＩＣ５７０ｂに接続される簡易中継基板１６００、当該簡易
中継基板１６００に接続される装飾制御装置６１０、スピーカ３０、モータ位置検出セン
サ５６０ｂ、照明駆動第１ＭＯＴ１３ａ及び照明駆動第２ＭＯＴ１４ａなどが含まれる。
【０２０３】
　簡易中継基板１６００は、第２マスタＩＣ５７０ｂから送信された電気信号を、前面枠
３に備えられた装飾制御装置６１０に送信（中継）する。なお、簡易中継基板１６００は
、中継基板６００とは異なり、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を備えていないので、簡
易中継基板１６００に備えた電子部品には、演出装置を制御するための演算処理を実行す
る機能を有していない。したがって、簡易中継基板１６００に直接接続された照明駆動第
１ＭＯＴ１３ａ及び照明駆動第２ＭＯＴ１４ａを、自己の判断によって制御することがで
きないため、簡易中継基板１６００は、第２マスタＩＣ５７０ｂから受信した電気信号を
入力して、照明駆動第１ＭＯＴ１３ａ及び照明駆動第２ＭＯＴ１４ａへ中継する役目を果
たしている。
【０２０４】
　照明駆動第１ＭＯＴ１３ａ及び照明駆動第２ＭＯＴ１４ａは、演出制御装置５５０から
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送信された信号に基づいて内部に備えられた発光部材を駆動させ、各種演出を実行する。
【０２０５】
　また、演出制御装置５５０は、演出ボタン１７から当該演出ボタン１７が操作されたこ
とを示す信号が簡易中継基板１６００を介して入力される。さらに、モータ位置検出セン
サ５６０ｂによって検出された照明駆動第１ＭＯＴ１３ａ及び照明駆動第２ＭＯＴ１４ａ
の位置情報が、簡易中継基板１６００を介して入力される。
【０２０６】
　さらに、簡易中継基板１６００は、演出制御装置５５０の音ＬＳＩ５５７からの信号を
受信し、スピーカ３０から出力する。
【０２０７】
　なお、第２マスタＩＣ５７０ｂの構成は、第１マスタＩＣ５７０ａと同じ構成であるた
め、第２マスタＩＣ５７０ｂの各構成には同じ符号を割り当てて説明を省略する。また、
第２マスタＩＣ５７０ｂは、第１マスタＩＣ５７０ａと同様に、ＣＰＵ５５１からの指令
に基づいて、装飾制御装置６１０との間に接続された接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬの各
信号レベルを制御する（第２の）信号レベル制御手段として機能する。
【０２０８】
　なお、演出制御装置５５０と中継基板６００との接続方法、及び中継基板６００と中継
基板６００以外の装飾制御装置６１０との接続方法については、図１３～図１６にて詳細
を後述する。また、中継基板６００及び装飾制御装置６１０の構成などについては、図１
７～図２１にて詳細を後述する。
【０２０９】
　装飾制御装置６１０は、主として、遊技盤１０及び前面枠３に取り付けられている。前
面枠３に取り付けられた装飾制御装置６１０が制御する装飾装置（ＬＥＤ）６２０は、装
飾部材９ａ、９ｂ、照明ユニット１１、及び異常報知ＬＥＤ２９を照射するものである。
一方、遊技盤１０に取り付けられる装飾制御装置６１０は、センターケース５１、表示装
置５３、及び演出制御装置５５０を一体化して構成される補助遊技装置ユニット１２に含
まれている。
【０２１０】
　図１３では、遊技盤１０に備えられる中継基板６００及び補助遊技装置ユニット１２に
含まれる装飾制御装置６１０の構成及び接続形態について説明する。図１４では、前面枠
３に備えられる簡易中継基板１６００及び装飾制御装置６１０の構成及び接続形態につい
て説明する。
【０２１１】
　図１３は、本発明の第１の実施の形態の遊技盤１０の構成を示す図である。
【０２１２】
　補助遊技装置ユニット１２を構成するセンターケース５１は、前述したように、枠装飾
部６５と枠体基部６０とを組み合わせて構成される。
【０２１３】
　枠装飾部６５には、変動表示ゲームなどの補助遊技の演出を行うための演出装置や当該
演出装置を制御するための装飾制御装置６１０などが複数個備えられる。これらの装飾制
御装置６１０同士を所定の信号ケーブルにより相互に接続し、さらに、この装飾制御装置
６１０に制御される演出装置もケーブルで接続することにより、当該枠装飾部６５が一体
構成される。
【０２１４】
　また、枠体基部６０にも、変動表示ゲームなどの補助遊技の演出を行うための演出装置
や当該演出装置を制御するための装飾制御装置６１０が複数個備えられる。これらの装飾
制御装置６１０同士を所定の信号ケーブルにより相互に接続し、さらに、この装飾制御装
置６１０に制御される演出装置もケーブルで接続することにより、当該枠体基部６０が一
体構成される。
【０２１５】
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　ゆえに、枠装飾部６５や枠体基部６０は、本実施形態における一体型演出ユニットを構
成している。これに対し、サイドランプ４５などは、一体型演出ユニットに含まれない単
体の演出装置であるので、分離型演出装置を構成することになる。
【０２１６】
　なお、補助遊技装置ユニット１２に含まれる演出装置のすべてが補助遊技装置ユニット
１２内部の装飾制御装置６１０によって制御される必要はない。例えば、本発明の第１の
実施の形態では、センターケース５１内に配置される可動物は、中継基板６００を介して
、演出制御装置５５０により直接制御される。
【０２１７】
　装飾制御装置６１０には、前述のように、装飾装置６２０を制御するためのＩ2ＣＩ／
Ｏエクスパンダ６１５が搭載され、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５には、個々のＩ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５を識別するための個別アドレスが割り当てられている。本発明の
第１の実施の形態では、前述のように、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の個別アドレス
が、装飾制御装置６１０の個別アドレスとして利用される。
【０２１８】
　演出制御装置５５０は、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の個別アドレスを指定して制
御信号を送信することによって、装飾装置６２０を個別に制御して演出動作を実行するこ
とが可能となる。各装飾制御装置６１０には、原則的に、それぞれ異なる個別アドレス（
図中に「ａｄ＝」で示す）が割り当てられる。
【０２１９】
　また、装飾制御装置６１０は、接続形態によって、分岐型（分岐基板）、連結型（連結
基板）及び終端型（終端基板）の三種類に分類される。分岐型、連結型及び終端型いずれ
の装飾制御装置６１０にも装飾装置６２０を接続可能であり、接続された装飾装置６２０
を制御することが可能である。
【０２２０】
　分岐型の装飾制御装置６１０は、下流側に複数の装飾制御装置６１０が直接接続され、
これらの複数の装飾制御装置６１０に受信した制御信号を送信する。連結型の装飾制御装
置６１０は、下流側に一つの装飾制御装置６１０が接続され、接続された装飾制御装置６
１０に受信した制御信号を送信する。終端型の装飾制御装置６１０は、下流側に装飾制御
装置６１０が接続されず、装飾装置６２０の制御のみを行う。分岐型、連結型、終端型の
装飾制御装置６１０の詳細に関しては、図１７を用いて後述する。
【０２２１】
　なお、上流側とは、演出制御装置５５０から途中の装飾制御装置６１０を経て末端の装
飾制御装置６１０までへ電気信号を送信する構成において、この電気信号を送信する側の
ことである。反対に、下流側とは、この電気信号を受信する側のことである。
【０２２２】
　要するに、演出制御装置５５０から末端の装飾制御装置６１０への信号ケーブルを順に
辿っていったときに、より演出制御装置５５０に近い側へ接続されている装飾制御装置６
１０が上流側となり、より末端の装飾制御装置６１０に近い側へ接続されている装飾制御
装置６１０が下流側となる。例えば、装飾制御装置６１０Ａ、６１０Ｃは、装飾制御装置
６１０Ｈの上流側に配置されており、装飾制御装置６１０Ｉ、６１０Ｊは、装飾制御装置
６１０Ｈの下流側に配置されていることになる。
【０２２３】
　ここで、本発明の第１の実施の形態では、前述のように、可動演出装置５８を構成する
第１演出部材７０及び第２演出部材８０の可動部分に装飾制御装置６１０が配置されてい
る。言い換えれば、図６において、第１演出部材７０の可動部（第１演出ベース１００）
に装飾制御装置６１０（第１発光基板１０６）が配置され、図７において、第２演出部材
８０の可動部（第２演出ベース１１０）に装飾制御装置６１０（第２発光基板１１６）が
配置されている。
【０２２４】
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　このとき、従来のシフトレジスタのように、各装飾制御装置６１０をデイジーチェーン
で配線すると、デイジーチェーンの末端となるいずれか一方の装飾制御装置６１０だけは
、入力用のケーブルのみを接続するだけで済む。しかし、デイジーチェーンの途中に接続
される構成となる他方の装飾制御装置６１０には、入力用のケーブルと出力用のケーブル
を接続する必要がある。可動部に複数のケーブルが接続されると、可動部とともに装飾制
御装置６１０（第１発光基板１０６、第２発光基板１１６）自体が可動する構造となって
ケーブルも移動するため、配線の引き回しが困難になってしまうおそれがある。さらに、
ケーブルの移動により、ケーブルを構成する接続線が断線する可能性が生じ、演出に影響
を与えるおそれがある。
【０２２５】
　本発明の第１の実施の形態では、第１演出部材７０及び第２演出部材８０に配置された
装飾制御装置６１０を終端型とし、これらの装飾制御装置６１０の上流に分岐型の装飾制
御装置６１０を配置している。そのため、終端型の装飾制御装置６１０（第１発光基板１
０６、第２発光基板１１６）には、第１演出部材７０及び第２演出部材８０の外部に備え
た他の装飾制御装置６１０へ信号を伝達するケーブルが、接続されない構造となる。この
ように装飾制御装置６１０を配置すれば、可動部に配置された装飾制御装置６１０には入
力ケーブルのみを接続すればよいことになる。したがって、デイジーチェーンで配線する
場合と比較して、配線の引き回しが容易になり、断線する可能性を少なくすることができ
る。
【０２２６】
　装飾制御装置６１０は、受信した制御信号の宛先アドレスが自宛でない場合、下流側に
さらに装飾制御装置６１０が接続されていれば受信した制御信号を送信する。また、送信
先がなければ受信した制御信号を破棄する。
【０２２７】
　装飾制御装置６１０は、１６個のポートに対応するＬＥＤを制御することが可能であり
、装飾制御装置６１０に搭載されたＬＥＤと、当該装飾制御装置６１０に接続された外部
の装飾装置基板６２５に搭載されたＬＥＤとの合計数が１６以下であれば、両方のＬＥＤ
を制御することが可能である。すなわち、一体型の装飾制御装置６１０（Ｉ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダ６１５と装飾装置６２０がともに配置される主動型基板に相当）では、装飾装
置基板６２５（Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５が配置されず、装飾装置６２０が配置さ
れる従動型基板に相当）をさらに接続することによって、内部に備えられた装飾装置６２
０と外部に接続した装飾装置６２０の両方を制御することが可能である。
【０２２８】
　こうすることによって、離れて配置された装飾装置６２０を１つの装飾制御装置６１０
で制御することが可能となり、装飾制御装置６１０の数を最小限にすることができる。
【０２２９】
　中継基板６００は、上流側では演出制御装置５５０に搭載された第１マスタＩＣ５７０
ａに接続し、第１マスタＩＣ５７０ａから送信された制御信号を受信する。また、下流側
では補助遊技装置ユニット１２に含まれる装飾制御装置６１０Ａ（正確には一体型演出ユ
ニットである枠体基部６０に含まれる装飾制御装置６１０Ａ）に接続する。さらに、中継
基板６００は、遊技盤１０に備えられた分離型演出装置である装飾装置基板６２５（サイ
ドランプ４５（図８参照）に設けられた基板）に接続し、当該中継基板６００に備えられ
たＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５によって、当該装飾装置基板６２５に搭載された装飾
装置６２０を制御する。
【０２３０】
　補助遊技装置ユニット１２には、装飾制御装置６１０Ａ～６１０Ｊが含まれる。装飾制
御装置６１０Ａは、分岐型の装飾制御装置であり、装飾制御装置６１０Ｂ及び装飾制御装
置６１０Ｃに第１マスタＩＣ５７０ａから受信した制御信号を送信する。また、装飾制御
装置６１０Ｂには、装飾装置基板６２５Ｂが接続されており、装飾装置基板６２５Ｂに配
置されたＬＥＤなどの演出装置（装飾装置６２０）が装飾制御装置６１０Ｂによって制御
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される。
【０２３１】
　装飾制御装置６１０Ｃは、分岐型の装飾制御装置６１０であり、下流側の装飾制御装置
６１０Ｄ及び装飾制御装置６１０Ｈに受信した制御信号を送信する。装飾制御装置６１０
Ｄは、分岐型の装飾制御装置６１０Ｅが接続され、さらに、装飾装置基板６２５Ｄに含ま
れる装飾装置６２０Ｄを制御する。
【０２３２】
　装飾制御装置６１０Ｅには、第１演出部材７０を制御する装飾制御装置６１０Ｆと、第
２演出部材８０を制御する装飾制御装置６１０Ｇとが接続される。第１演出部材７０及び
第２演出部材８０は、連動して演出動作が実行される。装飾制御装置６１０Ｆは、第１演
出部材７０に含まれる第１発光基板１０６に配置され（図６）、また、装飾制御装置６１
０Ｇは、第２演出部材８０に含まれる第２発光基板１１６に配置されている（図７）。
【０２３３】
　なお、第１発光基板１０６自体が装飾制御装置６１０Ｆとして機能し、第２発光基板１
１６自体が装飾制御装置６１０Ｇとして機能していてもよい。
【０２３４】
　本発明の第１の実施の形態では、装飾制御装置６１０Ｆは第１演出部材７０に含まれる
ＬＥＤなどを制御し、装飾制御装置６１０Ｇは第２演出部材８０に含まれるＬＥＤなどを
制御する。なお、第１演出部材７０及び第２演出部材８０をそれぞれ表示部５３ａの前方
に移動させるための駆動力を出力するための役物駆動第１ＭＯＴ７１及び役物駆動第２Ｍ
ＯＴ８１は、中継基板６００によって制御される。
【０２３５】
　演出制御装置５５０は、変動表示ゲーム実行時など、所定の条件を満たすと、第１演出
ユニット６３（第１演出部材７０）及び第２演出ユニット６４（第２演出部材８０）を制
御して演出動作を実行する。具体的には、第１演出ユニット６３に含まれる役物駆動第１
ＭＯＴ７１及び第２演出ユニット６４に含まれる役物駆動第２ＭＯＴ８１を制御するため
に、中継基板６００の個別アドレス（「００００」）を指定して、これらのモータを動作
させるための制御信号を送信する。さらに、第１演出部材７０に含まれるＬＥＤなどの発
光装置を制御する制御信号を、第１演出部材７０を制御する装飾制御装置６１０Ｆの個別
アドレス（「０１１０」）を指定して送信する。同様に、第２演出部材８０に含まれるＬ
ＥＤなどの発光装置を制御する制御信号を、第２演出部材８０を制御する装飾制御装置６
１０Ｇの個別アドレス（「０１１１」）を指定して送信する。その後、ストップコンディ
ションを発行する。
【０２３６】
　装飾制御装置６１０Ｈは、連結型の装飾制御装置６１０であり、さらに、連結型の装飾
制御装置６１０Ｉ及び終端型の装飾制御装置６１０Ｊが接続される。終端型の装飾制御装
置６１０Ｊは、装飾装置基板６２５Ｊに含まれる装飾装置６２０Ｊを制御する。
【０２３７】
　本発明の第１の実施の形態では、装飾制御装置６１０Ｈ及び装飾制御装置６１０Ｉは、
信頼度報知装置１５に含まれる演出装置（ＬＥＤ）を制御する。所定の条件を満たした場
合には、演出制御装置５５０の第１マスタＩＣ５７０ａから所定の態様を示すようにする
ための制御信号が送信され、指定された態様で演出を行う。
【０２３８】
　図１４は、本発明の第１の実施の形態の前面枠３の構成を示す図である。
【０２３９】
　本発明の第１の実施の形態の遊技機１には複数の仕様があり、通常版遊技機１と廉価版
遊技機１とがある。通常版遊技機１は、標準仕様の装飾部材を備えている前面枠３（以下
、通常版前面枠３とする）を備えている。廉価版遊技機１は、標準仕様の装飾部材よりも
廉価なコストで構成された装飾部材を備えている前面枠３（以下、廉価版前面枠３’とす
る）を備えている。図１４の上側には、通常版前面枠３の構成を示し、下側には、廉価版
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前面枠３’の構成を示しており、遊技機１では、いずれか一方の仕様の前面枠３のみが取
り付けられて演出制御装置５５０と接続されるので、第２マスタＩＣ５７０ｂには、通常
版前面枠３か廉価版前面枠３’のいずれか一方のみが接続される。
【０２４０】
　通常版前面枠３と廉価版前面枠３’とは、装飾部材９ａ、９ｂに含まれる装飾装置６２
０の数が相違し、さらに、装飾装置６２０を制御する装飾制御装置６１０の数も相違する
。具体的には、通常版前面枠３の装飾部材９ａ、９ｂは７つの装飾制御装置６１０によっ
て制御され、廉価版前面枠３’の装飾部材９ａ’、９ｂ’は５つの装飾制御装置６１０に
よって制御される。装飾部材９ａ、９ｂは、装飾部材９ａ’、９ｂ’よりも多くのＬＥＤ
によって照射するので、通常版前面枠３のほうが廉価版前面枠３’よりも明るくなり、実
行可能な演出のバリエーションを増やすことも可能である。このため、通常版前面枠３が
取り付けられた場合の装飾装置６２０の制御と、廉価版前面枠３’が取り付けられた場合
の装飾装置６２０の制御が相違する。
【０２４１】
　このため、通常版前面枠３に取り付けられる装飾制御装置６１０の個別アドレスと廉価
版前面枠３’に取り付けられる装飾制御装置６１０の個別アドレスに同じアドレスを割り
当てた場合には、演出制御装置５５０から装飾制御装置６１０へ送信する演出制御データ
を、通常版前面枠３の場合と廉価版前面枠３’の場合とで異ならせる必要があるので、遊
技機１に取り付けられる前面枠３に応じて通常版用の演出制御装置５５０と廉価版用の演
出制御装置５５０をそれぞれ用意しなければならない。したがって、製造メーカーが遊技
機１を出荷する場合には、通常版用の演出制御装置５５０と廉価版用の演出制御装置５５
０とを用意しなければならず、製造コストが上昇してしまう。
【０２４２】
　そこで、本発明の第１の実施の形態では、通常版前面枠３と廉価版前面枠３’とで制御
が異なる装飾制御装置６１０の個別アドレスには、異なるアドレスを割り当て、演出制御
装置５５０から装飾制御装置６１０へ送信する演出制御データが、通常版前面枠３の場合
と廉価版前面枠３’の場合とで共通となるように構成することで、一つの演出制御装置５
５０で通常版用の制御と廉価版用の制御とを実行できるように構成した。こうすることに
よって、通常版用の演出制御装置５５０と廉価版用の演出制御装置５５０とをそれぞれ用
意する必要がなくなり、製造コストを抑えることができる。なお、本発明の第１の実施の
形態では、遊技盤１０の構成については、通常版であっても廉価版であっても同じ構成と
なっている。
【０２４３】
　以下、通常版前面枠３及び廉価版前面枠３’の構成について具体的に説明する。
【０２４４】
　通常版前面枠３には、第２マスタＩＣ５７０ｂに接続される簡易中継基板１６００を備
える。簡易中継基板１６００には、分岐型の装飾制御装置６１０Ｋ及び照明駆動モータ（
１３ａ、１４ａ）が接続される。
【０２４５】
　装飾制御装置６１０Ｋは、照明ユニット１１内に配置され、装飾装置基板６２５Ｋに備
えられた装飾装置６２０を制御する。具体的には、照明ユニット１１に含まれるＬＥＤや
異常報知ＬＥＤ２９などが制御される。
【０２４６】
　また、装飾制御装置６１０Ｋは、分岐型の装飾制御装置であり、装飾制御装置６１０Ｌ
及び装飾制御装置６１０Ｐに受信した制御信号を送信する。装飾制御装置６１０Ｌ～６１
０Ｎは、通常版前面枠３の左側部分の装飾部材９ａを制御する。また、装飾制御装置６１
０Ｐ～６１０Ｒは、通常版前面枠３の右側部分の装飾部材９ｂを制御する。
【０２４７】
　通常版前面枠３の左側部分の装飾部材９ａは、連結型の装飾制御装置６１０Ｌ、６１０
Ｍ及び終端型の装飾制御装置６１０Ｎを含む。装飾制御装置６１０Ｌは、演出制御装置５
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５０の第２マスタＩＣ５７０ｂから送信された制御信号を、装飾制御装置６１０Ｋから受
信し、装飾制御装置６１０Ｍ及び６１０Ｎに送信する。
【０２４８】
　通常版前面枠３の右側部分の装飾部材９ｂは、前述のように、連結型の装飾制御装置６
１０Ｐ、６１０Ｑ及び終端型の装飾制御装置６１０Ｒを含む。装飾制御装置６１０Ｐは、
演出制御装置５５０の第２マスタＩＣ５７０ｂから送信された制御信号を、装飾制御装置
６１０Ｋから受信し、装飾制御装置６１０Ｑ及び６１０Ｒに送信する。
【０２４９】
　また、装飾部材９ａ及び装飾部材９ｂに含まれる装飾制御装置６１０Ｌ～６１０Ｒにも
、それぞれ異なる個別アドレスが割り当てられており、第２マスタＩＣ５７０ｂから送信
された制御信号に基づいて、それぞれ別々の演出動作を実行させることができる。具体的
には、照明ユニット１１に含まれる装飾制御装置６１０Ｋの個別アドレスには「００００
」、装飾部材９ａに含まれる装飾制御装置６１０Ｌ、６１０Ｍ及び６１０Ｎの個別アドレ
スには「０００１」「００１０」及び「００１１」、装飾部材９ｂに含まれる装飾制御装
置６１０Ｐ、６１０Ｑ及び６１０Ｒの個別アドレスには「０１００」「０１０１」及び「
０１１０」が割り当てられている。
【０２５０】
　一方、廉価版前面枠３’は、通常版前面枠３と同様に、第２マスタＩＣ５７０ｂに接続
される簡易中継基板１６００と、ほぼ同様の機能を有する基板（以下、廉価版の簡易中継
基板１６００’とする）を備える。但し、廉価版前面枠３’では、簡易中継基板１６００
’に分岐型の装飾制御装置６１０Ｓのみが接続されており、照明駆動モータ（１３ａ、１
４ａ）を備えずにコストダウンが図られている。
【０２５１】
　装飾制御装置６１０Ｓは、照明ユニット１１内に配置されており、装飾装置基板６２５
Ｓに備えられた装飾装置６２０を制御する。具体的には、照明ユニット１１に含まれるＬ
ＥＤや異常報知ＬＥＤ２９などが制御され、通常版前面枠３と同様である。また、装飾制
御装置６１０Ｓは、通常版前面枠３の照明ユニット１１を制御する装飾制御装置６１０Ｋ
と同一の基板であり、同じ個別アドレス（「００００」）が割り当てられている。そのた
め、通常版前面枠３の装飾制御装置６１０Ｋと、廉価版前面枠３’の装飾制御装置６１０
Ｓでは、同じ制御が実行される。
【０２５２】
　また、装飾制御装置６１０Ｓは、分岐型の装飾制御装置であり、装飾制御装置６１０Ｔ
及び装飾制御装置６１０Ｖに受信した制御信号を送信する。装飾制御装置６１０Ｔ及び６
１０Ｕは、通常版前面枠３の左側部分の装飾部材９ａ’を制御する。また、装飾制御装置
６１０Ｖ及び６１０Ｗは、通常版前面枠３の右側部分の装飾部材９ｂ’を制御する。
【０２５３】
　また、廉価版前面枠３’では、左側の装飾部材９ａ’を制御する装飾制御装置６１０Ｔ
及び６１０Ｕ、及び右側の装飾部材９ｂ’を制御する装飾制御装置６１０Ｖ及び６１０Ｗ
が取り付けられている。装飾制御装置６１０Ｔは、通常版前面枠３の装飾制御装置６１０
Ｌと同一の基板であり、同じ個別アドレス（「０００１」）が割り当てられている。同様
に、装飾制御装置６１０Ｖは、通常版前面枠３の装飾制御装置６１０Ｐと同一の基板であ
り、同じ個別アドレス（「０００１」）が割り当てられている。そのため、通常版前面枠
３の装飾制御装置６１０Ｌと、廉価版前面枠３’の装飾制御装置６１０Ｔでは、同じ制御
が実行され、通常版前面枠３の装飾制御装置６１０Ｐと、廉価版前面枠３’の装飾制御装
置６１０Ｖでは、同じ制御が実行される。
【０２５４】
　装飾制御装置６１０Ｕ及び６１０Ｗには、同じ個別アドレス（「０１１１」）が割り当
てられている。したがって、廉価版前面枠３’では、左右の装飾部材で装飾制御装置６１
０Ｕ及び６１０Ｗで同じ制御が実行され、すなわち、制御対象のＬＥＤによる照射が同じ
タイミングで実行される。また、装飾制御装置６１０Ｕ及び６１０Ｗには、通常版前面枠
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３の装飾制御装置６１０に割り当てられていない個別アドレスが割り当てられている。
【０２５５】
　そして、通常版前面枠３と廉価版前面枠３’のいずれに使用される場合であっても、演
出制御装置５５０からは、装飾部材９ａ、９ｂ、９ａ’、９ｂ’に含まれる装飾制御装置
６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に割り当てられたすべての個別アドレスに対し
て演出制御データが送信される。
【０２５６】
　以上のように、廉価版前面枠３’には、備えられている装飾制御装置のうち、装飾制御
装置６１０Ｍ、６１０Ｎ、６１０Ｑ及び６１０Ｒ（第１の仕様依存型グループ単位制御手
段）に相当するものが存在せず、代わりに、装飾制御装置６１０Ｕ及び６１０Ｗ（第２の
仕様依存型グループ単位制御手段）が取り付けられている。通常版前面枠３には、装飾制
御装置６１０Ｍ、６１０Ｎ、６１０Ｑ及び６１０Ｒ（第１の仕様依存型グループ単位制御
手段）が取り付けられているのに対し、廉価版前面枠３’には、より少ない数の装飾制御
装置６１０Ｕ及び６１０Ｗ（第２の仕様依存型グループ単位制御手段）が取り付けられて
いる。
【０２５７】
　また、装飾制御装置６１０Ｋと装飾制御装置６１０Ｓ、装飾制御装置６１０Ｌと装飾制
御装置６１０Ｔ、装飾制御装置６１０Ｖと装飾制御装置６１０Ｐは、互いに、通常版前面
枠３と廉価版前面枠３’とに共通利用可能な基板として構成されている。
【０２５８】
　したがって、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０は、通常版用の制御と廉
価版用の制御とを共通化することが可能となり、前面枠ごとに制御を変更する必要が無く
、演出制御装置５５０の製造コストを削減することができる。
【０２５９】
　なお、以降の説明では、特に断らない限り、本発明の第１の実施の形態の遊技機１では
通常版前面枠が取り付けられているものとする。
【０２６０】
　なお、廉価版前面枠３’では、個別アドレスが「００１０」、「００１１」、「０１０
１」及び「０１１０」となるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は使用されず、通常版前面
枠３では、個別アドレスが「０１１１」となるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は使用さ
れない。そのため、いずれの前面枠３であっても、異常判定テーブル３３００（図３３参
照）において、接続されないＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５が存在することになる。し
かしながら、後述するように、異常判定テーブル３３００に登録されている少なくとも１
つのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５と、第２マスタＩＣ５７０ｂとの間で正常にデータ
送信が行われていれば、正常に動作していると判定されるため、これが原因で処理が中断
することはない。
【０２６１】
　図１５は、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０と遊技盤１０に含まれる中
継基板６００及び装飾制御装置６１０の接続状態を説明する図である。
【０２６２】
　図１５では、演出制御装置５５０、中継基板６００、装飾制御装置６１０Ａ、６１０Ｂ
及び６１０Ｃの接続について説明する。また、説明の都合上、装飾制御装置６１０として
、１個の中継基板６００と、装飾制御装置６１０Ｃよりも下流に接続されている各装飾制
御装置（６１０Ｄ～６１０Ｊ）については記載を省略する。なお、各装飾制御装置６１０
間の接続はそれぞれ同じである。
【０２６３】
　演出制御装置５５０は、接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線ＳＤＡ、接続線ＳＣＬ
、接続線ＧＮＤ、接続線Ｍ１１～Ｍ１４、接続線Ｍ２１～Ｍ２４、接続線Ｍ３１～Ｍ３４
、接続線ＳＬ１、接続線ＳＬ２、接続線ＳＥ１～３、接続線Ｖｍｓ、及び接続線Ｖｓｅに
よって中継基板６００と接続される。
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【０２６４】
　接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線ＳＤＡ、接続線ＳＣＬ、接続線ＧＮＤ、接続線
Ｖｍｓ、及び接続線Ｖｓｅについては、図１１にて説明した通りである。
【０２６５】
　接続線Ｍ１１～Ｍ１４は、第１演出ユニット６３に含まれる役物駆動第１ＭＯＴ７１の
第１～４相を制御するための信号が送信される。接続線Ｍ２１～Ｍ２４は、第２演出ユニ
ット６４に含まれる役物駆動第２ＭＯＴ８１の第１～４相を制御するための信号が送信さ
れる。役物駆動第１ＭＯＴ７１、役物駆動第２ＭＯＴ８１は４相駆動のステッピングモー
タを用いている。
【０２６６】
　接続線Ｍ３１～Ｍ３４は、モータを制御するための接続線であるが、本発明の第１の実
施の形態では、中継基板６００に対応するモータが接続されないため、接続状態を表示す
る空き端子モニタ６０３が接続される。空き端子モニタ６０３は、接続線Ｍ３１～Ｍ３４
に対応した、４個のＬＥＤによって構成されており、各接続線が断線しているか否かを確
認することができる。したがって、一部又は全部の接続線が断線している場合には、空き
端子モニタ６０３の一部が点灯しないことになるので、ケーブルの品質を悪いと判断する
ことができる。
【０２６７】
　特に、本発明の第１の実施の形態の遊技機１のように、第１マスタＩＣ５７０ａと中継
基板６００とを接続するケーブル９１には、電源を供給するための接続線ＧＮＤ、接続線
Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線Ｖｍｓ、及び接続線Ｖｓｅが含まれている（図１１若し
くは図１５参照）。これらの電力を供給する線は、安定した動作を実現するために、充分
な電流量が確保できる断面積の大きい（太い）ケーブルが本来であれば用いられる。
【０２６８】
　しかしながら、ケーブル９１の様なフラット形状のケーブルを用いる場合には、コネク
タを接続する関係から、各ケーブルの断面積の大きさを同一（共通化）する必要がある。
そこで、断面積の大きいケーブルを代わりに、複数の接続線を用いて電源供給を行うこと
が考えられ、例えば、接続線ＧＮＤとして６本のケーブルを使用し、接続線Ｖｍｓとして
３本のケーブルを使用するといった構成を実現することができる。
【０２６９】
　このとき、電力を供給する接続線の一部が断線していても、すべての接続線が断線して
いなければ、見た目上は問題なく動作していることになるので、ＬＥＤを点灯させたり、
モータを駆動させたりすることが可能であるが、充分な電流量が確保できていない状態で
あるため、ケーブル上で異常な発熱が発生したりする恐れがある。このような場合に、空
き端子モニタ６０３に電力を供給する線を接続することによって、一見正常に動作してい
ても、一部の接続線が断線しているような品質の劣るケーブルを発見することができ、障
害が発生する前に交換したり必要なメンテナンスを行ったりすることが可能となる。
【０２７０】
　また、中継基板６００は、役物駆動モータ（役物駆動第１ＭＯＴ７１、役物駆動第２Ｍ
ＯＴ８１）を駆動するために、接続線Ｖｍｓから供給された電力を各モータに供給する。
なお、装飾ピース４６を上下動させるための役物駆動ソレノイドに供給される電力につい
ても接続線Ｖｍｓから供給される。
【０２７１】
　また、中継基板６００には、役物駆動モータの回転位置を検出するためのモータ位置検
出センサ５６０ａが接続される。接続線ＳＥ１～３は、モータ位置検出センサ５６０によ
る検出結果を受信するための接続線であり、中継基板６００は、モータ位置検出センサ５
６０ａによって検出された役物駆動モータの回転位置を、接続線ＳＥ１～３を介して演出
制御装置５５０に送信する。
【０２７２】
　接続線ＳＬ１及び接続線ＳＬ２は、役物駆動ソレノイドを制御するための接続線である
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。接続線ＳＬ１及び接続線ＳＬ２も、役物駆動ソレノイドを使用しないときは、前述の接
続線Ｍ３１～Ｍ３４と同様に、接続状態を表示する空き端子モニタ６０３が接続される。
【０２７３】
　中継基板６００を含む装飾制御装置６１０は、接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線
ＳＤＡ、接続線ＳＣＬ、及び接続線ＧＮＤ（以下、この５種類の接続線を束ねたものを一
つのハーネスという）を介して互いに接続される。
【０２７４】
　また、装飾制御装置６１０Ａにはハーネスを介して装飾制御装置６１０Ｂ及び装飾制御
装置６１０Ｃが接続され、装飾制御装置６１０Ｃにはハーネスを介して図示しない装飾制
御装置６１０Ｄが接続される。
【０２７５】
　各装飾制御装置６１０は、ハーネスを自身に接続するための取付口となるコネクタを備
える。このコネクタは各装飾制御装置６１０で共通であるため、各接続線の接続順が共通
となっており、誤配線を防止することができる。
【０２７６】
　図１６は、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０と、通常版前面枠３に含ま
れる簡易中継基板１６００及び装飾制御装置６１０の接続状態を説明する図である。
【０２７７】
　図１６では、演出制御装置５５０、簡易中継基板１６００、装飾制御装置６１０Ｋ、６
１０Ｌ及び６１０Ｐの接続について説明する。また、説明の都合上、装飾制御装置６１０
として、装飾制御装置６１０Ｌ及び装飾制御装置６１０Ｐよりも下流に接続されている各
装飾制御装置については記載を省略する。
【０２７８】
　演出制御装置５５０は、接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線ＳＤＡ、接続線ＳＣＬ
、接続線ＧＮＤ、接続線Ｍ１１～Ｍ１４、接続線Ｍ２１～Ｍ２４、接続線Ｍ３１～Ｍ３４
、接続線ＳＬ１、接続線ＳＬ２、接続線ＳＥ１～３、接続線Ｖｍｓ、及び接続線Ｖｓｅに
加え、演出ボタン１７からのボタン信号を受信する接続線及び音信号をスピーカ３０に送
信する接続線によって簡易中継基板１６００と接続される。
【０２７９】
　接続線Ｖｃｃ、接続線Ｖｌｅｄ、接続線ＳＤＡ、接続線ＳＣＬ、接続線ＧＮＤ、接続線
Ｖｍｓ、及び接続線Ｖｓｅについては、図１５にて説明したように、演出制御装置５５０
と遊技盤１０とを接続する場合と同様に、下流側に配置されている各装飾制御装置６１０
に各種信号を送受信する。
【０２８０】
　接続線Ｍ１１～Ｍ１４は、照明ユニット１１に含まれる第１可動式照明１３の照明駆動
第１ＭＯＴ１３ａを制御するための信号が送信される。接続線Ｍ２１～Ｍ２４は、照明ユ
ニット１１に含まれる第２可動式照明１４の照明駆動第２ＭＯＴ１４ａを制御するための
信号が送信される。
【０２８１】
　接続線Ｍ３１～Ｍ３４は、モータを制御するための接続線であるが、本発明の実施の形
態では、対応するモータが簡易中継基板１６００に接続されないため、中継基板６００と
同様に、接続状態を表示する空き端子モニタ６０３が接続される。
【０２８２】
　さらに、照明駆動モータ（照明駆動第１ＭＯＴ１３ａ、照明駆動第２ＭＯＴ１４ａ）を
駆動するために、接続線Ｖｍｓから供給された電力を各モータに供給する。
【０２８３】
　また、簡易中継基板１６００には、照明駆動モータの回転位置を検出するためのモータ
位置検出センサ５６０ｂが接続される。簡易中継基板１６００は、モータ位置検出センサ
５６０ｂによって検出された照明駆動モータの回転位置を、接続線ＳＥ１～３を介して演
出制御装置５５０に送信する。
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【０２８４】
　ここで、装飾制御装置６１０に設けられたＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５（図１８で
後述）が装飾装置６２０を制御する方法について説明する。
【０２８５】
　演出制御装置５５０は、遊技制御装置５００から入力された遊技データに基づいて、演
出装置（装飾装置６２０）の出力態様を決定する。そして、演出制御装置５５０は、決定
された出力態様となるように、制御対象となる装飾制御装置６１０の個別アドレス（Ｉ2

ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の個別アドレス）を含む演出制御データ（演出制御情報）を
中継基板６００に出力する。このとき、演出制御データは、中継基板６００から接続線Ｓ
ＤＡを介してすべての制御対象の装飾制御装置６１０に出力される。
【０２８６】
　なお、本発明の第１の実施の形態では装飾制御装置６１０によって制御される演出装置
は主としてＬＥＤ等の発光装置であるため、ＬＥＤの発光態様が演出装置の出力態様に相
当する。この場合、演出制御データによって、ＬＥＤの点灯／点滅／消灯が指示され、さ
らに、ＬＥＤの点滅周期や点灯輝度も指示される。
【０２８７】
　各装飾制御装置６１０には、前述のようにあらかじめ一意な個別アドレスが設定されて
おり、演出制御データが入力されると、入力された演出制御データに含まれるアドレスと
設定されている個別アドレスとが一致するか否かを判定する。そして、入力された演出制
御データに含まれるアドレスと設定されている個別アドレスとが一致すると判定された場
合には、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、演出制御データを取
り込んで、対応する装飾装置６２０の出力態様を制御するとともに、８ビット目のデータ
が入力された直後に返答信号をマスタＩＣ（第１マスタＩＣ５７０ａ、第２マスタＩＣ５
７０ｂ）に出力する。
【０２８８】
　以上のように、マスタＩＣは、当該マスタＩＣに接続されるすべての装飾制御装置６１
０に演出制御データを送信し、当該演出制御データに含まれる個別アドレスに対応する装
飾制御装置６１０において、要求した出力態様となるように演出装置を制御することがで
きる。
【０２８９】
　なお、各装飾制御装置６１０には、個別アドレス以外にも、装飾制御装置６１０のＩ2

ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を初期化するためのリセット用アドレスが設定されている。
このリセットアドレスは、すべてのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に対して共通に設け
られたアドレスであり、個別アドレスとして使用することはできない。また、このリセッ
トアドレスの値を変更することもできないように構成されている（詳細は後述する）。
【０２９０】
　演出制御装置５５０は、装飾制御装置６１０（正確には、装飾制御装置６１０のＩ2Ｃ
Ｉ／Ｏエクスパンダ６１５）を初期化する場合に、このリセット用の共通アドレスを含ん
だ初期化指示データを、中継基板６００又は簡易中継基板１６００に出力する。このとき
、初期化指示データ演出制御データは、中継基板６００又は簡易中継基板１６００を介し
て、演出制御装置５５０に接続されるすべての装飾制御装置６１０に対して接続線ＳＤＡ
から出力される。
【０２９１】
　各装飾制御装置６１０には、リセット用の共通アドレスがあらかじめ設定されているの
で、入力されたデータに含まれるアドレスと、リセット用の共通アドレスとが一致するか
否かを判定する。一致すると判定された場合には、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダ６１５は、返答信号をマスタＩＣに出力するとともに、入力データを初期化指
示データとして取り込み、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５自身を初期化する。
【０２９２】
　なお、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５が初期化されると、当該初期化されたＩ2ＣＩ／
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Ｏエクスパンダ６１５によって制御される演出装置はオフ状態となる。
【０２９３】
　このように、装飾制御装置６１０は、演出制御装置５５０からの指令に基づく制御を行
うので、演出制御装置５５０と装飾制御装置６１０との関係は、演出制御装置５５０の第
１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂがマスタであり、各装飾制御装置６１
０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５がスレーブとなる。
【０２９４】
　図１５及び図１６では、中継基板６００以外の装飾制御装置６１０の制御対象は、ＬＥ
Ｄなどの発光装置である装飾装置６２０となっているが、モータやソレノイドなどの可動
物を制御することも可能である。この場合には、演出装置がモータやソレノイドなどの駆
動源となることから、これらの駆動源の動作態様が演出装置の出力態様に相当する。演出
制御データには、駆動源の作動／停止指示が含まれ、さらに動作速度を指定することも可
能である。
【０２９５】
　なお、遊技機１の構成として、通常版前面枠３の代わりに廉価版前面枠３’を設けた場
合でも、廉価版前面枠３’に含まれる各種基板の接続状態は、図１６とほぼ同等の構成と
なる。
【０２９６】
　但し、廉価版前面枠３’には、照明駆動モータ（照明駆動第１ＭＯＴ１３ａ、照明駆動
第２ＭＯＴ１４ａ）が設けられていないため、廉価版の簡易中継基板１６００’には、照
明駆動モータが接続されるコネクタが存在せず、接続線Ｍ１１～Ｍ１４、及び接続線Ｍ２
１～Ｍ２４も使用されない。そのため、廉価版の簡易中継基板１６００’では、接続線Ｍ
１１～Ｍ１４、及び接続線Ｍ２１～Ｍ２４にも、空き端子モニタ６０３が接続される。
【０２９７】
　また、廉価版前面枠３’には、モータ位置検出センサ５６０ｂが設けられていないため
、廉価版の簡易中継基板１６００’では、接続線ＳＥ１～３をグランドに接続して、一定
のレベルの信号が、常時、演出制御装置５５０に入力されるように構成している。
【０２９８】
　図１７は、本発明の第１の実施の形態の装飾制御装置６１０のブロック図である。
【０２９９】
　本発明の第１の実施の形態の装飾制御装置６１０は、前述のように、接続形態に基づい
て、分岐型、連結型、及び終端型の３種類に分類される。図１７には、分岐型の装飾制御
装置６１０Ｘに終端型の装飾制御装置６１０Ｙが接続されている例を示している。さらに
、装飾制御装置６１０Ｙには、装飾装置基板６２５が接続されている。
【０３００】
　分岐型の装飾制御装置とは、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５と、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパ
ンダ６１５が受信する信号を受け入れるためのコネクタ（上流コネクタ）と、上流コネク
タから受け入れた信号を、複数の装飾制御装置６１０に伝達するコネクタ（下流コネクタ
）を備えたものである。例えば、図中の装飾制御装置６１０Ｘのように、内部にＩ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５及びＬＥＤ（装飾装置６２０）を備え、さらに、一つの上流コネ
クタ６１１と二つの下流コネクタ６１２Ａ、６１２Ｂを備える。
【０３０１】
　接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬは、装飾制御装置６１０内で二つに分岐し、一方は、そ
のまま次の装飾制御装置６１０Ｙに出力するための下流コネクタ６１２Ｂに接続される。
他方は、さらに分岐し、一方はＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続され、他方は別の
下流コネクタ６１２Ａに接続される。
【０３０２】
　また、装飾制御装置６１０ＸのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の出力側には、制御対
象となる装飾装置６２０が接続される。Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の出力側は、図
２０で説明するポート０～１５によって構成される。さらに、装飾制御装置６１０のすべ
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てのポートが、図１９で後述する電流制限抵抗Ｒ０～Ｒ１５を介して、内部のＬＥＤに接
続されている。なお、この電流制限抵抗Ｒ０～Ｒ１５も、装飾制御装置６１０に備えられ
ている。
【０３０３】
　前述したように、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、演出制御装置５５０から入力さ
れた演出制御データに含まれるアドレスと、当該Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に設定
されている個別アドレスとが一致する場合にのみ、演出制御データに含まれる装飾データ
に基づいて、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続されている装飾装置６２０を制御す
る。
【０３０４】
　なお、下流コネクタが1個しか備えないために、上流コネクタから受け入れた信号が、
１つの装飾制御装置６１０にのみ伝達可能となっている装飾制御装置は、連結型の装飾制
御装置となる。例えば、前述した装飾制御装置６１０Ｘにて、下流コネクタ６１２Ｂのみ
が備えられ、下流コネクタ６１２Ａが存在しないようなものが該当する。
【０３０５】
　また、終端型の装飾制御装置とは、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５と、Ｉ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダ６１５が受信する信号を受け入れるためのコネクタ（上流コネクタ）を有する
が、上流コネクタから受け入れた信号を、他の装飾制御装置６１０に伝達しないものであ
る。例えば、図中の装飾制御装置６１０Ｙは、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５及びＬＥ
Ｄ（装飾装置６２０）を備え、装飾制御装置６１０Ｙの外部に接続される装飾装置基板６
２５に備わるＬＥＤに電流を流すための接続線、装飾装置基板６２５のＬＥＤに電源電圧
を供給する接続線、及び、グランドに接地する接続線を介して、装飾制御装置６１０と装
飾装置基板６２５とが接続される。
【０３０６】
　装飾装置基板６２５は、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を備えておらず、ＬＥＤなど
の発光装置のみを備えた基板である。この場合、装飾装置基板６２５に備えたＬＥＤに接
続される電流制限抵抗を、装飾装置基板６２５に設けることになるが、Ｉ2ＣＩ／Ｏエク
スパンダ６１５が備えられた装飾制御装置６１０に設けてもよい。
【０３０７】
　なお、装飾装置基板６２５に設けたＬＥＤの数に対応して、装飾制御装置６１０から装
飾装置基板６２５へ渡されることになる、これらのＬＥＤに電流を流すための接続線の数
が決定される。例えば、装飾装置基板６２５に二つのＬＥＤを備えた場合には、Ｉ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５のポートと対応するＬＥＤとを接続するための２本の制御線と、
Ｖｌｅｄから供給された電力を供給する電源線１本とが、少なくとも必要となる。
【０３０８】
　そして、装飾制御装置６１０Ｙに設けられたＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５も、演出
制御装置５５０から入力された演出制御データに含まれるアドレスと、当該Ｉ2ＣＩ／Ｏ
エクスパンダ６１５に設定されているアドレスとが一致する場合にのみ、演出制御データ
に含まれる装飾データに基づいて、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続されている装
飾装置６２０を制御する。この場合、中央の装飾制御装置６１０に設けられた装飾装置６
２０と、装飾装置基板６２５に設けられた装飾装置６２０の両方が、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクス
パンダ６１５によって制御される。
【０３０９】
　このように、装飾装置基板６２５を設けて、装飾制御装置６１０から一部の装飾装置（
ＬＥＤ）を分離させることで、離れた箇所に配置されたＬＥＤであっても、共通のＩ2Ｃ
Ｉ／Ｏエクスパンダ６１５により制御することができる。
【０３１０】
　なお、装飾制御装置６１０は、前述したように、ＬＥＤなどの発光装置の代わりに、ソ
レノイドやモータなどの可動物を制御することが可能であり、具体的には、図２０にて後
述する。
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【０３１１】
　図１８は、本発明の第１の実施の形態のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の構成を示す
ブロック図である。
【０３１２】
　Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、接続線ＳＤＡに接続されるトランジスタ６３０、
接続線ＳＤＡに接続されるフィルタ６３１、接続線ＳＤＡに接続されるドライバ６３２、
接続線ＳＣＬに接続されるフィルタ６３３、バスコントローラ６３４、出力設定レジスタ
６３５、出力コントローラ６３６、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の出力側の各ポート
０～１５に接続されるドライバ６３７、各ポート０～１５に接続されるトランジスタ６３
８Ａ～６３８Ｐ、及びリセット信号発生回路６３９を備える。
【０３１３】
　フィルタ６３１は、接続線ＳＤＡに接続され、接続線ＳＤＡから入力されたデータのノ
イズを除去し、ノイズが除去されたデータをバスコントローラ６３４に出力する。ドライ
バ６３２は、返答信号を接続線ＳＤＡから出力する場合に、トランジスタ６３０が動作可
能な電圧をトランジスタ６３０に印加する。
【０３１４】
　ドライバ６３２は、接続線ＳＤＡからデータ（返答信号）を出力する場合に、トランジ
スタ６３０が動作可能な電圧をトランジスタ６３０に印加する。
【０３１５】
　トランジスタ６３０は、電力消費を抑えるために電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）が用
いられており、トランジスタ６３０のゲートはドライバ６３２に接続され、ドレインはプ
ルアップ抵抗Ｒにより所定の電圧が印加された接続線ＳＤＡに接続され、ソースは接地さ
れている。
【０３１６】
　トランジスタ６３０のゲートに印加される電圧がトランジスタ６３０を動作させる所定
値よりも小さければ、ドレインとソースとの間に電流が流れない。一方、トランジスタ６
３０のゲートに印加される電圧がトランジスタ６３０を動作させる所定値以上であれば、
所定値の電圧が印加されたドレインから接地されているソースへ電流が流れることによっ
て、接続線ＳＤＡの電圧が低下する。なお、トランジスタ６３０は、１０ミリアンペア程
度の電流をドレインからソースへ流しても破損しない仕様のものを用いている。
【０３１７】
　ドライバ６３２は、データ（返答信号）を接続線ＳＤＡから出力する場合に、トランジ
スタ６３０にドレインとソースとの間に電流を流すためにトランジスタ６３０のゲートに
トランジスタ６３０が動作可能な値の電圧を印加する。そして、ドライバ６３２は、接続
線ＳＤＡの電圧をＨＩＧＨからＬＯＷへ繰り返し変化させることによって、データを接続
線ＳＤＡから出力する。
【０３１８】
　フィルタ６３３は、接続線ＳＣＬに接続され、接続線ＳＣＬから入力されたデータのノ
イズを除去し、ノイズが除去されたデータをバスコントローラ６３４に出力する。
【０３１９】
　また、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５には、当該Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に備
わるアドレス設定用端子Ａ０～Ａ３によって固有のアドレスが設定されており、バスコン
トローラ６３４に入力されている。さらに、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５をリセット
するためのアドレスも、あらかじめ設定されている。
【０３２０】
　バスコントローラ６３４は、接続線ＳＤＡから入力されたデータのアドレスがＩ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５に設定された固有のアドレスと一致するか否かを判定し、一致し
ている場合に当該データを演出制御データとして取り込む。
【０３２１】
　また、バスコントローラ６３４は、接続線ＳＤＡから入力されたデータのアドレスがＩ
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2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に設定されたリセット用のアドレスと一致するか否かを判
定し、一致している場合に当該データを初期化指示データとして取り込み、当該Ｉ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５を初期化する。
【０３２２】
　また、バスコントローラ６３４は、接続線ＳＣＬの信号レベルのＬＯＷからＨＩＧＨへ
の変化回数が８回に達し、８ビット目のデータを取り込んだ後、接続線ＳＣＬの信号レベ
ルがＨＩＧＨからＬＯＷへ変化すると、返答信号を接続線ＳＤＡから第１マスタＩＣ５７
０ａに出力する。さらに、接続線ＳＣＬの信号レベルがＬＯＷからＨＩＧＨへ変化するこ
とが確認され、再度接続線ＳＣＬの信号レベルがＨＩＧＨからＬＯＷへ変化すると、接続
線ＳＤＡを開放する。つまり、接続線ＳＣＬの信号レベルのＬＯＷからＨＩＧＨへの変化
回数が９回になるタイミングで返答信号を出力する。
【０３２３】
　出力設定レジスタ６３５には、当該Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の動作モードやポ
ート０～１５の出力状態が設定される。バスコントローラ６３４が接続線ＳＤＡから初期
化指示データを取り込んで、当該Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５が初期化された場合に
は、出力設定レジスタ６３５は、すべてのポート０～１５に電流が流れないように初期状
態に設定される。
【０３２４】
　出力コントローラ６３６は、出力設定レジスタ６３５に設定されたデータに基づいて、
ポートドライバ６３７を介して、各ポート０～１５に接続された演出装置に電流を流すこ
とによって、演出装置の出力状態を実際に制御する。この出力状態は、バスコントローラ
６３４が接続線ＳＤＡから演出制御データを取り込むと、演出制御データに指定されてい
る内容に更新される。
【０３２５】
　すなわち、第１マスタＩＣ５７０ａから受信した演出制御データに基づいて、出力設定
レジスタ６３５に設定し、ストップコンディションを受信した時点で、各ポート０～１５
の出力状態を更新して演出装置に反映させる。したがって、シフトレジスタのように、Ｌ
ＡＴ信号を受信する必要もなく、すなわち、ＬＡＴ信号を受信するための配線を必要とす
ることなく、演出制御を行うことができる。特に、ポート出力状態を、複数のＩ2ＣＩ／
Ｏエクスパンダ６１５で同時に更新する必要がある場合に有効であり、異なるＩ2ＣＩ／
Ｏエクスパンダ６１５に制御される演出装置であっても、同時に演出動作を実行するよう
に制御できるため、より演出効果を高めることが可能となる。
【０３２６】
　ドライバ６３７は、ポートに電流を流す場合に、電流を流すポートに接続されるトラン
ジスタ６３８Ａ～６３８Ｐが動作可能な電圧を当該トランジスタに印加する。
【０３２７】
　トランジスタ６３８Ａ～６３８Ｐのゲートはドライバ６３７に接続され、ドレインは図
１９及び図２０に示すように演出装置を動作させるための電圧が印加された接続線に接続
するポート端子に接続され、ソースは接地されている。
【０３２８】
　トランジスタ６３８Ａ～６３８Ｐのゲートに印加される電圧がトランジスタ６３８Ａ～
６３８Ｐを動作させる所定値よりも小さければ、ドレインとソースとの間に電流が流れな
い。一方、６３８Ａ～６３８Ｐのゲートに印加される電圧がトランジスタ６３８を動作さ
せる所定値以上であれば、図１９に示す電源Ｖｌｅｄ、又は図２０に示す電源Ｖｍｏｔや
電源Ｖｓｏｌからゲートに印加されている所定の電圧が、トランジスタ６３８のドレイン
を介して接地されているソースへ電流が流れることによって、ポート端子に接続された演
出装置の出力状態を制御できる。
【０３２９】
　また、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパ
ンダ６１５のポート端子に接続されたすべての演出装置（ＬＥＤなどの装飾装置６２０）
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を同時に制御することが可能であるので、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のポート端子
に接続された一つの演出装置を一つのグループとして制御することができる。
【０３３０】
　そして、各装飾制御装置６１０に備わるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５同士は、互い
に異なる個別アドレスが割り当てられているので、演出装置が複数のグループに分割され
た形態となっている。すなわち、各装飾制御装置６１０に備わるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパン
ダ６１５は、演出装置をグループ単位で制御可能なグループ単位制御手段として構成され
ているものである。
【０３３１】
　したがって、各装飾制御装置６１０を統括する演出制御装置５５０は、グループ単位制
御手段を統括して制御するグループ統括制御手段として機能している。
【０３３２】
　リセット信号発生回路６３９には、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に電源を供給する
接続線Ｖｃｃに接続されるＶｃｃ端子、及び外部からのリセット信号を受け付けるＲＥＳ
ＥＴ端子が接続されている。
【０３３３】
　リセット信号発生回路６３９は、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に電源が投入され、
電圧が所定値まで立ち上がると、リセット信号を発生させ、発生させたリセット信号をバ
スコントローラ６３４、出力設定レジスタ６３５、及び出力コントローラ６３６に入力す
ることによって初期化する。
【０３３４】
　なお、外部からＬＯＷレベルのリセット信号が入力された場合には、リセット信号発生
回路６３９はリセット信号を出力するので、演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１から、Ｎ
ＯＲゲート回路５６１を経由して、ＲＥＳＥＴ端子からリセット信号を入力するようにし
てもよい。ＲＥＳＥＴ端子を使用しない場合には、図１９及び図２０に示すようにＲＥＳ
ＥＴ端子はＨＩＧＨにプルアップされていてもよい。
【０３３５】
　図１９は、本発明の第１の実施の形態の装飾装置６２０を制御する装飾制御装置６１０
のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５周辺の回路図である。
【０３３６】
　Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、入力端子としてＮＣ端子、ＲＥＳＥＴ端子、ＳＣ
Ｌ端子、ＳＤＡ端子、Ｖｃｃ端子、Ａ０～Ａ３端子、及びＧＮＤ端子を備え、出力端子と
して、ＰＯＲＴ０～ＰＯＲＴ１５を備える。
【０３３７】
　ＲＥＳＥＴ端子には、プルアップ抵抗Ｒを介してＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に供
給される電源が接続されている。このため、リセット端子に印加される電圧は常にＨＩＧ
Ｈに維持されている。
【０３３８】
　ＳＣＬ端子は接続線ＳＣＬに接続され、ＳＤＡ端子は接続線ＳＤＡに接続される。
【０３３９】
　Ｖｃｃ端子には、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に供給される電源が接続される。さ
らに、Ｖｃｃ端子には、電源ノイズを除去するコンデンサＣＰが接続される。
【０３４０】
　Ａ０端子～Ａ３端子は、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に個別アドレスを設定するた
めの端子である。なお、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の個別アドレスは、通常、４ビ
ットで表現され、この端子にＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の電源が印加されている場
合にはバスコントローラ６３４に「１」が設定され、この端子がグランドに接続されてい
る場合にはバスコントローラ６３４に「０」が設定される。
【０３４１】
　したがって、図１９に示すＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の個別アドレスは「０１０
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０」となる。ＧＮＤ端子は、電圧をグランドするための端子である。
【０３４２】
　ＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ１５端子は、電流制限抵抗Ｒ０～Ｒ１５を介してＬＥＤ０～
ＬＥＤ１５からなる装飾装置６２０に接続される。なお、ＰＯＲＴ０にように、ポート１
個に対して１個のＬＥＤを接続してもよいが、ＰＯＲＴ１～１５のように、ポート１個に
対して複数個のＬＥＤを接続してもよい。
【０３４３】
　すべてのポートにＬＥＤを１個ずつ設ける場合は、１個のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６
１５によって、最大で１６個のＬＥＤを制御できることになる。また、各ポートに接続さ
れるＬＥＤの個数が異なる場合は、１個のポートに直列に接続されたすべてのＬＥＤを１
種類のＬＥＤということにすれば、１個のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５によって、最
大で１６種類のＬＥＤを制御できることになる。
【０３４４】
　ＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ１５端子に接続されるトランジスタ６３８Ａ～６３８Ｐ（図
１８参照）のゲートに対してドライバ６３７から電圧が印加されると、電圧が印加された
トランジスタ６３８Ａ～６３８Ｐのドレインからソースへ電流が流れることが可能になり
、ＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ１５端子に接続されるＬＥＤ０～ＬＥＤ１５に電流が流れ、
各ＬＥＤ０～ＬＥＤ１５は点灯する。
【０３４５】
　一方、ドライバ６３７がトランジスタ６３８Ａ～６３８Ｐのゲートに電圧を印加しなけ
れば、各ＬＥＤ０～ＬＥＤ１５に電流が流れない状態になり、各ＬＥＤ０～ＬＥＤ１５は
点灯しない。
【０３４６】
　なお、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ１５端子には、Ｌ
ＥＤの代わりに、モータやソレノイドを接続して、このモータやソレノイドを遊技に用い
る演出装置として構成することも可能である。以下、図２０を参照しながらＩ2ＣＩ／Ｏ
エクスパンダ６１５を用いてモータやソレノイドを制御する場合について説明する。
【０３４７】
　図２０は、本発明の第１の実施の形態の装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパン
ダ６１５周辺の回路図であり、モータやソレノイドを制御する場合を示す図である。
【０３４８】
　ここで使用されるモータはステッピングモータにより構成され、ステッピングモータを
駆動する各相の信号端子に、所定の電圧を順次印加することで回動する。本発明の第１の
実施の形態では、モータの各相の信号端子がＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ３端子に接続され
る。
【０３４９】
　モータに接続されているＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ３端子に接続されるトランジスタ６
３８Ａ～６３８Ｄのいずれかのゲートに対してドライバ６３７から電圧が印加されると、
電圧が印加されたトランジスタ６３８Ａ～６３８Ｄのドレインからソースへ電流が流れる
ことが可能になり、ＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ３端子に接続されるモータに電流が流れ、
役物駆動用のモータが駆動する。
【０３５０】
　なお、各ＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ３端子とモータとを接続する接続線は分岐し、分岐
した一方の接続線は、モータに供給される電源にダイオードＤ及びツェナダイオードＺＤ
を介して接続される。
【０３５１】
　また、ＰＯＲＴ端子１５は、使用されるソレノイドに接続される。ソレノイドに接続さ
れているＰＯＲＴ１５端子に接続されるトランジスタ６３８Ｐのゲートに対してドライバ
６３７から電圧が印加されると、電圧が印加されたトランジスタ６３８Ｐのドレインから
ソースへ電流が流れることが可能になり、ＰＯＲＴ１５端子に接続されるソレノイドに電
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流が流れ、ソレノイドによって駆動される図示しない演出装置が駆動する。
【０３５２】
　なお、図２０では、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５にモータ及びソレノイドの双方が
接続されているが、一つのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に対して、モータ及びソレノ
イドの少なくとも一方だけを接続した構成でもよい。
【０３５３】
　例えば、ステッピングモータだけを制御するグループとしてのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパン
ダ６１５を専用に設けたり、ソレノイドだけを制御するグループとしてのＩ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダ６１５を専用に設けたりするようにしてもよい。このような構成により、同一
グループに属する演出装置を同じタイミングで制御することが可能となるので、高速処理
が必要な演出装置だけをグループ化して効率よく制御することも可能となる。
【０３５４】
　図２１は、本発明の第１の実施の形態の装飾制御装置６１０、中継基板６００及び簡易
中継基板１６００の回路構成を説明するための図であり、特に、信号線や電源線の入出力
に関する接続状態を説明するための図である。
【０３５５】
　本図においては、装飾制御装置６１０、中継基板６００及び簡易中継基板１６００のう
ち、分岐型の装飾制御装置６１０（例えば、装飾制御装置６１０Ａなど）について説明を
行うこととし、最後に、連結型の装飾制御装置６１０、終端型の装飾制御装置６１０、中
継基板６００、簡易中継基板１６００との相違点の説明を行うことにする。
【０３５６】
　なお、本図においては、前述した分岐型の装飾制御装置６１０Ｘに備えられる部品と、
同一の付番を付けて説明を行う。
【０３５７】
　分岐型の装飾制御装置６１０は、上流コネクタ６１１、下流コネクタ６１２（６１２Ａ
、６１２Ｂ）、及びＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を備える。
【０３５８】
　上流コネクタ６１１は、当該装飾制御装置６１０よりも上流の装飾制御装置６１０に接
続されるコネクタである。下流コネクタ６１２Ａ及び６１２Ｂは、当該装飾制御装置６１
０よりも下流側の装飾制御装置６１０に接続される。
【０３５９】
　二つの下流コネクタ６１２Ａ、６１２Ｂに接続線ＳＤＡを接続するために、上流コネク
タ６１１から延びる内部接続線ＳＤＡ２１１１は分岐２１０１で第１接続線ＳＤＡ２１２
１と第２接続線ＳＤＡ２１３１とに分岐する。第１接続線ＳＤＡ２１２１は下流コネクタ
６１２Ａに接続され、第２接続線ＳＤＡ２１３１は下流コネクタ６１２Ｂに接続される。
【０３６０】
　同じく、上流コネクタ６１１から延びる内部接続線ＳＣＬ２１１２は分岐２１０２で第
１接続線ＳＣＬ２１２２と第２接続線ＳＣＬ２１３２とに分岐する。第１接続線ＳＣＬ２
１２２は下流コネクタ６１２Ａに接続され、第２接続線ＳＣＬ２１３２は下流コネクタ６
１２Ｂに接続される。
【０３６１】
　さらに、接続線ＳＤＡをＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続するために、第２接続
線ＳＤＡ２１３１は分岐２１０３で分岐し、分岐した第２接続線ＳＤＡ２１３１はＩ2Ｃ
Ｉ／Ｏエクスパンダ６１５の図１９及び図２０に示すＳＤＡ端子に接続される。また、接
続線ＳＣＬをＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続するために、第２接続線ＳＣＬ２１
３２は分岐２１０４で分岐し、分岐した第２接続線ＳＣＬ２１３２はＩ2ＣＩ／Ｏエクス
パンダ６１５の図１９及び図２０に示すＳＣＬ端子に接続される。以下、Ｉ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダ６１５、分岐２１０３からＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続される接続
線ＳＤＡ、及び分岐２１０４からＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続される接続線Ｓ
ＣＬを含む構成をＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ部２１８１とする。
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【０３６２】
　なお、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５には、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の電源電
圧となる電圧Ｖｃｃが供給されている。また、図２１では図示されていないが、Ｉ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５からは、装飾制御装置６１０に設けられたＬＥＤ（装飾装置６２
０）を駆動する各ポート０～１５の信号線（図１９参照）が出力されている。
【０３６３】
　さらに、当該装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５が上流の装飾制御
装置６１０に接続線ＳＤＡを介して出力する信号、及び上流の装飾制御装置６１０から、
当該装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続線ＳＤＡを介して入力
される信号のノイズを除去するために、内部接続線ＳＤＡ２１１１にはツェナダイオード
ＺＤ２１４１が接続されている。
【０３６４】
　具体的には、内部接続線ＳＤＡ２１１１は分岐２１０５で分岐し、分岐した内部接続線
ＳＤＡ２１１１はツェナダイオードＺＤ２１４１のカソード側に接続され、ツェナダイオ
ードＺＤ２１４１のアノード側は接地されている。
【０３６５】
　このため、内部接続線ＳＤＡ２１１１に印加された所定以上の電圧（例えば、パルス性
のノイズ信号）は、ツェナダイオードＺＤ２１４１によって逃がされる。
【０３６６】
　また、上流の装飾制御装置６１０から、当該装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクス
パンダ６１５へ接続線ＳＣＬを介して入力される信号のノイズを除去するために、内部接
続線ＳＣＬ２１１２にはツェナダイオードＺＤ２１４２が接続されている。
【０３６７】
　具体的には、内部接続線ＳＣＬ２１１２は分岐２１０６で分岐し、分岐した内部接続線
ＳＣＬ２１１２はツェナダイオードＺＤ２１４２のカソード側に接続され、ツェナダイオ
ードＺＤ２１４２のアノード側は接地されている。
【０３６８】
　このため、内部接続線ＳＣＬ２１１２に印加された所定以上の電圧（例えば、パルス性
のノイズ信号）は、ツェナダイオードＺＤ２１４２によって逃がされる。
【０３６９】
　また、当該装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５が、下流コネクタ６
１２Ａに接続された装飾制御装置６１０に接続線ＳＤＡを介して出力する信号、及び下流
コネクタ６１２Ａに接続された装飾制御装置６１０から装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／
Ｏエクスパンダ６１５へ接続線ＳＤＡを介して入力される信号のノイズを除去するために
、第１接続線ＳＤＡ２１２１にはツェナダイオードＺＤ２１４３が接続されている。
【０３７０】
　具体的には、第１接続線ＳＤＡ２１２１は分岐２１０７で分岐し、分岐した第１接続線
ＳＤＡ２１２１はツェナダイオードＺＤ２１４３のカソード側に接続され、ツェナダイオ
ードＺＤ２１４３のアノード側は接地されている。
【０３７１】
　このため、第１接続線ＳＤＡ２１２１に印加された所定以上の電圧（例えば、パルス性
のノイズ信号）は、ツェナダイオードＺＤ２１４３によって逃がされる。
【０３７２】
　また、第１接続線ＳＤＡ２１２１に接続されるツェナダイオードＺＤ２１４３と同じく
、第２接続線ＳＤＡ２１３１にもツェナダイオードＺＤ２１４５が接続される。
【０３７３】
　また、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５から下流コネクタ６１２
Ａに接続された装飾制御装置６１０へ接続線ＳＣＬを介して入力される信号のノイズを除
去するために、第１接続線ＳＣＬ２１２２にはツェナダイオードＺＤ２１４４が接続され
ている。
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【０３７４】
　具体的には、第１接続線ＳＣＬ２１２２は分岐２１０８で分岐し、分岐した第１接続線
ＳＣＬ２１２２はツェナダイオードＺＤ２１４４のカソード側に接続され、ツェナダイオ
ードＺＤ２１４４のアノード側は接地されている。
【０３７５】
　このため、第１接続線ＳＣＬ２１２２に印加された所定以上の電圧（例えば、パルス性
のノイズ信号）は、ツェナダイオードＺＤ２１４４によって逃がされる。
【０３７６】
　また、第１接続線ＳＣＬ２１２２に接続されるツェナダイオードＺＤ２１４４と同じく
、第２接続線ＳＣＬ２１３２にもツェナダイオードＺＤ２１４６が接続される。
【０３７７】
　さらに、当該装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に電源電圧を供給
する接続線Ｖｃｃに接続される上流コネクタ６０１のＶｃｃ端子から延びる内部接続線Ｖ
ｃｃ２１７１と、上流コネクタ６０１のＧＮＤ端子から延び、接地されている内部接続線
ＧＮＤ２１７２とは、平滑コンデンサＣ２１６１及びバイパスコンデンサＣＰ２１６２を
介して接続されている。
【０３７８】
　平滑コンデンサＣ２１６１は、電源の電圧波形を滑らかにするためのコンデンサであり
、バイパスコンデンサＣＰ２１６２は、電源の電圧のノイズを除去するためのコンデンサ
である。
【０３７９】
　このため、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に供給される電源電
圧は、平滑コンデンサＣ２１６１により電圧が平滑化され、バイパスコンデンサＣＰ２１
６２によりノイズが除去されて、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に供給される。
【０３８０】
　同じく、下流コネクタ６１２Ａ、６１２ＢのＶｃｃ端子から延びる内部接続線Ｖｃｃ２
１７３と、ＧＮＤ端子から延びる内部接続線ＧＮＤ２１７４とは、平滑コンデンサＣ２１
６１及びバイパスコンデンサＣＰ２１６２を介して接続されている。これによって、平滑
化され、ノイズが除去された電圧が下流の装飾制御装置６１０に接続される接続線Ｖｃｃ
に印加される。
【０３８１】
　以上、分岐型の装飾制御装置６１０について説明を行ったが、次に、連結型の装飾制御
装置６１０について説明する。
【０３８２】
　なお、下流コネクタ６１２Ａに加え、接続線ＳＤＡに接続されるツェナダイオードＺＤ
２１４３、及び接続線ＳＣＬに接続されるツェナダイオードＺＤ２１４４、内部接続線Ｖ
ｃｃ２１７３、内部接続線ＧＮＤ２１７４、平滑コンデンサＣ２１６１及びバイパスコン
デンサＣＰ２１６２を備える構成を第１の下流コネクタ部２１８２とする。
【０３８３】
　また、下流コネクタ６１２Ｂに加え、接続線ＳＤＡに接続されるツェナダイオードＺＤ
２１４５、及び接続線ＳＣＬに接続されるツェナダイオードＺＤ２１４６、内部接続線Ｖ
ｃｃ２１７３、内部接続線ＧＮＤ２１７４、平滑コンデンサＣ２１６１及びバイパスコン
デンサＣＰ２１６２を備える構成を第２の下流コネクタ部２１８３とする。
【０３８４】
　装飾制御装置６１０が連結型の場合には、基板内に一つの下流コネクタのみを備える構
成となるので、下流コネクタ６１２Ａは存在するが下流コネクタ６１２Ｂが存在しない。
【０３８５】
　そのため、内部接続線ＳＤＡ２１１１及び内部接続線ＳＣＬ２１１２は、分岐点２１０
３、２１０４では分岐しない構成となり、第２接続線ＳＤＡ２１３１及び第２接続線ＳＣ
Ｌ２１３２は存在しない点が、分岐型の装飾制御装置６１０とは異なる構成となる。
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【０３８６】
　また、連結型の装飾制御装置６１０は、第２の下流コネクタ部２１８３を構成する電子
部品が存在しない点も、分岐型の装飾制御装置６１０と異なる構成となる。他の構成は分
岐型の装飾制御装置６１０と同様の構成となる。
【０３８７】
　次に、終端型の装飾制御装置６１０について説明する。
【０３８８】
　装飾制御装置６１０が終端型の場合には、基板内に下流コネクタを備えない構成となる
ので、下流コネクタ６１２Ａ、６１２Ｂがともに存在しない。
【０３８９】
　そのため、内部接続線ＳＤＡ２１１１及び内部接続線ＳＣＬ２１１２は、分岐点２１０
１、２１０２、２１０３、２１０４で分岐することなく、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１
５へ接続される点が、分岐型の装飾制御装置６１０とは異なる構成となる。
【０３９０】
　また、終端型の装飾制御装置６１０は、第１の下流コネクタ部２１８２及び第２の下流
コネクタ部２１８３を構成する電子部品が存在しない点も、分岐型の装飾制御装置６１０
と異なる構成となる。他の構成は分岐型の装飾制御装置６１０と同様の構成となる。
【０３９１】
　次に、中継基板６００について説明する。
【０３９２】
　中継基板６００は、連結型の装飾制御装置６１０と同様に、基板内に一つの下流コネク
タのみを備える構成となるので、下流コネクタ６１２Ａは存在するが下流コネクタ６１２
Ｂが存在しない。
【０３９３】
　そのため、内部接続線ＳＤＡ２１１１及び内部接続線ＳＣＬ２１１２は、分岐点２１０
３、２１０４では分岐しない構成となり、第２接続線ＳＤＡ２１３１及び第２接続線ＳＣ
Ｌ２１３２が存在しないので、連結型の装飾制御装置６１０と同様の構成となる。
【０３９４】
　但し、中継基板６００は、接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬの電圧をプルアップするため
のプルアップ抵抗を備えている点で、連結型の装飾制御装置６１０と異なる。
【０３９５】
　具体的には、図２１に示すように、中継基板６００では、第１マスタＩＣ５７０ａに接
続される上流側の接続線ＳＤＡ、及び装飾制御装置６１０に接続される下流側の接続線Ｓ
ＤＡの電圧をプルアップするためのプルアップ抵抗Ｒ２１５１が、第１接続線ＳＤＡ２１
２１に接続される。同じく、第１マスタＩＣ５７０ａに接続される上流側の接続線ＳＣＬ
、及び装飾制御装置６１０に接続される下流側の接続線ＳＣＬの電圧をプルアップするた
めのプルアップ抵抗Ｒ２１５２が、第１接続線ＳＣＬ２１２２に接続される。
【０３９６】
　より詳しく説明すると、第１接続線ＳＤＡ２１２１は分岐２１０９で分岐し、分岐した
第１接続線ＳＤＡ２１２１はプルアップ抵抗Ｒ２１５１に接続される。同じく第１接続線
ＳＣＬ２１２２は分岐２１１０で分岐し、分岐した第１接続線ＳＣＬ２１２２はプルアッ
プ抵抗Ｒ２１５２に接続される。以下、接続線ＳＤＡの電圧をプルアップするためのプル
アップ抵抗Ｒ２１５１、及び接続線ＳＣＬの電圧をプルアップするためのプルアップ抵抗
Ｒ２１５２をあわせてプルアップ抵抗部２１８０とする。
【０３９７】
　次に、簡易中継基板１６００について説明する。
【０３９８】
　簡易中継基板１６００は、分岐型の装飾制御装置６１０と同様に、基板内に複数の下流
コネクタ（下流コネクタ６１２Ａ、６１２Ｂ）を備える。但し、簡易中継基板１６００は
、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ部２１８１に相当する回路を備えておらず、代わりに、中継
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基板６００に備えている前述のプルアップ抵抗部２１８０に相当する回路が設けられてい
る点が、分岐型の装飾制御装置６１０と異なる構成である。他の構成は分岐型の装飾制御
装置６１０と同様の構成となる。
【０３９９】
　なお、前述のプルアップ抵抗部２１８０の構成は、本実施形態では、中継基板６００と
簡易中継基板１６００だけに設けられており、装飾制御装置６１０や演出制御装置５５０
には設けていない構成となっているが、接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬのレベルが正しく
生成できるのであれば、装飾制御装置６１０や演出制御装置５５０に設けられていてもよ
い。要するに、プルアップ抵抗Ｒ２１５１及び２１５２は、接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣ
Ｌを駆動するトランジスタのドレインの端子に電圧Ｖｃｃを供給可能な箇所に備えられて
いればよい。
【０４００】
　例えば、プルアップ抵抗Ｒ２１５１及び２１５２が第１マスタＩＣ５７０ａに備えられ
ていれば、中継基板６００、簡易中継基板１６００若しくは装飾制御装置６１０内にプル
アップ抵抗部２１８０が備えられている必要はない。
【０４０１】
　図２２は、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０から装飾制御装置６１０に
出力されるデータに含まれるスレーブアドレス２２００の説明図である。
【０４０２】
　スレーブアドレス２２００は、上位３ビットからなる固定アドレス部２２０１及び下位
５ビットからなる可変アドレス部２２０２によって構成される。
【０４０３】
　固定アドレス部２２０１は、「１１０」の値があらかじめ設定され、Ｉ2ＣＩ／Ｏエク
スパンダ６１５によって変更することができない。
【０４０４】
　可変アドレス部２２０２は、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５によって設定可能である
。可変アドレス部２２０２は、制御対象となるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のＡ０～
Ａ３の端子に設定されているパターンに対応した４ビットのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダア
ドレス２２０３と、当該データが読み出し要求であるのか書き込み要求であるのかを示す
１ビットのＲ／Ｗ識別データ２２０４とによって構成される。
【０４０５】
　演出制御装置５５０から装飾制御装置６１０に出力される演出制御データは、書き込み
要求であるので、Ｒ／Ｗ識別データ２２０４には、通常「０」が登録される。
【０４０６】
　図２３は、本発明の第１の実施の形態のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレステーブル２
３００の説明図である。
【０４０７】
　Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレステーブル２３００は、第１マスタＩＣ５７０ａによ
って管理されるテーブルである。Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレステーブル２３００は
、スレーブアドレス２３０１とＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレス２３０２との対応関係
を示している。
【０４０８】
　スレーブアドレス２３０１には、演出制御装置５５０により送受信の対象として指定さ
れる装飾制御装置６１０のスレーブアドレスが格納されている。スレーブアドレスは、図
２０で前述したように、上位３ビットからなる固定アドレス部と、４ビットのＩ2ＣＩ／
Ｏエクスパンダアドレスと、１ビットのＲ／Ｗ識別データとを組み合わせて構成される。
【０４０９】
　Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレス２３０２には、図１９や図２０で前述したように、
各スレーブアドレスに対応する４ビットのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレスが登録され
る。
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【０４１０】
　ただし、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレスのうち、アドレス「１０００」及びアドレ
ス「１０１１」（図２３の網掛けされたエントリ）は、各Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１
５を相互に識別するための固有のアドレスとしては使用できない。
【０４１１】
　アドレス「１０００」は、すべての装飾制御装置６１０に対して共通の指令を出力する
場合に指定されるアドレス（オールコールアドレス）の電源投入時のデフォルト値として
用いられる。アドレス「１０１１」は、ソフトウェアによって、第１マスタＩＣ５７０ａ
に接続されているすべての装飾制御装置６１０を無条件にリセットする場合に用いられる
共通アドレスである。
【０４１２】
　以上のように、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に設定可能なア
ドレスは１４個であるため、演出制御装置５５０は、１４個のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ
６１５を制御することができる。また、各装飾制御装置６１０には、ＰＯＲＴ０～ＰＯＲ
Ｔ１５が備えられているので、１６個（言い換えれば１６種類）のＬＥＤを制御すること
が可能である。よって、演出制御装置５５０は、２２４個（言い換えれば２２４種類）の
ＬＥＤを制御することが可能である。
【０４１３】
　図２４は、本発明の第１の実施の形態のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に備えられる
出力設定レジスタ６３５に割り当てられたワークレジスタを説明するための図である。
【０４１４】
　Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の出力設定レジスタ６３５には、ワークレジスタ（デ
バイスレジスタ）と、コントロールレジスタ（制御レジスタ）とが割り当てられている。
【０４１５】
　ワークレジスタは、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に対してあらかじめ定義されてい
る設定を行うための情報や、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に接続されている演出装置
（装飾装置６２０、例えば、ＬＥＤ）の出力態様を特定するための情報を記憶するもので
ある。
【０４１６】
　また、コントロールレジスタは、ワークレジスタへのデータ書き込み手順を規定する情
報を記憶する。なお、ワークレジスタは、複数の情報を異なる記憶領域に分散して記憶す
る構成となっており、記憶領域毎に異なるレジスタ番号が付与されている。
【０４１７】
　レジスタ番号「００ｈ」及びレジスタ番号「０１ｈ」は、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６
１５の初期設定を行うためのモードレジスタに対応する。レジスタ番号「００ｈ」の記憶
領域にはレジスタ名「ＭＯＤＥ１」が付与されている。また、レジスタ番号「０１ｈ」の
記憶領域にはレジスタ名「ＭＯＤＥ２」が付与されている。レジスタ番号「００ｈ」及び
「０１ｈ」の記憶領域に値が書き込まれると、書き込まれた値に基づいて、Ｉ2ＣＩ／Ｏ
エクスパンダ６１５の初期設定が行われる。
【０４１８】
　なお、「ＭＯＤＥ２」のレジスタのビット３（ＯＣＨ）は、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ
６１５の出力設定レジスタ６３５に格納された演出制御データを演出装置に実際に反映さ
せるタイミングを規定するパラメータである。本発明の第１の実施の形態では、図１８に
て説明したように、「０」が設定されており、ストップコンディションを受信した時点で
出力設定レジスタ６３５に格納された演出制御データを出力し、演出装置の出力状態を実
際に制御するように設定されている。
【０４１９】
　レジスタ番号「０２ｈ」～「１１ｈ」（レジスタ名「ＰＷＭ０」～「ＰＷＭ１５」）に
は、装飾装置６２０に含まれるＬＥＤなどの制御対象のパラメータが設定される。レジス
タ番号「０２ｈ」～「１１ｈ」の記憶領域のいずれかに値が書き込まれると、Ｉ2ＣＩ／
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Ｏエクスパンダ６１５に接続される発光装置（装飾装置６２０）を構成する１６個のＬＥ
Ｄのうち、値が書き込まれたレジスタ番号に対応するＬＥＤの輝度が、書き込まれた値に
基づいて調整される。例えば、レジスタ番号「０２ｈ」の記憶領域に値が書き込まれた場
合には、図１９に示すポート０に接続されたＬＥＤ０の輝度が調整される。
【０４２０】
　なお、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、前述のように、モータやソレノイドといっ
た可動物を制御することも可能である。Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５にソレノイドが
接続される場合には、ソレノイドが接続されるポートに対応するレジスタ番号には、ソレ
ノイドを通電させて作動させるか、通電せずに未作動の状態にするかを示す値が書き込ま
れる。また、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５にモータが接続される場合には、モータが
接続されるポートに対応するレジスタ番号には、モータの目標回転位置を示す値が書き込
まれる。
【０４２１】
　レジスタ番号「１２ｈ」（レジスタ名「ＧＲＰＰＷＭ」）及びレジスタ番号「１３ｈ」
（レジスタ名「ＧＲＰＦＲＥＱ」）には、制御対象全体の動作パターンなどを指定するパ
ラメータが設定される。レジスタ番号「１２ｈ」及び「１３ｈ」の記憶領域に値が書き込
まれると、書き込まれた値に基づいて、ＬＥＤ（１６個のＬＥＤ）全体の点滅パターンが
設定される。具体的には、レジスタ番号「１２ｈ」には、ＬＥＤ全体のオン・オフ比率で
あるデューティサイクルが設定され、レジスタ番号「１３ｈ」には、ＬＥＤ全体の点滅周
期が設定される。
【０４２２】
　レジスタ番号「１４ｈ」（レジスタ名「ＬＥＤＯＵＴ０」）～「１７ｈ」（レジスタ名
「ＬＥＤＯＵＴ３」）には、各ポートで制御されるＬＥＤの出力状態が設定される。各レ
ジスタには、それぞれ４つずつＬＥＤの出力状態を設定することが可能となっている。
【０４２３】
　レジスタ番号「１４ｈ」の記憶領域に値が書き込まれると、書き込まれた値に基づいて
、ＬＥＤ０～ＬＥＤ３の出力状態が設定される。同様に、レジスタ番号「１５ｈ」の記憶
領域にはＬＥＤ４～ＬＥＤ７の出力状態、レジスタ番号「１６ｈ」の記憶領域にはＬＥＤ
８～ＬＥＤ１１の出力状態、レジスタ番号「１７ｈ」の記憶領域にはＬＥＤ１２～ＬＥＤ
１５の出力状態が設定される。
【０４２４】
　レジスタ番号「１８ｈ」～「１Ａｈ」（レジスタ名「ＳＵＢＡＤＲ１」～「ＳＵＢＡＤ
Ｒ３」）にはサブアドレスが設定される。レジスタ番号「１８ｈ」～「１Ａｈ」の記憶領
域に値が書き込まれると、書き込まれた値に基づいて、第１サブアドレス～第３サブアド
レスが設定される。
【０４２５】
　レジスタ番号「１Ｂｈ」（レジスタ名「ＡＬＬＣＡＬＬＡＤＲ」）にはすべての装飾制
御装置６１０に対する指令を出力するためのオールコールアドレスが設定される。オール
コールアドレスは、例えば、電源投入時などにすべての装飾制御装置６１０で初期化処理
を実行する場合などに使用される。
【０４２６】
　図２５は、本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣが接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬを
介してデータを出力するスタート条件及びストップ条件の説明図である。
【０４２７】
　接続線ＳＣＬは、データの非送信時には信号レベルがＨＩＧＨになっている。マスタＩ
Ｃは、装飾制御装置６１０にデータを出力する際に、接続線ＳＣＬの信号レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、装飾制御装置６１０が接続線ＳＤＡのデータを取り込むための
ストローブ信号として作用させる。
【０４２８】
　接続線ＳＤＡは、データの非送信時には信号レベルがＨＩＧＨになっており、接続線Ｓ
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ＣＬのクロック信号に合わせて接続線ＳＤＡからデータが出力される。
【０４２９】
　マスタＩＣは、接続線ＳＣＬの信号レベルをＨＩＧＨに維持したまま、接続線ＳＤＡの
信号レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに変化させることで、データの出力が開始することを示
すスタート条件となる信号を出力する。
【０４３０】
　装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、接続線ＳＤＡ及び接続線Ｓ
ＣＬからスタート条件となる信号が入力されると、データの出力が開始されることを認識
する。
【０４３１】
　マスタＩＣは、接続線ＳＣＬの信号レベルをＨＩＧＨに維持したまま、接続線ＳＤＡの
信号レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化させることで、データの出力が終了することを示
すストップ条件となる信号を出力する。
【０４３２】
　装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、ストップ条件となる信号が
入力されると、データの出力が終了することを認識する。本発明の第１の実施の形態では
、前述のように、装飾制御装置６１０がストップ条件となる信号を受信すると、当該装飾
制御装置６１０が制御する演出装置（装飾装置６２０）の制御を開始する。
【０４３３】
　図２６は、本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣから出力されたデータが入力された
装飾制御装置６１０が返答信号を出力するタイミングチャートである。
【０４３４】
　装飾制御装置６１０は、スタート条件が成立してから接続線ＳＣＬの信号レベルの変化
回数を計数し、接続線ＳＣＬのクロック信号に合わせて接続線ＳＤＡから入力されるデー
タを取り込む。
【０４３５】
　そして、装飾制御装置６１０は、スタート条件が成立してから接続線ＳＣＬの信号レベ
ルの変化回数が９回に達する直前に、返答信号をマスタＩＣに接続線ＳＤＡを介して出力
する。換言すると、装飾制御装置６１０は、接続線ＳＤＡから８ビット目のデータを取り
込んだ後に、接続線ＳＣＬの信号レベルがＨＩＧＨからＬＯＷに変化する契機に、当該接
続線ＳＤＡを介して返答信号を出力する。
【０４３６】
　なお、図２６に示すように、データの受信に成功したことを示す返答信号（ＡＣＫの返
答信号）はＬＯＷレベルによって示され、データの受信に失敗したことを示す返答信号（
ＮＡＣＫの返答信号、図ではＡＣＫ出力なしに相当）はＨＩＧＨレベルによって示される
。
【０４３７】
　また、マスタＩＣは、スタート条件が成立してから接続線ＳＣＬの信号レベルが８回変
化すると、接続線ＳＤＡを解放することによって、装飾制御装置６１０から返答信号の入
力を待機する。そして、マスタＩＣは、接続線ＳＤＡを解放したまま、接続線ＳＣＬの信
号レベルを変化させて、装飾制御装置６１０からの返答信号を取り込む。
【０４３８】
　図２７は、本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣが演出制御データを出力する場合の
接続線ＳＤＡ及び接続線ＳＣＬの信号レベルのタイミングチャートである。
【０４３９】
　まず、マスタＩＣは、データの出力を開始する場合には、接続線ＳＣＬの信号レベルを
ＨＩＧＨに維持したまま、接続線ＳＤＡの信号レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに変化させる
ことによって、スタート条件を示す信号を出力し、データの出力を開始することを装飾制
御装置６１０に通知する。
【０４４０】
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　次に、マスタＩＣは、合計７ビットからなる制御対象となる装飾制御装置６１０のスレ
ーブアドレスを出力する。さらに、マスタＩＣは、読み出し要求である書き込み要求であ
るかを示す情報を８ビット目に出力する。
【０４４１】
　そして、マスタＩＣは、接続線ＳＣＬの信号レベルが９回目にＨＩＧＨになるときに、
装飾制御装置６１０から返答信号が入力されるので、ＡＣＫの返答信号であれば接続線Ｓ
ＤＡの信号レベルがＬＯＷに変化し、ＮＡＣＫの返答信号であれば接続線ＳＤＡの信号レ
ベルがＨＩＧＨに変化する。
【０４４２】
　次に、マスタＩＣは、アドレスデータの出力後、８の倍数となるビット数でデータを出
力する。さらに、データの８ビット目を出力した後、ＡＣＫの返答信号が入力されるのを
待ってデータの９ビット目を出力する。以降、８の倍数番目に相当するビットのデータを
出力すると、ＡＣＫの返答信号が入力されるのを確認してから、（８の倍数＋１）番目の
ビットを出力し、全データが出力されるまで繰り返す。
【０４４３】
　なお、マスタＩＣは、データの８の倍数番目となるビットを出力した後、所定時間経過
してもＡＣＫの返答信号が入力されない場合には、データの送信に失敗したものとみなし
て、再度スタート条件を送信する。次いで、接続線ＳＤＡを介して、再度アドレスデータ
を出力し、ＡＣＫの返答信号を確認しながら、もう一度、データを１ビット目から出力す
る。
【０４４４】
　また、マスタＩＣは、データの最後のビットのデータを出力した後、ＡＣＫの返答信号
が入力されるのを待って、ストップ条件を示す信号を出力する。
【０４４５】
　なお、図２７では、スタート条件を示す信号を出力してからストップ条件を示す信号を
出力するまでの間に、合計２４ビット（スレーブアドレス８ビット、データ１６ビット）
のデータを出力しているが、送信するデータのサイズに応じて、２４ビット以上であって
もよいし、２４ビット以下であってもよい。
【０４４６】
　図２８は、本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣが、スレーブの個別アドレスを指定
して装飾制御装置６１０に演出制御データを設定する場合において、マスタＩＣとＩ2Ｃ
Ｉ／Ｏエクスパンダ６１５との間で送受信されるデータのフォーマットを説明する図であ
る。
【０４４７】
　最初に出力される８ビットのデータ２８０１には、データ送信の対象となる装飾制御装
置６１０のアドレス「Ａ０～Ａ６」と、当該データが読み出し要求であるのか書き込み要
求であるのかを示す１ビットのＲ／Ｗ識別データとが含まれる。アドレス「Ａ０～Ａ６」
のうち、「Ａ４～Ａ６」は値「１１０」となる固定アドレス部であり、「Ａ０～Ａ３」は
Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のＡ０～Ａ３の端子に設定されている個別アドレスに相
当する（図１９参照）。なお、データ２８０１は、図２７における「ＡＤＤＲＥＳＳ」及
び「Ｒ／Ｗ」に対応するデータである。
【０４４８】
　次に出力される８ビットのデータ２８０２には、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の出
力設定レジスタ６３５（図１８参照）に割り当てられているコントロールレジスタへの設
定データが含まれる。データ２８０２は、図２７において１番目に送信される「ＤＡＴＡ
」に対応するデータである。
【０４４９】
　ここで、コントロールレジスタについて説明する。コントロールレジスタは８ビットか
らなり、上位３ビット「ＡＩ０～ＡＩ２」が出力設定レジスタ６３５のワークレジスタへ
の書き込み又は読み出し方法を指定する自動書込パラメータであり、下位５ビット「Ｄ０
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～Ｄ４」がワークレジスタにおけるアクセス開始位置（書き込みを開始する先頭位置、又
は読み出しを開始する先頭位置）を指定するレジスタアドレスである。
【０４５０】
　自動書込パラメータは、マスタＩＣによって、レジスタアドレスが指定するアクセス開
始位置の領域のみをアクセス（オートインクリメントを禁止）するのか、指定するアクセ
ス開始位置の領域に隣接する領域も含んでアクセス（オートインクリメントを許可）する
のかを指定するパラメータであり、具体的には「０００」、「１００」、「１０１」、「
１１０」、「１１１」のいずれかの値を設定することができる。
【０４５１】
　自動書込パラメータに「０００」の値を設定すると、オートインクリメントが禁止され
、レジスタアドレスが指定するアクセス開始位置の領域のみをアクセスし、開始位置以外
の領域はアクセスしない。例えば、レジスタアドレスが「１０１００」であれば、レジス
タ番号が「１４ｈ」となる記憶領域のみがアクセスされ、他の記憶領域にはアクセスされ
ない。すなわち、特定のレジスタアドレスの記憶領域の値のみを変更する場合に使用され
る。複数のレジスタアドレスの記憶領域の値を連続して変更する場合には、以下に示すよ
うに、オートインクリメントを許可することによって、アドレスの指定を省略することが
できる。
【０４５２】
　自動書込パラメータに「１００」の値を設定すると、オートインクリメントが許可され
、レジスタアドレスが指定するアクセス開始位置の領域をアクセスした後は、レジスタ番
号が増加する方向に領域を移動しながら順にアクセスを繰り返す。そして、レジスタ番号
が最終の「１Ｂｈ」となる記憶領域をアクセスした後は、レジスタ番号が「００ｈ」とな
る記憶領域をアクセスし、再度、レジスタ番号が増加する方向に領域を移動しながら順に
アクセスを繰り返す。例えば、レジスタアドレスが「１０１００」であれば、レジスタ番
号が「１４ｈ」となる記憶領域にアクセスした後は、レジスタ番号が「１５ｈ」→「１６
ｈ」→・・→「１Ｂｈ」→「００ｈ」→「０１ｈ」→・・となる領域（すなわち、すべて
の領域）を、繰り返しアクセスする。
【０４５３】
　自動書込パラメータに「１０１」の値を設定すると、自動書込パラメータに「１００」
の値を設定した場合と同様に、レジスタアドレスが指定するアクセス開始位置の領域をア
クセスした後は、レジスタ番号が増加する方向に領域を移動しながら順にアクセスを繰り
返す。ただし、一旦、レジスタ番号が「１１ｈ」となる記憶領域をアクセスした後は、レ
ジスタ番号が「０２ｈ」となる記憶領域をアクセスし、以降、レジスタ番号が「０２ｈ」
～「１１ｈ」となる区間の記録領域（ＬＥＤの輝度調整に関する領域）を繰り返しアクセ
スする。例えば、レジスタアドレスが「１０１００」であれば、レジスタ番号が「１４ｈ
」となる記憶領域をアクセスした後は、レジスタ番号が「１５ｈ」→「１６ｈ」→・・→
「１Ｂｈ」→「００ｈ」→「０１ｈ」→・・となる領域を、順にアクセスする。そして、
レジスタ番号が「１１ｈ」となる記憶領域をアクセスした後は、レジスタ番号が「０２ｈ
」→「０３ｈ」→・・→「１１ｈ」→「０２ｈ」→「０３ｈ」→・・となる領域を、繰り
返しアクセスする。
【０４５４】
　自動書込パラメータに「１１０」の値を設定すると、自動書込パラメータに「１００」
の値を設定した場合と同様に、レジスタアドレスが指定するアクセス開始位置の領域をア
クセスした後は、レジスタ番号が増加する方向に領域を移動しながら順にアクセスを繰り
返す。ただし、一旦、レジスタ番号が「１３ｈ」となる記憶領域をアクセスした後は、レ
ジスタ番号が「１２ｈ」となる記憶領域をアクセスし、以降、レジスタ番号が「１２ｈ」
～「１３ｈ」となる区間の記録領域（ＬＥＤの点滅周期に関する領域）を繰り返しアクセ
スする。例えば、レジスタアドレスが「１０１００」であれば、レジスタ番号が「１４ｈ
」となる記憶領域をアクセスした後は、レジスタ番号が「１５ｈ」→「１６ｈ」→・・→
「１Ｂｈ」→「００ｈ」→「０１ｈ」→・・となる領域を、順にアクセスする。そして、
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レジスタ番号が「１３ｈ」となる記憶領域をアクセスした後は、レジスタ番号が「１２ｈ
」→「１３ｈ」→「１２ｈ」→「１３ｈ」→・・となる領域を、繰り返しアクセスする。
【０４５５】
　自動書込パラメータに「１１１」の値を設定すると、自動書込パラメータに「１００」
の値を設定した場合と同様に、レジスタアドレスが指定するアクセス開始位置の領域をア
クセスした後は、レジスタ番号が増加する方向に領域を移動しながら順にアクセスを繰り
返す。ただし、一旦、レジスタ番号が「１３ｈ」となる記憶領域をアクセスした後は、レ
ジスタ番号が「０２ｈ」となる記憶領域をアクセスし、以降、レジスタ番号が「０２ｈ」
～「１３ｈ」となる区間の記録領域（ＬＥＤの輝度及び点滅周期に関する領域）を繰り返
しアクセスする。例えば、レジスタアドレスが「１０１００」であれば、レジスタ番号が
「１４ｈ」となる記憶領域をアクセスした後は、レジスタ番号が「１５ｈ」→「１６ｈ」
→・・→「１Ｂｈ」→「００ｈ」→「０１ｈ」→・・となる領域を、順にアクセスする。
そして、レジスタ番号が「１３ｈ」となる記憶領域をアクセスした後は、レジスタ番号が
「０２ｈ」→「０３ｈ」→・・→「１３ｈ」→「０２ｈ」→「０３ｈ」→・・となる領域
を、繰り返しアクセスする。
【０４５６】
　ここで、図２８の説明に戻ると、コントロールレジスタの設定データ２８０２に続いて
、ワークレジスタの設定データ２８０３が出力される。設定データ２８０３は、図２７に
おいて２番目以降に送信される「ＤＡＴＡ」に対応するデータである。
【０４５７】
　自動書込パラメータを「０００」とした場合には、設定データ２８０３は、レジスタア
ドレスが指定する１箇所の記憶領域を更新するための８ビットのデータとなる。自動書込
パラメータを「０００」以外の値とした場合には、この設定データ２８０３は、レジスタ
アドレスが指定する記憶領域を先頭に、複数の領域を繰り返し更新するために必要な８の
倍数となるビットのデータとなる。
【０４５８】
　図２９は、本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣが、スレーブの個別アドレスを指定
して装飾制御装置６１０に演出制御データを設定する場合において、マスタＩＣとＩ2Ｃ
Ｉ／Ｏエクスパンダ６１５との間で送受信される演出制御データに具体的な数値を適用し
た図である。図２９では、オートインクリメントを禁止して、ワークレジスタの特定の記
憶領域を１箇所だけを更新する演出制御データを示しており、具体的には、Ｉ2ＣＩ／Ｏ
エクスパンダ６１５のＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ３端子に接続されるＬＥＤの発光状態を
更新する場合について説明する。
【０４５９】
　まず、最初に出力される８ビットのデータ２９０１には、送信先の装飾制御装置６１０
のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のスレーブアドレスを示す「１１０１１００」が割り
当てられている。
【０４６０】
　次に出力される８ビットのデータ２９０２には、自動書込パラメータ、及びＬＥＤの出
力データを設定するために割り当てられているＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の出力設
定レジスタ６３５のコントロールレジスタに設定される値が含まれる。
【０４６１】
　ここでは、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ３端子に接続
されるＬＥＤの発光状態を設定するので、レジスタアドレスにはＬＥＤＯＵＴ０（アドレ
ス＝１０１００）を指定することにする。
【０４６２】
　なお、自動書込パラメータには、オートインクリメントを禁止するために「０００」が
指定されている。
【０４６３】
　次に、出力される８ビットのデータ２９０３には、送信先の装飾制御装置６１０によっ
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て制御される装飾装置６２０の発光態様を設定するデータが含まれる。具体的には、ＬＥ
ＤＯＵＴ０レジスタに設定されるデータが割り当てられている。これにより、Ｉ2ＣＩ／
Ｏエクスパンダ６１５のＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ３端子に接続されるＬＥＤの発光状態
（点灯、消灯、点滅など）が指定され、指定された状態でＬＥＤが発光する。
【０４６４】
　このようにして、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のＰＯＲＴ０端子～ＰＯＲＴ３端子
のＬＥＤの発光状態が制御されるが、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の他のＰＯＲＴ端
子（ＰＯＲＴ４～ＰＯＲＴ１５）も、コントロールレジスタデータ２９０２の値を指定し
て、出力データ２９０３を設定することで個別に制御可能である。ＰＯＲＴ端子に、モー
タやソレノイドが接続されていても、同様に制御される。
【０４６５】
　図３０は、本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣの演出制御データを送信する順序を
説明する図である。図３０では、オートインクリメントを許可して、ワークレジスタのす
べての記憶領域を更新する場合に、演出制御データに含まれる各データを送信する順序を
規定している。
【０４６６】
　まず、マスタＩＣは、制御対象となる装飾制御装置６１０の個別アドレスを特定可能な
８ビットのデータ（図２８のデータ２８０１と同一フォーマットのデータ）を送信する。
【０４６７】
　次に、マスタＩＣは、制御対象のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５の出力設定レジスタ
６３５のコントロールレジスタに設定されるデータ（図２８のデータ２８０２と同一フォ
ーマットのデータ）を送信する。図３０においては、オートインクリメントを許可してワ
ークレジスタのすべての記憶領域を更新するため、自動書込パラメータには「１００」が
指定され、書き込み又は読み出しの開始位置を指定するレジスタアドレスには、ワークレ
ジスタの先頭領域となる「００ｈ」が指定される。
【０４６８】
　このため、コントロールレジスタ設定値を受信した後の制御対象となる装飾制御装置６
１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５においては、レジスタ番号「００ｈ」の記憶領域
（ＭＯＤＥ１レジスタ）が最初に更新されることになる。
【０４６９】
　次に、マスタＩＣは、コントロールレジスタ設定値の送信後、ＭＯＤＥ１レジスタに書
き込む値（合計８ビット）を送信する。Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、当該書き込
み値を受信するとＭＯＤＥ１レジスタの値を更新し、レジスタ番号をインクリメントして
次の「０１ｈ」の記憶領域（ＭＯＤＥ２レジスタ）を更新するための準備をする。
【０４７０】
　さらに、マスタＩＣは、ＭＯＤＥ２レジスタに書き込む値（合計８ビット）を送信し、
以降、レジスタ番号が「０２ｈ」～「１Ｂｈ」となる残りの記憶領域のレジスタに対して
、順に設定値を送信する。Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、当該書き込み値を受信す
る毎に対応するレジスタの値を更新し、レジスタ番号をインクリメントして次の記憶領域
を更新するための準備を繰り返すことで、ワークレジスタに割り当てられた「００ｈ」～
「１Ｂｈ」のすべてのレジスタの値が更新される。
【０４７１】
　なお、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、ワークレジスタの最終となる「１Ｂｈ」の
記憶領域を更新すると、レジスタ番号を「００ｈ」に変更して、ＭＯＤＥ１レジスタの更
新を待つ状態となる。
【０４７２】
　図３１は、本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣがＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５
を初期化する場合に、マスタＩＣからＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に送信される初期
化指示データのフォーマットを説明する図である。
【０４７３】
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　演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１がマスタＩＣに対して装飾制御装置６１０の初期化
を行うように指示すると、マスタＩＣは、配下に接続されているすべての装飾制御装置６
１０に初期化指示データを送信する。
【０４７４】
　最初に出力される８ビットのデータ３１０１には、図２９に示す固定アドレス「１１０
」と、共通アドレスであるリセットアドレス「１０１１」（図２３参照）とが含まれる。
なお、このデータ３１０１は、図２７における「ＡＤＤＲＥＳＳ」に対応するものであり
、「Ｒ／Ｗ」のビットには、書き込みを示す「０」が設定される。
【０４７５】
　次に出力される８ビットのデータ３１０２には、第１所定値「１０１００１０１」が設
定され、次に出力される８ビットのデータ３１０３には、第２所定値「０１０１１０１０
」が設定される。なお、データ３１０２は、図２７において１番目に送信される「ＤＡＴ
Ａ」に対応し、データ３１０３は、図２７において２番目に送信される「ＤＡＴＡ」に対
応する。
【０４７６】
　マスタＩＣに接続されるすべてのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、リセットアドレ
ス、第１所定値、及び第２所定値から構成される初期化指示データを受信すると、自身の
初期化を行う。
【０４７７】
　リセットアドレスの出力後に、さらに第１所定値及び第２所定値の両方を出力するよう
にした理由は、マスタＩＣがリセットアドレス「１０１１」を送信していないにもかかわ
らず、ノイズなどの影響によってＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５が誤ってリセットアド
レス「１０１１」を取り込むことによって、誤ったタイミングで初期化が実行されること
を防止するためである。
【０４７８】
　また、リセットアドレスは、個別アドレスとは異なって、すべて（換言すれば複数）の
Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に共通なアドレスである。そのため、リセットアドレス
を含んだ初期化指示データを１回送信するだけで、すべて（複数）のＩ2ＣＩ／Ｏエクス
パンダ６１５を選択して初期化することになるので、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を
個別に選択して初期化を指示する方法と比較すると、高速に初期化を指示することが可能
となる。
【０４７９】
　なお、図３１では、第１所定値と第２所定値とを異なる値としたが、同じ値であっても
よい。また、第１所定値及び第２所定値のいずれかが１回送信されるようにしてもよい。
【０４８０】
　図３２は、本発明の第１の実施の形態の第１マスタＩＣ５７０ａの異常判定テーブル３
２００を説明する図である。
【０４８１】
　異常判定テーブル３２００は、演出制御装置５５０のＲＡＭ５５３に格納される。異常
判定テーブル３２００は、演出制御装置５５０の第１マスタＩＣ５７０ａと、当該第１マ
スタＩＣ５７０ａに接続されるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５との接続状態を監視する
ために設けられている。異常判定テーブル３２００は、接続状態に応じて、各Ｉ2ＣＩ／
Ｏエクスパンダ６１５に対応した情報が格納される。
【０４８２】
　異常判定テーブル３２００は、Ｉ／Ｏエクスパンダアドレス３２０１、スレーブアドレ
ス３２０２、エラーカウンタ３２０３、比較値３２０４、及びエラーフラグ３２０５を含
む。
【０４８３】
　Ｉ／Ｏエクスパンダアドレス３２０１には、第１マスタＩＣ５７０ａに接続されるＩ2

ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のＡ０～Ａ３の端子に設定されているアドレス（図１９参照
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）に対応している。
【０４８４】
　スレーブアドレス３２０２には、図２３に示したＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダアドレステ
ーブル２３００に登録されているスレーブアドレスが登録される。
【０４８５】
　エラーカウンタ３２０３は、第１マスタＩＣ５７０ａからＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６
１５に演出制御データを送信し、当該Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５からＡＣＫを２回
連続して受信できなかった場合にインクリメントされる。
【０４８６】
　比較値３２０４には、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に障害が発生しているか否かを
判定するために、エラーカウンタ３２０３の値と比較するための値が登録される。なお、
比較値３２０４の値は、制御対象の演出装置の種類に応じて設定してもよい。
【０４８７】
　エラーフラグ３２０５には、当該エントリのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５との接続
状態に異常が発生したか否かを示すエラーフラグが登録される。
【０４８８】
　Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に障害が発生しているか否かを判定する方法について
具体的に説明すると、エラーカウンタ３２０３の値が、比較値３２０４に設定された所定
値に達した場合、エラーフラグ３２０５に「ＯＮ」が設定され、当該エントリに対応する
Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に障害が発生したことが登録される。
【０４８９】
　本発明の第１の実施の形態では、後述するように、演出制御データの出力処理（図３７
参照）は、ＶＤＰ割込（約３３．３ｍｓ周期）に同期して実行されるようにしている。
【０４９０】
　前述したように、第１マスタＩＣ５７０ａからＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５への２
回目の演出制御データの送信に対して、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５からのＡＣＫが
受信できなければ、エラーカウンタ３００３がインクリメントされる。
【０４９１】
　したがって、異常が発生している場合には、データ出力処理の実行周期が３３．３ｍｓ
で、比較値３００４が「３００」であるので、３３．３ｍｓ×３００≒１０ｓでＩ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５に関する異常が発生したことを検出する。
【０４９２】
　図３３は、本発明の第１の実施の形態の第２マスタＩＣ５７０ｂの異常判定テーブル３
３００を説明する図である。
【０４９３】
　第２マスタＩＣ５７０ｂの異常判定テーブル３３００は、第１マスタＩＣ５７０ａの異
常判定テーブル３２００と同様に、演出制御装置５５０のＲＡＭ５５３に格納される。異
常判定テーブル３３００は、演出制御装置５５０の第２マスタＩＣ５７０ｂと、当該第２
マスタＩＣ５７０ｂに接続されるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５との接続状態を監視す
るために設けられている。異常判定テーブル３３００は、接続状態に応じて、各Ｉ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５に対応した情報が格納される。また、異常判定テーブル３３００
の構成は、第１マスタＩＣ５７０ａの異常判定テーブル３２００と同じ構成である。
【０４９４】
　本発明の第１の実施の形態では、第１マスタＩＣ５７０ａと第２マスタＩＣ５７０ｂの
両方に接続される装飾制御装置６１０が存在しないため、制御対象の各装飾制御装置６１
０のＩ／ＯエクスパンダアドレスがマスタＩＣごとに設定される。したがって、図３２及
び図３３には、同じ値のＩ／Ｏエクスパンダアドレスが設定されている。なお、Ｉ／Ｏエ
クスパンダアドレスには一つのアドレスのみ設定可能であるため、一つの装飾制御装置６
１０を複数のマスタＩＣが制御する場合には共通のアドレスを設定する必要がある。
【０４９５】
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　本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣには、デバイスの動作を構成し、シリアルデー
タを送受信するために使用される複数のレジスタが備えられている。図１１及び図１２に
示したコマンドレジスタ（ＲＥＧ）５８１は、このようなレジスタの一つであり、接続さ
れた装飾制御装置６１０にスタートコンディションやストップコンディションを出力する
ことなどを指示する。
【０４９６】
　演出制御装置５５０は、マスタＩＣを介して装飾制御装置（スレーブ）６１０に演出指
示を送信し、各種演出処理を実行する。図３４には各スレーブを初期化する手順、図３５
には各スレーブに演出制御データを送信する手順の概要を示す。
【０４９７】
　図３４は、本発明の第１の実施の形態の各装飾制御装置（スレーブ）を初期化（リセッ
ト）時にＣＰＵ５５１とマスタＩＣ（第１マスタＩＣ５７０ａ又は第２マスタＩＣ５７０
ｂ）との間で送受信される情報を説明する図である。
【０４９８】
　演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、スレーブ初期化開始処理が開始されると、コマ
ンドＲＥＧ５８１のスタートコンディション（ＳＴＡ）及びストップコンディション（Ｓ
ＴＯ）の実行を指示するビットに“１”を設定する（３４０１）。
【０４９９】
　マスタＩＣは、コマンドＲＥＧ５８１に設定された情報（ＳＴＯ、ＳＴＡ）に従って、
制御対象の各装飾制御装置（スレーブ）６１０に対し、まず先にストップコンディション
を出力し、次いでスタートコンディションを出力する（３４１１）。ストップコンディシ
ョンを出力することによってデータの送信が完了した旨を各スレーブに通知し、その後、
スタートコンディションを出力することによって、各スレーブにおいてコマンドの入力を
受け付ける準備を完了させる。
【０５００】
　マスタＩＣは、スタートコンディションを出力すると、ＣＰＵ５５１に割込信号（ＩＮ
Ｔ）を入力して割込みを発生させる。割込みが発生したＣＰＵ５５１は、送信指示データ
の送信再開処理（１）を開始する（３４０２）。送信指示データの送信再開処理（１）で
は、出力用バッファ５７２にリセット用アドレスを設定する。リセット用アドレスは、各
スレーブをリセットするためにあらかじめ定められている固定アドレスである。このとき
、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡ及びＳＴＯには“０”が設定される。
【０５０１】
　マスタＩＣは、出力用バッファ５７２に設定されたリセット用アドレスに対し、所定の
データ（リセット指令）を出力する（３４１２）。リセット指令は、図３１にて説明した
第１所定値（データ３１０２）及び第２所定値（データ３１０３）に対応する。
【０５０２】
　マスタＩＣは、リセット用アドレスを出力すると、ＣＰＵ５５１に割込信号を入力して
割込みを発生させる。割込みが発生したＣＰＵ５５１は、送信指示データの送信再開処理
（２）を開始する（３４０３）。送信指示データの送信再開処理（２）では、出力用バッ
ファ５７２にリセット指令の前半の値を設定する。リセット指令の前半の値は、図３１に
て説明した第１所定値（データ３１０２）に対応する。このとき、コマンドＲＥＧ５８１
のＳＴＡ及びＳＴＯには“０”が設定される。マスタＩＣは、出力用バッファ５７２に設
定されたリセット指令の前半の値を出力する（３４１３）。
【０５０３】
　その後、マスタＩＣは、リセット指令の前半の値を出力すると、ＣＰＵ５５１に割込信
号を入力して割込みを発生させる。割込みが発生したＣＰＵ５５１は、送信指示データの
送信再開処理（３）を開始し（３４０４）、出力用バッファ５７２にリセット指令の後半
の値を設定する。このとき、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡ及びＳＴＯには“０”が設定
される。マスタＩＣは、出力用バッファ５７２に設定されたリセット指令の後半の値を出
力する（３４１４）。リセット指令の後半の値は、図３１にて説明した第２所定値（デー
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タ３１０３）に対応する。
【０５０４】
　さらに、マスタＩＣは、リセット指令の後半の値を出力すると、ＣＰＵ５５１に割込信
号を入力して割込みを発生させる。割込みが発生したＣＰＵ５５１は、送信指示データの
送信再開処理（４）を開始し（３４０５）、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡに“０”、Ｓ
ＴＯに“１”が設定し、マスタＩＣにストップコンディションの出力を指示する。
【０５０５】
　マスタＩＣは、コマンドＲＥＧ５８１に設定された情報に従って、各スレーブにストッ
プコンディションを出力する（３４１５）。
【０５０６】
　以上の処理によって、各スレーブが初期化される。なお、初期化に失敗した場合には（
３４０６）、ステップ３４０２から処理を再開する。
【０５０７】
　図３５は、本発明の第１の実施の形態の各装飾制御装置（スレーブ）に演出制御データ
を送信する際にＣＰＵ５５１とマスタＩＣ（第１マスタＩＣ５７０ａ又は第２マスタＩＣ
５７０ｂ）との間で送受信される情報を説明する図である。
【０５０８】
　演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、演出制御を行う場合に、まず、コマンドＲＥＧ
５８１のスタートコンディション（ＳＴＡ）及びストップコンディション（ＳＴＯ）の実
行を指示するビットに“１”を設定する（３５０１）。
【０５０９】
　マスタＩＣは、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡ及びＳＴＯに設定された値（“１”）に
基づいて、各スレーブにストップコンディションを出力し、その後、スタートコンディシ
ョンを出力する（３５１１）。
【０５１０】
　そして、マスタＩＣは、スタートコンディションを各スレーブに出力すると、各スレー
ブで演出制御データを受信する準備が整うため、ＣＰＵ５５１に割込信号を入力して割込
みを発生させる。割込みが発生したＣＰＵ５５１は、出力用バッファ５７２に制御対象の
スレーブのアドレス及び制御内容を示す演出制御データを設定する（３５０２）。このと
き、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡ及びＳＴＯには“０”を設定する。
【０５１１】
　マスタＩＣは、出力用バッファ５７２に設定されたアドレス及び演出制御データを各ス
レーブに出力する（３５１２）。このとき、出力されたアドレスに対応するスレーブは、
受信した演出制御データに基づいて演出処理を実行する。
【０５１２】
　そして、マスタＩＣは、アドレス及び演出制御データを各スレーブに出力すると、ＣＰ
Ｕ５５１に割込信号を入力して割込みを発生させる。割込みが発生したＣＰＵ５５１は、
コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡに“１”、ＳＴＯに“０”を設定する（３５０３）。その
後、マスタＩＣは、再度スタートコンディションを出力する、いわゆるリスタートコンデ
ィションを出力する（３５１３）。
【０５１３】
　続いて、ＣＰＵ５５１及びマスタＩＣは、別のアドレスを指定して同様の処理を行う（
３５０４、３５１４、３５０５、３５１５）。ＣＰＵ５５１によって最後のｎ個めのスレ
ーブに対する演出制御データの出力が完了し（３５０６）、さらに、マスタＩＣが演出制
御データを対応するスレーブに出力すると（３５１６）、全データの出力が完了したため
、ストップコンディションを出力する。具体的には、マスタＩＣが最終のスレーブに演出
制御データを出力完了したときに、割込信号を入力してＣＰＵ５５１に割込みを発生させ
、割込みが発生したＣＰＵ５５１は、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡに“０”、ＳＴＯに
“１”を設定し（３５０７）、その後、マスタＩＣがストップコンディションを出力する
（３５１７）。
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【０５１４】
　図３６は、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０からマスタＩＣ（第１マス
タＩＣ５７０ａ又は第２マスタＩＣ５７０ｂ）に演出制御データを送信する段階を説明す
る図である。
【０５１５】
　演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、後述するスレーブ出力データ編集処理が実行さ
れると、ＲＡＭ５５３に出力データ準備領域を確保し、出力データ準備領域に各スレーブ
に対する演出制御データを格納する。
【０５１６】
　また、出力データ準備領域は、スレーブ毎にさらに領域が分割され、各スレーブに対応
するアドレス及び演出内容に対応する演出制御データが格納される。具体的には、アドレ
スは図３０に示した送信順序１のデータに対応し、演出制御データは図３０に示した送信
順序２から３０までのデータに対応する。
【０５１７】
　さらに、ＣＰＵ５５１は、未送信の演出制御データが上書きされないように、出力デー
タ退避領域をさらにＲＡＭ５５３に確保し、スレーブ出力データ退避処理によって出力デ
ータ準備領域に記憶されたデータを出力データ退避領域に退避させる。その後、退避され
たデータは所定のタイミングでマスタＩＣの出力用バッファ５７２に設定される。
【０５１８】
　なお、出力データ準備領域及び出力データ退避領域はマスタＩＣごとにＲＡＭ５５３に
確保され、本発明の第１の実施の形態では、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ
５７０ｂに対応した領域がそれぞれ確保される。
【０５１９】
　図３７は、本発明の第１の実施の形態の演出制御装置５５０による処理の手順を示すフ
ローチャートである。
【０５２０】
　図３７に示す処理は、演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１によって実行される。
【０５２１】
　演出制御装置５５０は、演出制御装置５５０に電源が投入されると、まずステップ３７
０１～３７０６の処理を実行し、ステップ３７０７の処理でＶＤＰ５５６から画像更新周
期と同期する同期信号（例えば、３３．３ｍｓ秒周期の同期信号）が割込信号としてＣＰ
Ｕ５５１に入力されるまで待機する。そして、以降、ＶＤＰ５５６から画像更新周期と同
期する同期信号が割込信号としてＣＰＵ５５１に入力される毎に、ステップ３７０５～３
７２１の処理を繰り返し実行する。
【０５２２】
　まず、演出制御装置５５０は、演出制御装置５５０のＲＡＭ５５３の初期化などを含む
初期化処理を実行する（３７０１）。このとき、後述する第１マスタＩＣ５７０に関する
初期化段階番号と、第２マスタＩＣ５７０ｂに関する初期化段階番号とを、ともに“０”
に設定しておく。
【０５２３】
　そして、演出制御装置５５０は、出力Ｉ／Ｆ５５８ａとＮＯＲゲート回路５６１を介し
てリセットパルスを第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂに入力し、第１
マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂをハード的に初期化する（３７０２）。
【０５２４】
　続いて、演出制御装置５５０は、第１マスタＩＣ５７０ａに接続されたすべての装飾制
御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を初期化するために、第１マスタＩＣ５
７０ａから初期化指示データを出力する第１マスタＩＣ５７０ａ側スレーブ初期化開始処
理を実行する（３７０３）。同様に、第２マスタＩＣ５７０ｂに接続されたすべての装飾
制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を初期化するために、第２マスタＩＣ
５７０ｂから初期化指示データを出力する第２マスタＩＣ５７０ｂ側スレーブ初期化開始



(58) JP 5544564 B2 2014.7.9

10

20

30

40

50

処理を実行する（３７０４）。スレーブ初期化開始処理の詳細については、図３８にて説
明する。
【０５２５】
　さらに、演出制御装置５５０は、第１マスタＩＣ５７０に関する初期化段階番号と、第
２マスタＩＣ５７０ｂに関する初期化段階番号とが、ともに“０”になるまで待機する（
３７０５）。初期化段階番号とは、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂ
の各々に関して初期化処理の進捗を示す番号であり、電源投入直後に演出制御装置５５０
が起動した直後では“０”となっているが、初期化処理が開始されると、段階を追って“
１”から“４”迄１つずつインクリメントされ、初期化処理が完了すると、再度、“０”
に戻されるものである。なお、図４２にて説明する初期化指示データの送信再開処理にお
いて、設定されている初期化段階番号の値に対応する処理が順次実行される
　すべてのマスタ及びスレーブの初期化が完了すると、演出制御装置５５０は、ＶＤＰ５
５６から画像更新周期と同期する同期信号（ＶＤＰ割込）の受け入れ、及びタイマ割り込
みの受け入れを許可する（３７０６）。
【０５２６】
　演出制御装置５５０は、図３６にて説明したように、ＲＡＭ５５３上に格納された演出
制御データを上書きされないように退避するスレーブ出力データ退避処理を実行する（３
７０７）。退避領域に退避された出力データは、前述したように、所定のタイミングでマ
スタＩＣに設定される。
【０５２７】
　そして、演出制御装置５５０は、表示装置５３に画像を表示するために、ＶＤＰ５５６
に画像を表示させる指令となるデータを出力する（３７０８）。さらに、スピーカ３０か
ら音を遊技状態に応じて出力させるために、音制御データを音ＬＳＩ５５７に出力する。
音ＬＳＩ５５７は、入力された音制御データに基づいてスピーカ３０から音を出力させる
（３７０９）。
【０５２８】
　次に、演出制御装置５５０は、装飾制御装置６１０に演出制御データを第１マスタＩＣ
５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂから出力するスレーブ出力開始処理を実行する（３
７１０）。ここで制御される装飾制御装置６１０は、主としてＬＥＤなどの発光体を制御
するものであり、発光制御装置又は発光制御スレーブとされる。スレーブ出力開始処理の
詳細については、図３９にて後述する。
【０５２９】
　演出制御装置５５０は、スレーブ出力開始処理が終了すると、ＶＤＰ５５６に次に出力
されるデータを編集し（３７１１）、さらに、音ＬＳＩ５５７に出力される音制御データ
を編集する（３７１２）。
【０５３０】
　さらに、演出制御装置５５０は、発光体を制御する装飾制御装置６１０に送信するため
の演出制御データを編集するスレーブ出力データ編集処理を実行する（３７１３）。スレ
ーブ出力データ編集処理では、図３６で説明したように、各スレーブの演出制御データを
生成し、ＲＡＭ５５３上に確保された出力データ準備領域に格納するための処理である。
スレーブ出力データ編集処理の詳細については、図４０にて説明する。
【０５３１】
　次に、演出制御装置５５０は、図３２に示した異常判定テーブル３２００を参照し、第
１マスタＩＣ５７０ａに接続された発光制御スレーブに関するエラー判定処理を実行する
（３７１４）。
【０５３２】
　エラー判定処理では、演出制御装置５５０が、異常判定テーブル３２００の発光制御ス
レーブに対応するエントリのエラーフラグ３２０５がすべて「ＯＮ」となっているか否か
、つまりすべての発光制御スレーブでエラーが発生しているか否かを判定する。言い換え
れば、エラーフラグ３２０５が「ＯＦＦ」となっている発光制御スレーブが少なくとも１
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つ以上あるか否かを判定する。このエラー判定処理によって、すべての発光制御スレーブ
でエラーが発生していると判定された場合には、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第１マスタ
ＩＣ５７０ａに接続されたすべての発光制御スレーブのリセットする条件が成立したもの
とされる。
【０５３３】
　演出制御装置５５０は、ステップ３７１４のエラー判定処理の結果に基づいてリセット
条件が成立しているか否かを判定する（３７１５）。前述のように、ステップ３７１４の
エラー判定処理の時点ですべての発光制御スレーブのエラーフラグ３２０５が「ＯＮ」に
なっている場合には、リセット条件が成立したと判定される。
【０５３４】
　演出制御装置５５０は、リセット条件が成立したと判定された場合には（３７１５の結
果が「Ｙ」）、第１マスタＩＣ５７０ａを初期化し（３７１６）、第１マスタＩＣ５７０
ａに接続されるすべてのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に対して同時に初期化指示デー
タを出力する第１マスタＩＣ５７０ａ側スレーブ初期化開始処理を実行する（３７１７）
。
【０５３５】
　このように、リセット条件が成立したと判定された場合には、ステップ３７１７の処理
で、第１マスタＩＣ５７０ａに接続されるすべてのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に対
して、同時に初期化を指示する。すなわち、すべてのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を
同時に選択して初期化することになるので、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を個別に選
択して初期化を指示する方法と比較すると、高速に初期化を行うことが可能となり、Ｉ2

ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を正常な状態へ迅速に復帰させることができる。このとき、
ＣＰＵ５５１がバス５６３を介してリセットＲＥＧ５７３に初期化指示情報を書き込むこ
とにより、第１マスタＩＣ５７０ａをソフト的にリセットする。
【０５３６】
　なお、ステップ３７１５の処理でリセット条件成立と見なされた場合は、第１マスタＩ
Ｃ５７０ａにおいて異常が発生している可能性があるので、ステップ３７１６の処理で第
１マスタＩＣ５７０ａも初期化するようにしている。
【０５３７】
　第１マスタＩＣ５７０ａは、ＣＰＵ５５１からの指令によって、接続線ＳＤＡとＳＣＬ
の信号レベルを制御する信号レベル制御手段として機能しているので、すべての発光制御
装置にてデータ送信に関する異常が発生している場合には、第１マスタＩＣ５７０ａ自身
に異常が発生していることも考えられる。
【０５３８】
　そのため、すべての装飾制御装置６１０にてデータ送信に関する異常が発生している場
合には、念のために、ＣＰＵ５５１（演算処理手段）により第１マスタＩＣ５７０ａが初
期化される。これにより、第１マスタＩＣ５７０ａで異常が発生している場合であっても
確実に第１マスタＩＣ５７０ａを制御可能にすることができる。
【０５３９】
　さらに、演出制御装置５５０は、第２マスタＩＣ５７０ｂについても同様に、エラー判
定処理を実行し（３７１８）、リセット条件が成立しているか否かを判定する（３７１９
）。そして、リセット条件が成立している場合には、第２マスタＩＣ５７０ｂをリセット
し（３７２０）、第２マスタＩＣ５７０ｂに接続されたスレーブを初期化する第２マスタ
ＩＣ５７０ｂ側スレーブ初期化開始処理を実行する（３７２１）。その後、ＶＤＰ５５６
から同期信号がＣＰＵ５５１に入力されるまで待機する。
【０５４０】
　このように、図３７に示した処理では、表示装置５３の画像を更新する周期と同期して
、演出制御装置５５０の第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂから装飾制
御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に演出制御データを送信する。そして、
Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、受信した演出制御データに基づいて装飾装置６２０
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を制御するため、表示装置５３における演出と装飾装置６２０における演出とが調和し、
遊技者に違和感を与えないので、興趣を高めることができる。
【０５４１】
　また、表示装置５３の画像を更新する周期と同期して第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２
マスタＩＣ５７０ｂから送信された演出制御データが装飾制御装置６１０で受信されると
、その都度、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５によってワークレジスタ（図２４参照）の
値が更新される。そのため、毎回ワークレジスタの値が最新の状態に更新されるので、ノ
イズ等でワークレジスタの値が破壊されても、正常な値に復帰することが可能である。
【０５４２】
　また、表示装置５３の画像を更新する周期と同期して、ステップ３７１４及び３７１８
でエラー判定処理を実行するので、エラーを判定する頻度を適切に設定することができる
。すなわち、エラー判定処理の実行頻度が多すぎると、演出制御装置５５０のＣＰＵ５５
１の処理負荷が増大し、逆に、エラー判定処理の実行頻度が少なすぎると、異常の発生を
適切なタイミングで検出できなくなる。表示装置５３の画像を更新する周期と同期させて
エラー判定を行うことによって、適切なタイミングでエラーを検出することが可能となり
、各処理における不具合の発生に対して適切に対応することができる。
【０５４３】
　図３８は、本発明の第１の実施の形態の第１マスタＩＣ５７０ａ側のスレーブ初期化開
始処理及び第２マスタＩＣ５７０ｂ側のスレーブ初期化開始処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【０５４４】
　第１マスタＩＣ５７０ａ側のスレーブ初期化開始処理は、図３７のステップ３７０３及
び３７１７で実行され、第２マスタＩＣ５７０ｂ側のスレーブ初期化開始処理は、同じく
ステップ３１０４又はステップ３１２１で実行される処理である。
【０５４５】
　第１マスタＩＣ５７０ａ側の初期化開始処理では、まず、演出制御装置５５０のＣＰＵ
５５１は、マスタ割込み及びタイム割込みを禁止する（３８０１）。そして、初期化対象
のマスタに第１マスタＩＣ５７０ａを選択する（３８０２）。
【０５４６】
　また、第２マスタＩＣ５７０ｂ側のスレーブ初期化開始処理では、第１マスタＩＣ５７
０ａ側スレーブ初期化開始処理と同様に、演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、マスタ
割込み及びタイム割込みを禁止する（３８１１）。そして、初期化対象のマスタに第２マ
スタＩＣ５７０ｂを選択する（３８１２）。
【０５４７】
　以降の処理では、第１マスタＩＣ５７０ａ側スレーブ初期化開始処理及び第２マスタＩ
Ｃ５７０ｂ側スレーブ初期化開始処理について、選択されたマスタに対して共通の処理が
実行される。
【０５４８】
　演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、選択されたマスタの初期化段階番号に“１”を
設定する（３８０３）。さらに、選択したマスタに関する監視タイマを設定し（３８０４
）、タイムアウトの監視を開始する（３８０５）。
【０５４９】
　演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、選択されたマスタのコマンドＲＥＧ５８１に対
し、ＳＴＡに“１”、ＳＴＯに“１”、ＳＩに“０”、及びＭＯＤＥに“０”を設定する
（３８０６）。
【０５５０】
　ＳＴＡは、前述したように、スタートコンディションの出力を指示するためのビットで
あり、ＳＴＯは、ストップコンディションの出力を指示するためのビットである。“１”
が設定されているフラグに対応する信号が出力される。ステップ３８０６の処理では、ス
タートコンディション及びストップコンディションの両方の信号が出力される。
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【０５５１】
　ＳＩは、前述のマスタ割込みの発生を報知するためのビットであり、“１”が設定され
ている場合にはマスタＩＣからＣＰＵ５５１に割込みの発生が要求された状態となり、こ
のビットが“０”に変更されるまで、割込みを発生させたマスタＩＣは、処理を待機する
状態となる。そして、ＣＰＵ５５１によって、このビットに“０”を設定すると、ＣＰＵ
５５１に発生している割込みが解除され、処理を待機していたマスタＩＣは、次に行われ
るべき処理を再開する。ステップ３８０６の処理では、“０”が設定されているため、割
込みの発生が解除されて、処理を待機していたマスタＩＣが動作を再開する。
【０５５２】
　ＭＯＤＥは、データを送信するモードを指定するためのビットであり、“１”が設定さ
れている場合には「バッファモード」、“０”が設定されている場合には「バイトモード
」が指定される。ステップ３８０６の処理では、“０”が設定されているため、バイトモ
ードでデータがやり取りされる。
【０５５３】
　その後、ＣＰＵ５５１は、マスタ割込み及びタイムアウト割込みを許可し（３８０７）
、呼び出し元に復帰する。
【０５５４】
　図３９は、本発明の第１の実施の形態のスレーブ出力開始処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【０５５５】
　スレーブ出力開始処理は、図３７に示すステップ３７１０で実行される処理であり、各
マスタから発光制御スレーブに演出制御データを送信するために必要な処理である。
【０５５６】
　ＣＰＵ５５１は、まず、マスタ割込み及びタイム割込みを禁止する（３９０１）。次に
、第１マスタＩＣ５７０ａに対応するスタートフラグを“オン”に設定する（３９０２）
。さらに、第１マスタＩＣ５７０ａの監視タイマを設定し（３９０３）、タイムアウトの
監視処理を開始する（３９０４）。スタートフラグとは、スタートコンディションが出力
され、演出制御データの送信が開始されたか否かを示すフラグであり、マスタＩＣ毎に設
定される。スタートフラグは、演出制御装置５５０のＲＡＭ５５３に記憶される。
【０５５７】
　さらに、ＣＰＵ５５１は、第１マスタＩＣ５７０ａのコマンドＲＥＧ５８１に対し、Ｓ
ＴＡに“１”、ＳＴＯに“１”、ＳＩに“０”、及びＭＯＤＥに“１”を設定する（３９
０５）。ステップ３９０５の処理では、ＭＯＤＥに“１”が設定されるため、バッファモ
ードでデータが送受信される。
【０５５８】
　また、第２マスタＩＣ５７０ｂについても同様に、ＣＰＵ５５１は、第２マスタＩＣ５
７０ｂのスタートフラグをオンに設定する（３９０６）。さらに、監視タイマを設定し（
３９０７）、タイムアウトの監視処理を開始する（３９０８）。さらに、第２マスタＩＣ
５７０ｂのコマンドＲＥＧ５８１に対し、ＳＴＡに“１”、ＳＴＯに“１”、ＳＩに“０
”、及びＭＯＤＥに“１”を設定する（３９０９）。
【０５５９】
　ＣＰＵ５５１は、各マスタの先頭のスレーブ（装飾制御装置６１０）を選択し（３９１
０）、リトライカウンタを０に設定する（３９１１）。リトライカウンタとは、各マスタ
に演出制御データを送信する場合において、送信失敗時にインクリメントされるカウンタ
である。リトライカウンタが所定の数値よりも大きくなった場合には何らかの障害が発生
したものと判断することができる。
【０５６０】
　その後、ＣＰＵ５５１は、マスタ割込み及びタイムアウト割込みを許可し（３９１２）
、呼び出し元に復帰する。
【０５６１】
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　図４０は、本発明の第１の実施の形態のスレーブ出力データ編集処理の手順を示すフロ
ーチャートである。
【０５６２】
　スレーブ出力データ編集処理では、演出制御装置５５０のＲＡＭ５５３上に確保された
出力データ準備領域を更新する処理である。前述のように、スレーブ出力データ準備領域
には、マスタＩＣ毎に発光制御スレーブに送信するための演出制御データが一時的に記憶
される。
【０５６３】
　ＣＰＵ５５１は、まず、現在実行中の処理が確認モードであるか否かを判定する（４０
０１）。確認モードとは、遊技機の製造時などに、前面枠３やセンターケース５１に備え
られた装飾装置６２０の動作を単独で確認するためのモードである。確認モードは、例え
ば、演出制御装置５５０に専用のスイッチを操作することによって実行されるようにして
もよいし、遊技制御装置５００と演出制御装置５５０とが接続されていない場合に実行さ
れるようにしてもよい。なお、遊技店に設置された遊技機の場合は、通常に稼働している
状態では確認モードが実行されていない。
【０５６４】
　ＣＰＵ５５１は、確認モードが実行中でない場合には（４００１の結果が「Ｎ」）、遊
技演出に対応する演出制御データを、各種演出を行う装飾制御装置６１０のスレーブ出力
データ準備領域に書き込む（４００２）。ここでは、信頼度報知装置１５以外の装飾装置
６２０を制御する装飾制御装置６１０を対象として、スレーブ出力データ準備領域に演出
制御データを書き込む。次に、信頼度報知装置１５を制御するための装飾制御装置６１０
に対応するスレーブ出力データ準備領域に、演出制御データを書き込む（４００３）。
【０５６５】
　一方、ＣＰＵ５５１は、確認モードが実行中の場合には（４００１の結果が「Ｙ」）、
確認出力の切り替えタイミングであるか否かを判定する（４００４）。確認モード中は、
確認対象の装飾装置６２０が、１秒ごとに順次点灯するような動作を行う。そのため、こ
こでは、切替時間（１秒）が経過するごとに、切り替えタイミングが発生することになり
、その都度、確認対象の装飾制御装置６１０を順次選択し、選択された装飾制御装置６１
０によって制御される装飾装置６２０を動作させる。これにより、ＬＥＤであれば、順番
に点灯させることによって、各ＬＥＤが正常に動作するか否かを確認することができる。
【０５６６】
　このとき、制御される装飾制御装置６１０が信号ケーブルによって隣接して設置されて
いれば、装飾装置６２０の検査を行う者が確認しやすくなり、確認（検査）効率が向上す
る。このような確認モードでは、通常、各装飾制御装置６１０（スレーブ）に割り当てら
れた個別アドレスの順序に従って装飾装置６２０の動作確認を行うと考えられる。
【０５６７】
　したがって、装飾制御装置６１０と装飾装置６２０との距離が短くなるように配線する
ならば、隣接する装飾制御装置６１０の個別のアドレスの値も連続するように割り当てる
と、さらに確認（検査）効率が向上するものと考えられる。また、各装飾制御装置６１０
に対応する基板に個別アドレスに対応する記号や番号などが記載されていると、動作中の
装飾装置６２０や装飾制御装置６１０を確認しやすくなるため、より確認（検査）効率が
向上する。
【０５６８】
　すなわち、確認出力の切り替えタイミングとは、前述のように、装飾制御装置６１０の
確認（検査）を行うための所定の間隔である。言い換えれば、検査中の装飾制御装置６１
０による装飾装置６２０の制御を終了し、次に検査する装飾制御装置６１０の制御を開始
するための処理を実行するタイミングである。
【０５６９】
　ＣＰＵ５５１は、確認出力の切り替えタイミングでない場合には（４００４の結果が「
Ｎ」）、本処理を終了し、呼び出し元に復帰する。一方、確認出力の切り替えタイミング
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である場合には（４００４の結果が「Ｙ」）、確認中の装飾制御装置（スレーブ）６１０
に対応する出力データ準備領域について、対応する装飾装置６２０の動作を終了させるよ
うにデータを更新する（４００５）。さらに、次に確認する装飾制御装置（スレーブ）６
１０の出力データ準備領域について、対応する装飾装置６２０の動作を開始させるように
データを更新する（４００６）。このようにして、所定の間隔で装飾制御装置（スレーブ
）６１０ごとに、装飾装置６２０の動作を確認することができる。
【０５７０】
　図４１は、本発明の第１の実施の形態の第１マスタＩＣ５７０ａ側及び第２マスタＩＣ
５７０ｂ側の送信中断割込み発生時の処理の手順を示すフローチャートである。
【０５７１】
　送信中断割込みは、いわゆるマスタ割込みであり、中断時の状態に応じて処理が実行さ
れる。
【０５７２】
　ＣＰＵ５５１は、まず、第１マスタＩＣ５７０ａからのマスタ割込みが発生した場合に
は、第１マスタＩＣ５７０ａに関するタイムアウトの監視を終了する（４１０１）。さら
に、第１マスタＩＣ５７０ａの初期化段階番号及びスタートフラグを取得する（４１０２
）。
【０５７３】
　同じく、ＣＰＵ５５１は、第２マスタＩＣ５７０ｂからのマスタ割込みが発生した場合
には、第２マスタＩＣ５７０ｂに関するタイムアウトの監視を終了し（４１１１）、第２
マスタＩＣ５７０ｂの初期化段階番号及びスタートフラグを取得する（４１１２）。
【０５７４】
　ＣＰＵ５５１は、初期化対象のマスタＩＣの初期化段階番号が“０”であるか否かを判
定する（４１０３）。初期化段階番号が“０”の場合とは、初期化処理を既に終えて演出
制御データを送信している状態を示している。
【０５７５】
　ＣＰＵ５５１は、初期化対象のマスタＩＣの初期化段階番号が“０”でない場合には（
４１０３の結果が「Ｎ」）、前述のように、初期化処理中であるため、初期化指示データ
の送信再開処理を実行する（４１０４）。初期化指示データの送信再開処理の詳細につい
ては、図４３にて後述する。
【０５７６】
　一方、ＣＰＵ５５１は、初期化対象のマスタＩＣの初期化段階番号が“０”である場合
には（４１０３の結果が「Ｙ」）、演出制御データを送信している途中であるため、演出
制御データの送信再開処理を実行する（４１０５）。演出制御データの送信再開処理の詳
細については、図４４にて後述する。
【０５７７】
　図４２は、本発明の第１の実施の形態の第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５
７０ｂによるタイムアウト割込み発生時の処理の手順を示すフローチャートである。
【０５７８】
　本処理は、第１マスタＩＣ５７０ａ又は第２マスタＩＣ５７０ｂにおいて所定の時間が
経過しても復帰しない場合に発生するタイマ割込みが発生した場合に各マスタＩＣを初期
化するために実行される処理である。
【０５７９】
　ＣＰＵ５５１は、第１マスタＩＣ５７０ａにおいてタイムアウト割込みが発生した場合
には、第１マスタＩＣ５７０ａをソフトリセットする（４２０１）。さらに、第１マスタ
ＩＣ５７０ａに接続されたスレーブを初期化する第１マスタＩＣ５７０ａ側スレーブ初期
化開始処理（図３８）を実行する（４２０２）。
【０５８０】
　ＣＰＵ５５１は、第２マスタＩＣ５７０ｂにおいてタイムアウト割込みが発生した場合
には、第２マスタＩＣ５７０ｂをソフトリセットする（４２１１）。さらに、第２マスタ
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ＩＣ５７０ｂに接続されたスレーブを初期化する第２マスタＩＣ５７０ｂ側スレーブ初期
化開始処理（図３８）を実行する（４２１２）。
【０５８１】
　図４３は、本発明の第１の実施の形態の初期化指示データの送信再開処理の手順を示す
フローチャートである。
【０５８２】
　ＣＰＵ５５１は、まず、初期化段階番号とステータスコードの整合判断を行い（４３０
１）、初期化段階番号とステータスコードとが整合するか否かを判定する（４３０２）。
初期化段階番号とは、前述のように、初期化処理の進捗を示す番号である。ステータスコ
ードは、マスタＩＣの状態を示す値であり、ステータスレジスタ（ＲＥＧ）５８２に設定
されている。ステップ４３０１の処理における整合判断では、初期化段階番号に対応する
状態が、ステータスＲＥＧ５８２に設定されたステータスコードと一致するか否かを判定
する。以下、初期化段階番号及びステータスコードの詳細について説明する。
【０５８３】
　初期化段階番号は、マスタＩＣの初期化を行っているときに、その処理段階に応じて“
１”～“４”のいずれかの値が設定されるものであり、マスタＩＣの初期化が完了すると
“０”に設定されるものである。但し、マスタＩＣの初期化が完了して、初期化段階番号
が“０”になると、当該初期化指示データの送信再開処理が呼び出されない（図４０の呼
び出し元の処理にてステップＳ４００３の分岐がある）ので、ここでは、初期化段階番号
が“１”～“４”となっていることを前提に説明を行う。
【０５８４】
　初期化段階番号に“１”が設定されている場合は、マスタＩＣからスタートコンディシ
ョンが出力されたことを意味する。この場合には、ステータスコードは、スタートコンデ
ィション又はリスタートコンディションが送信されたことを示す“０８ｈ”又は“１０ｈ
”が設定されることになる。したがって、初期化段階番号に“１”が設定されており、か
つ、ステータスコードに“０８ｈ”又は“１０ｈ”が設定されている場合には、整合して
いると判断される。
【０５８５】
　初期化段階番号に“２”が設定されている場合は、マスタＩＣの出力用バッファ５７２
にリセット用アドレスが設定された状態であることを意味する。この場合には、ステータ
スコードは、スレーブのアドレス（ここでは、リセット用アドレス）が送信済みであり、
かつ、各スレーブから信号を正常に受信したことを示すＡＣＫが応答されたことを示す“
１８ｈ”が設定されることになる。但し、ステータスコードは、各スレーブから信号を正
常に受信できなかったことを示すＮＡＣＫが応答された場合には“２０ｈ”が設定される
。したがって、初期化段階番号に“２”が設定されており、かつ、ステータスコードに“
１８ｈ”が設定されている場合には、整合している（データ送信に成功している）と判断
される。
【０５８６】
　初期化段階番号に“３”が設定されている場合は、マスタＩＣの出力用バッファ５７２
にリセット指令の前半の値が設定された状態であることを意味する。この場合には、ステ
ータスコードは、出力用バッファ５７２に設定されたデータが送信済みであり、かつ、各
スレーブから信号を正常に受信したことを示すＡＣＫが応答されたことを示す“２８ｈ”
が設定されることになる。但し、ステータスコードは、各スレーブから信号を正常に受信
できなかったことを示すＮＡＣＫが応答された場合には“３０ｈ”が設定される。したが
って、初期化段階番号に“３”が設定されており、かつ、ステータスコードに“２８ｈ”
が設定されている場合には、整合している（データ送信に成功している）と判断される。
【０５８７】
　初期化段階番号に“４”が設定されている場合は、マスタＩＣの出力用バッファ５７２
にリセット指令の後半の値が設定された状態であることを意味する。この場合には、初期
化段階番号が“３”の場合と同様に、ステータスコードに“２８ｈ”又は“３０ｈ”が設
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定される。
【０５８８】
　ＣＰＵ５５１は、初期化段階番号とステータスコードが整合しないとき（４２０２の結
果が「Ｎ」のとき）には、正常な状態ではない（データ送信に失敗した状態）なので、初
期化の開始を示す値“１”を初期化段階番号に設定する（４２０３）。さらに、監視タイ
マを設定し、タイムアウトの監視を開始する（４３０４）。
【０５８９】
　最後に、ＣＰＵ５５１は、ストップコンディション及びスタートコンディションを出力
するように、処理対象のマスタＩＣのコマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡに“１”、ＳＴＯに
“１”、ＳＩに“０”、ＭＯＤＥに“０”を設定し（４３０５）、呼び出し元の処理に復
帰する。
【０５９０】
　一方、ＣＰＵ５５１は、初期化段階番号とステータスコードが整合する場合には（４３
０２の結果が「Ｙ」）、初期化処理が実行中であるため、初期化段階番号に基づいて処理
を分岐する（４３０６）。初期化段階番号が“１”の場合には、処理対象のマスタＩＣの
出力用バッファ５７２にリセット用アドレスを設定する（４３０７）。
【０５９１】
　そして、ＣＰＵ５５１は、初期化段階番号をインクリメントし（４３０８）、監視タイ
マを設定し、タイムアウトの監視を開始する（４３０９）。最後に、処理を継続するため
に、処理対象のマスタＩＣのコマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡ、ＳＴＯ、ＳＩ及びＭＯＤＥ
にそれぞれ“０”を設定し（４３０５）、呼び出し元の処理に復帰する。
【０５９２】
　また、初期化段階番号が“２”の場合には、ＣＰＵ５５１は、処理対象のマスタＩＣの
出力用バッファ５７２にリセット指令を示す値の前半の値を設定する（４３１１）。初期
化段階番号が“３”の場合には、処理対象のマスタＩＣの出力用バッファ５７２にリセッ
ト指令を示す値の後半の値を設定する（４３１２）。出力用バッファ５７２に値が設定さ
れると、初期化段階番号が“１”の場合と同様に、ステップ４３０８から４３１０までの
処理を実行する。
【０５９３】
　また、初期化段階番号が“４”の場合には、ＣＰＵ５５１は、初期化処理に必要な処理
が終了したため、処理対象のマスタＩＣに接続されたすべての装飾制御装置６１０のエラ
ーフラグをオフに設定し（４３１３）、さらに、エラーカウンタを０に設定して初期化す
る（４３１４）。そして、初期化段階番号を“０”に設定する。最後に、初期化処理を完
了させ、処理対象のマスタＩＣから、当該マスタＩＣに接続されたすべての装飾制御装置
６１０にストップコンディションを出力するために、処理対象のマスタＩＣのコマンドＲ
ＥＧ５８１のＳＴＯに“１”、ＳＴＡ、ＳＩ及びＭＯＤＥにそれぞれ“０”を設定し（４
３１６）、呼び出し元の処理に復帰する。
【０５９４】
　図４４は、本発明の第１の実施の形態の演出制御データの送信再開処理の手順を示すフ
ローチャートである。
【０５９５】
　ＣＰＵ５５１は、まず、スタートフラグとステータスコードの整合判断を行い（４４０
１）、整合するか否かを判定する（４４０２）。スタートフラグは、第１マスタＩＣ５７
０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂの各々に関して、演出制御データを送信するタイミング
を制御するためのフラグである。具体的には、図３７のスレーブ出力開始処理（図３９）
が実行されると、スタートフラグが“オン”に設定される。また、後述するように、出力
用バッファ５７２に演出制御データを設定すると、スタートフラグは“オフ”に設定され
る。ステータスコードについては、図４３にて説明したとおりである。
【０５９６】
　以下、スタートフラグとステータスコードとの対応について説明する。スタートフラグ
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が“オン”の場合には、前述のように、スタートコンディションが出力された後であるた
め、対応するステータスコードは、“０８ｈ”又は“１０ｈ”となる。一方、スタートフ
ラグが“オフ”の場合、正常に処理が行われていれば、ステータスコードには正常にデー
タの送信が完了したことを示す“２８ｈ”が設定されている。
【０５９７】
　ＣＰＵ５５１は、スタートフラグとステータスコードとが整合する場合には（４４０２
の結果が「Ｙ」）、さらに、スタートフラグが“オン”であるか否かを判定する（４４０
３）。
【０５９８】
　ＣＰＵ５５１は、スタートフラグが“オン”である場合には（４４０３の結果が「Ｙ」
）、ＲＡＭ５５３上に準備されていたデータを出力用バッファ５７２に設定する（４４０
４）。そして、スタートフラグを“オフ”に設定し（４４０５）、監視タイマを設定し、
タイムアウトの監視を開始する（４４０６）。最後に、処理対象のマスタＩＣのコマンド
ＲＥＧ５８１のＳＴＡ、ＳＴＯ及びＳＩをそれぞれ“０”を設定し、出力用バッファ５７
２に設定されたデータをバッファモードで送信するために、ＭＯＤＥを“１”に設定し（
４４０７）、呼び出し元の処理に復帰する。
【０５９９】
　一方、ＣＰＵ５５１は、スタートフラグが“オフ”である場合には（４４０３の結果が
「Ｎ」）、選択されたスレーブ（装飾制御装置６１０）に対応するエラーフラグを“オフ
”に設定し（４４０８）、さらに、エラーカウンタを初期化する（４４０９）。
【０６００】
　その後、ＣＰＵ５５１は、すべてのスレーブに対して送信再開処理が完了したか否かを
判定する（４４１０）。そして、すべてのスレーブに対して処理が完了した場合には（４
４１０の結果が「Ｙ」）、ストップコンディションを出力し、データを送信するモードを
「バッファモード」に指定するようにコマンドＲＥＧ５８１のＳＴＯ及びＭＯＤＥに“１
”、ＳＴＡ及びＳＩに“０”を設定し（４４１１）、呼び出し元の処理に復帰する。
【０６０１】
　ＣＰＵ５５１は、すべてのスレーブに対して処理が完了していない場合には（４４１０
の結果が「Ｎ」）、リトライカウンタを０に設定し（４４１２）、次の処理対象のスレー
ブを選択する（４４１３）。そして、選択されたスレーブへの出力データを準備し（４４
１４）、スタートフラグを“オン”に設定し（４４１５）、監視タイマを設定し、タイム
アウトの監視を開始する（４４１６）。
【０６０２】
　最後に、ＣＰＵ５５１は、スタートコンディションを出力し、データを送信するモード
を「バッファモード」に指定するようにコマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡ及びＭＯＤＥに“
１”、ＳＴＯ及びＳＩに“０”を設定し（４４１７）、呼び出し元の処理に復帰する。
【０６０３】
　ＣＰＵ５５１は、スタートフラグとステータスコードとが整合しない場合には（４４０
２の結果が「Ｎ」）、リトライカウンタの値をインクリメントする（４４１８）。そして
、リトライカウンタの値が、指定された値に到達したか否かを判定する（４４１９）。こ
のときの指定された値は、図３２又は図３３に示した異常判定テーブル３２００又は異常
判定テーブル３３００に設定されており、現在選択されているスレーブに対応する比較値
３２０４に対応する。
【０６０４】
　ＣＰＵ５５１は、リトライカウンタの値が指定値に到達していない場合には（４４２２
の結果が「Ｎ」）、現在選択中にスレーブを再度選択し（４４２０）、選択スレーブに出
力するデータを準備し（４４１４）、ステップ４４１５以降の処理を実行する。
【０６０５】
　一方、ＣＰＵ５５１は、リトライカウンタの値が指定値に到達した場合には（４４２２
の結果が「Ｙ」）、選択されているスレーブのエラーフラグ３２０５に“ＯＮ”を設定し
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、ステップ４４１０以降の処理を実行する。
【０６０６】
　図４５は、本発明の第１の実施の形態のマスタＩＣによるデータ送信処理の手順を示す
フローチャートである。本処理は、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂ
において共通の処理であり、ＣＰＵ５５１によって、コマンドレジスタ５８１（図１１及
び図１２参照）のＳＩのビットに“０”が設定されると、割込み処理の発生によって待機
していたマスタＩＣが、当該処理を開始する。
【０６０７】
　まず、マスタＩＣのコントローラ５７４は、ストップコンディションの出力が要求され
ているか否か、すなわち、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＯに“１”が設定されているか否
かを判定する（４５０１）。
【０６０８】
　コントローラ５７４は、ストップコンディションの出力が要求されている場合には（４
５０１の結果が「Ｙ」）、送信可能状態を確認する（４５０２）。
【０６０９】
　送信可能状態の確認とは、マスタＩＣから装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパ
ンダ６１５にデータを送信可能であるか否かを確認することであり、具体的には、接続線
ＳＤＡの信号レベルがＨＩＧＨに設定されている（接続線ＳＤＡが開放されている）かを
確認することである。接続線ＳＤＡの信号レベルがＨＩＧＨに設定されていなかった場合
には、接続線ＳＤＡの信号レベルがＨＩＧＨに設定されるか、若しくは、タイムアウトす
るまで待機する。
【０６１０】
　接続線ＳＤＡの信号レベルがＨＩＧＨでないと判定された場合、接続線ＳＤＡからデー
タが出力できないので、ドライバ５７６Ａによってトランジスタ５７８Ａに動作可能な電
圧を印加しないことによってトランジスタ５７８Ａをオンにさせずに（接続線ＳＤＡを解
放した状態で）、接続ＳＣＬの信号レベルを少なくとも９回変化させる。
【０６１１】
　このような処理を行うことによって、読み出しモードとなったＩ2ＣＩ／Ｏエクスパン
ダ６１５は、接続ＳＣＬの信号レベルの変化に合わせて接続線ＳＤＡにデータを出力する
が、接続ＳＣＬの信号レベルの変化が少なくとも９回行われる途中において、マスタＩＣ
からのアクノリッジ信号を確認するタイミングが発生する。このとき、接続線ＳＤＡは解
放されているのでＨＩＧＨレベルとなり、読み出しモードとなったＩ2ＣＩ／Ｏエクスパ
ンダ６１５は、アクノリッジ信号を受信しなかったと判断するので、データ伝送をやめて
接続線ＳＤＡを解放することになる。
【０６１２】
　このようにして、読み出しモードとなった装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパ
ンダ６１５から強制的に接続線ＳＤＡを解放させるので、接続線ＳＤＡの信号レベルはＨ
ＩＧＨに維持されるようになる。
【０６１３】
　続いて、コントローラ５７４は、ストップコンディションを、接続されているスレーブ
に出力する（４５０３）。さらに、当該マスタＩＣの送信中フラグを“オフ”に設定する
（４５０４）。
【０６１４】
　コントローラ５７４は、さらに、スタートコンディションの出力が要求されているか否
か、すなわち、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡに“１”が設定されているか否かを判定す
る（４５０５）。スタートコンディションの出力が要求されている場合には（４５０５の
結果が「Ｙ」）、後述するステップ４５０８以降の処理を実行する。
【０６１５】
　コントローラ５７４は、さらに、スタートコンディションの出力が要求されていない場
合には（４５０５の結果が「Ｎ」）、ステータスコードに“Ｆ８Ｈ”を設定し（４５０６
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）、本処理を終了する。
【０６１６】
　コントローラ５７４は、ストップコンディションの出力が要求されていない場合には（
４５０１の結果が「Ｎ」）、さらに、スタートコンディションの出力が要求されているか
否か、すなわち、コマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡに“１”が設定されているか否かを判定
する（４５０７）。スタートコンディションの出力が要求されている場合には（４５０７
の結果が「Ｙ」）、ステップ４５０２の処理と同様に、送信可能状態を確認する（４５０
８）。
【０６１７】
　コントローラ５７４は、送信可能であれば、スタートコンディションを接続されている
スレーブに出力する（４５０９）。さらに、当該マスタＩＣの先頭バイト識別フラグを“
オン”に設定する（４５１０）。
【０６１８】
　続いて、コントローラ５７４は、送信フラグがオフであるか否かを判定する（４５１１
）。送信フラグがオフでない場合、すなわち、オンの場合には（４５１１の結果が「Ｎ」
）、ステータスコードに“１０ｈ”を設定する（４５１４）。この場合は、ストップコン
ディションが出力されずに、再度スタートコンディションが出力されており、いわゆるリ
スタートコンディションが出力されたことを示している。さらに、送信中断割込みを発生
させるように、コマンドＲＥＧ５８１のＳＩに“１”を設定し（４５１９）、本処理を中
断する。
【０６１９】
　一方、コントローラ５７４は、当該マスタＩＣの送信フラグがオフの場合には（４５１
１の結果が「Ｙ」）、ステータスコードに“０８Ｈ”を設定する（４５１２）。この場合
は、ストップコンディションが出力された後にスタートコンディションが出力されたこと
を示している。さらに、送信中フラグを“オン”に設定し（４５１３）、送信中断割込み
を発生させるために、コマンドＲＥＧ５８１のＳＩに“１”を設定し（４５１９）、本処
理を中断する。
【０６２０】
　コントローラ５７４は、スタートコンディションの出力が要求されていない場合には（
４５０７の結果が「Ｎ」）、当該マスタＩＣの先頭バイト識別フラグがオンであるか否か
を判定する（４５１５）。当該マスタＩＣの先頭バイト識別フラグが“オン”の場合、す
なわち、スタートコンディションが出力された直後の場合には（４５１５の結果が「Ｙ」
）、最初に送信されるデータがアドレスであるため、アドレスを認識するためのアドレス
認識処理を実行する（４５１６）。なお、アドレス認識処理の「詳細については、図４６
にて後述する。アドレス認識処理が終了すると、先頭バイト識別フラグを“オフ”に設定
し（４５１７）、送信中断割込みを発生させるために、コマンドＲＥＧ５８１のＳＩに“
１”を設定し（４５１９）、本処理を中断する。
【０６２１】
　コントローラ５７４は、当該マスタＩＣの先頭バイト識別フラグが“オン”でない場合
、すなわち、アドレスの認識が終了し、データ本体を送信する場合には（４５１５の結果
が「Ｎ」）、バイト単位データ送信処理を実行する（４５１８）。バイト単位データ送信
処理の詳細については、図４７にて後述する。最後に、送信中断割込みを発生させるため
に、コマンドＲＥＧ５８１のＳＩに“１”を設定し（４５１９）、本処理を中断する。
【０６２２】
　図４６は、本発明の第１の実施の形態のアドレス認識処理の手順を示すフローチャート
である。
【０６２３】
　コントローラ５７４は、まず、接続線ＳＤＡの信号レベルがＨＩＧＨに設定されている
かを確認することによって送信可能状態を確認する（４６０１）。接続線ＳＤＡの信号レ
ベルがＨＩＧＨに設定されていない場合にはＨＩＧＨに設定されるまで待機する。
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【０６２４】
　次に、コントローラ５７４は、接続線ＳＣＬを作動させながら１ビット目のデータを出
力する（４６０２）。そして、８ビットのデータの送信が完了したか否かを判定し（４６
０３）、８ビットのデータの送信が完了するまで、接続線ＳＣＬを作動させながらビット
毎に順次データを出力する（４６０４）。
【０６２５】
　コントローラ５７４は、８ビット分のデータの出力が完了すると（４６０３の結果が「
Ｙ」）、スレーブから送信された返答信号を取り込む（４６０５）。さらに、取り込まれ
た返答信号の内容が“ＡＣＫ”であるか否かを判定する（４６０６）。返答信号の内容が
“ＡＣＫ”でない場合、すなわち、データを受信できなかったことを示す“ＮＡＣＫ”で
あった場合には（４６０６の結果が「Ｎ」）、アドレスを認識できなかったことを示す“
２０ｈ”をステータスコードとしてステータスＲＥＧ５８２に設定する（４６０７）。
【０６２６】
　一方、コントローラ５７４は、取り込まれた返答信号の内容が“ＡＣＫ”であった場合
には（４６０６の結果が「Ｙ」）、アドレスを認識できたことを示す“１８ｈ”をステー
タスコードとしてステータスＲＥＧ５８２に設定する（４６０８）。さらに、コマンドＲ
ＥＧ５８１のＭＯＤＥの値が“０”であるか否かを判定することによって、データ送信モ
ードがバイトモードか否かを判定する（４６０９）。バイトモードの場合には（４６０９
の結果が「Ｙ」）、１バイト（８ビット）分のデータの送信が完了したため、本処理を終
了し、呼び出し元の処理に復帰する。
【０６２７】
　コントローラ５７４は、データ送信モードがバイトモードでない場合には（４６０９の
結果が「Ｎ」）、残りのデータをすべて送信するまで（４６１０）、バイト単位データ送
信処理を実行する（４６１１）。バイト単位データ送信処理の詳細については、図４７に
て後述する。
【０６２８】
　図４７は、本発明の第１の実施の形態のバイト単位データ送信処理の手順を示すフロー
チャートである。
【０６２９】
　コントローラ５７４は、まず、接続線ＳＤＡの信号レベルがＨＩＧＨに設定されている
かを確認することによって送信可能状態を確認する（４７０１）。接続線ＳＤＡの信号レ
ベルがＨＩＧＨに設定されていない場合にはＨＩＧＨに設定されるまで待機する。続いて
、１バイト分のデータを出力する（４７０２）。
【０６３０】
　データ出力後、コントローラ５７４は、スレーブから出力された返答信号を取り込む（
４７０３）。さらに、取り込まれた返答信号の内容が“ＡＣＫ”であるか否かを判定する
（４６０４）。返答信号の内容が“ＡＣＫ”でない場合、すなわち、データを受信できな
かったことを示す“ＮＡＣＫ”であった場合には（４６０４の結果が「Ｎ」）、データを
送信できなかったことを示す“３０ｈ”をステータスコードに設定する（４７０５）。
【０６３１】
　一方、コントローラ５７４は、取り込まれた返答信号の内容が“ＡＣＫ”であった場合
には（４７０４の結果が「Ｙ」）、データを送信できたことを示す“２８ｈ”をステータ
スコードに設定する（４７０６）。さらに、コマンドＲＥＧ５８１のＭＯＤＥの値が“０
”であるか否かを判定することによって、データ送信モードがバイトモードか否かを判定
する（４７０７）。バイトモードの場合には（４７０７の結果が「Ｙ」）、１バイト（８
ビット）分のデータの送信が完了したため、本処理を終了し、呼び出し元の処理に復帰す
る。
【０６３２】
　また、コントローラ５７４は、データ送信モードがバイトモードでない場合には（４７
０７の結果が「Ｎ」）、残りのデータをすべて送信するまでデータの送信を行う（４７０
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８）。具体的には、次に送信するデータを準備し（４７０９）、ステップ４７０１以降の
処理を再度実行する（４７１０）。
【０６３３】
　図４８は、本発明の第１の実施の形態のＶＤＰ割込み時に演出制御装置５５０のＣＰＵ
５５１からの指示によって、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂによる
処理が並列して実行される状態を示すタイミングチャートである。
【０６３４】
　本発明の第１の実施の形態では、表示装置５３に表示された画像を更新するタイミング
においてＶＤＰ割込みが発生すると、演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、各マスタＩ
Ｃに対して演出制御データの出力を開始する。各マスタＩＣは、ＣＰＵ５５１から演出制
御データを受信すると、他のマスタＩＣとは独立して、受信した演出制御データを各スレ
ーブに送信するなどの処理を実行する。そして、すべてのスレーブに対して演出制御デー
タの出力が完了すると、各マスタＩＣはストップコンディションを出力し、各スレーブに
よって制御される演出装置（装飾装置６２０）の演出態様を更新する。
【０６３５】
　このように、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂによる処理が並行し
て実行され、さらに、ＶＤＰ割込みと各演出装置の演出態様の更新タイミングを同期させ
ることによって、画像表示と調和のとれた演出を行うことが可能となる。
【０６３６】
　さらに、詳細に説明すると、演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、ＶＤＰ割込みが発
生すると、スレーブ出力開始処理（図３７のステップ３７１０、図３９）を実行し、各マ
スタＩＣに対してスタートコンディションを出力する。
【０６３７】
　そして、ＣＰＵ５５１は、演出制御装置５５０により制御される各装置への出力データ
を編集する。具体的には、表示装置５３で演出を行うためのＶＤＰ出力データ編集（図３
７のステップ３７１１）、スピーカ３０から音声を出力するためのスピーカ関連データ編
集（図３７のステップ３７１２）、演出装置としてのＬＥＤを制御する装飾制御装置６１
０へ出力する演出制御データの編集（図３７のステップ３７１３）、及びモータなどの駆
動体を制御するためのデータ編集を行う。これらの編集処理の実行中に、各マスタＩＣに
よってＣＰＵ５５１に対するマスタ割込みが発生すると、演出制御データの送信再開処理
（図４４）によって、編集された演出制御データが各マスタＩＣの出力用バッファ５７２
に書き込まれる。そして、図４５に示したマスタによるデータ送信処理によって、各スレ
ーブに演出制御データが出力される。
【０６３８】
　最後に、送信対象のスレーブの全てに演出制御データが送信されると、演出制御データ
の送信再開処理によって、マスタＩＣからスレーブにストップコンディションが出力され
（図４４のステップＳ４４１１）、このストップコンディションによって、各スレーブが
受信した演出制御データが各演出装置の演出態様に反映される。
【０６３９】
　その後、ＣＰＵ５５１は、次のＶＤＰ割込みが発生するまで待機する。そして、次のＶ
ＤＰ割込みが発生すると、前述のスレーブ出力開始処理（図３７のステップ３７１０、図
３９）を実行して、各マスタＩＣに対してスタートコンディションを出力し、以降、同じ
処理を繰り返す。
【０６４０】
　次に、グループ化された演出装置（装飾装置６２０）の構成例について説明する。
【０６４１】
　図４９は、本発明の第１の実施の形態における信頼度報知装置１５を構成する装飾装置
６２０と、信頼度報知装置１５を制御する装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパン
ダ６１５との接続例を示す図であり、８セット分のＬＥＤを２つのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパ
ンダ６１５によって制御する構成を示す図である。
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【０６４２】
　装飾装置６２０は一例としてＬＥＤによって構成されているとし、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）
、青（Ｂ）の３色のＬＥＤを１セットとして制御することによって、さまざまな色で発光
することを可能とする。例えば、赤、緑、青のすべてのＬＥＤを発色させると、白色に発
光させることができる。
【０６４３】
　そして、本発明の第１の実施の形態では、１つのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、
１６個のポート（ＰＯＲＴ０～１５）に対応するＬＥＤを制御することが可能であるため
、３色のＬＥＤのセットを５セットまで接続することが可能である。
【０６４４】
　しかし、より興趣を高める演出を行うために、１６個を超えるポートにＬＥＤ（演出装
置）を接続する場合が考えられる。図４９では、５セット以上（８セット）のＬＥＤを、
２つのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５にまたがって接続して制御する構成について説明
する。
【０６４５】
　前述のように、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５には１６のポート（ＰＯＲＴ０～１５
）が備えられているため、３色のＬＥＤのセットを５セットまで接続することが可能であ
る。しかしながら、８セットのＬＥＤを１つのグループとして演出が行われる場合には、
少なくとも２つのＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を必要とする。
【０６４６】
　そこで、図４９に示す構成では、一方のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、各セット
の赤及び緑のＬＥＤを制御し、他方のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５（６１５ｂ）は、
各セットの青のＬＥＤを制御するように構成している。そして、これらの２つのＩ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５を同じグループとして制御し、図５０にて後述するように、演出
制御装置５５０から出力されたストップコンディションを受け付けてから演出制御を同時
に実行することによって、複数のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５によって制御されるＬ
ＥＤによる演出を違和感なく行うことが可能となるのである。
【０６４７】
　図５０は、本発明の第１の実施の形態における装飾制御装置６１０がデータを受信し、
演出装置を制御するタイミングを示す図であり、ストップコンディションを出力した時点
で受信したデータを反映させる場合について説明する図である。
【０６４８】
　本図において、まず最初に、演出制御装置５５０からスタートコンディションを出力し
、次に、演出制御装置５５０から複数のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に演出制御デー
タを順次出力し、最後に、演出制御装置５５０からストップコンディションを出力する状
態を示している。説明の都合上、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５
は５個設けられているものとし、それぞれを第１Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ～第５Ｉ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダとする。
【０６４９】
　ここで、図中で「ｄａｔａ１」となっているものは、演出制御装置５５０から第１Ｉ2

ＣＩ／Ｏエクスパンダに送信される演出制御データを示し、以下、「ｄａｔａ２」～「ｄ
ａｔａ５」は、演出制御装置５５０から、第２Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ～第５Ｉ2ＣＩ／
Ｏエクスパンダの各々へ送信される演出制御データを示す。
【０６５０】
　また、図中で「演出装置（１）」となっているものは、第１Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ
のＩ／Ｏポートに接続されているＬＥＤ等を示し、以下、「演出装置（２）」～「演出装
置（５）」は、第２Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ～第５Ｉ2ＣＩ／ＯエクスパンダのＩ／Ｏポ
ートに接続されているＬＥＤ等に、それぞれが対応する。
【０６５１】
　なお、演出制御装置５５０から、第１Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ～第５Ｉ2ＣＩ／Ｏエク
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スパンダの各々へ演出制御データを送信する際には、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダの選択を
切り替えるタイミングで、演出制御装置５５０からＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダにスタート
コンディション（リスタートコンディションとして機能する）を出力している。但し、最
初に演出制御装置５５０がスタートコンディションを出力してから、第１Ｉ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダ～第５Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダの全てに演出制御データを送信するまでの間
（図中にＴで示した期間）はストップコンディションを出力せず、この期間Ｔの経過後に
ストップコンディションを出力している。
【０６５２】
　本発明の第１の実施の形態では、接続線ＳＤＡからシリアルに演出制御データが送信さ
れるため、各Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ毎に、演出制御データが到達するタイミングに時
間差が生じる。各Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダは、演出制御装置５５０から演出制御データ
を受け入れた時点では、バスコントローラ６３４（図１８）に内蔵された図示しないバッ
ファに受信した演出制御データを一次的に確保しているに過ぎない。
【０６５３】
　ここで、各Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダが、単独で演出制御データの受信と同時にＬＥＤ
の発光態様を変更してしまうような処理を行った場合を想定する。ＬＥＤの発光態様の変
化に時間差を生じるため、違和感のある演出が行われる恐れがある。
【０６５４】
　例えば、前述の図４９のように、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）のＬＥＤが、複数のＩ
2ＣＩ／Ｏエクスパンダにまたがって接続されているような場合には、遊技者に誤解をあ
たえるような色彩でＬＥＤが発光する可能性がある。（特定の発光体が赤く光れば大当た
りが確定する仕様の遊技機にて、大当たりが発生しないときに、発光体内の赤色ＬＥＤと
青色ＬＥＤとを同時に点灯して発光体を紫色で発光させるような制御を行うような場合を
想定する。この場合、赤色ＬＥＤが青色ＬＥＤよりも先に光ってしまうことで、遊技者が
大当たりするものと誤解し、遊技店と遊技者の間でトラブルになる。）
【０６５５】
　そこで、本発明の第１の実施の形態では、演出制御装置５５０からストップコンディシ
ョンを受信した時点で、バッファ内の演出制御データを出力設定レジスタ６３５に上書き
し、この出力設定レジスタ６３６の記憶内容を出力コントローラ６３６によってドライバ
６３７に反映させ、当該Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダに接続されているＬＥＤの発光態様を
変化させる処理を行っている。
【０６５６】
　そのため、図５０に示すように、ストップコンディション出力時に、各Ｉ2ＣＩ／Ｏエ
クスパンダが受信した演出制御データを各演出装置の出力態様に同時に反映させることが
可能となり、違和感のない演出を行うことが可能となる。
【０６５７】
　なお、本実施の形態では、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダが受信した演出制御データを各演
出装置の出力態様に反映させるタイミングを、更新指令信号として例示したストップコン
ディションの受信時としているが、他の更新指令信号を用いても構わない。ストップコン
ディションのように演出制御データの最後に送信されるものに限られず、演出制御データ
の送信の途中で送信されるものであっても、接続線ＳＤＡ及びＳＣＬの信号変化によって
表現できる更新指令信号であれば、適用可能である。
【０６５８】
　なお、本発明の第１の実施の形態では、各Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５は、マスタ
ＩＣから演出制御データを正しく受信したとき（ＡＣＫをマスタＩＣに返答したとき）に
限り、その後のストップコンディションの受信時に、受信していた演出制御データを各演
出装置の出力態様に反映させるようになっている。そのため、マスタＩＣから演出制御デ
ータを正しく受信できなかった状態（ＮＡＣＫをマスタＩＣに返答した状態）のままで、
その後にストップコンディションを受信しても、各演出装置の出力態様に反映されないた
めに、演出装置の発光状態は変化しない。
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【０６５９】
　本発明の第１の実施の形態によれば、演出制御装置５５０によって、複数の装飾制御装
置６１０を個別に選択して各装飾制御装置６１０毎に異なるデータを送信したい場合でも
、複数の装飾制御装置６１０を同時に選択して各装飾制御装置６１０に同一内容のデータ
を送信したい場合でも、必要に応じて対処することが可能となるので、一本のデータ線を
用いたデータ送信形態を多様化することができる。
【０６６０】
　特に、初期化指示データ送信時には各装飾制御装置６１０に同時にデータを送信するこ
とによって高速な処理が行うことが可能となる。また、演出制御データの送信時には、各
装飾制御装置６１０に個別にデータを伝送することができるため、きめ細やかな制御を行
うことが可能となる。
【０６６１】
　さらに、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５に設定されたＹビット
の個別アドレス（図１９のＡ０～Ａ３により設定された４ビットのアドレス）よりも長い
、Ｘビットのアドレス（図２２に示す８ビットのスレーブアドレス）を用いて、Ｉ2ＣＩ
／Ｏエクスパンダ６１５を特定する構成とすることで、アドレス値の拡張性を高めること
が可能となる。
【０６６２】
　また、演出制御装置５５０から装飾制御装置６１０にデータを送信すると、装飾制御装
置６１０から演出制御装置５５０へ返答信号が送信されるため、データ送信が行われたか
否かを確認することが可能となり、誤作動を防止できる。
【０６６３】
　特に、本発明の第１の実施の形態によれば、演出制御装置５５０は装飾制御装置６１０
へ一本のデータ線（接続線ＳＤＡ）を介してデータを送信し、装飾制御装置６１０から演
出制御装置５５０へも同じデータ線を介して返答信号が送信されるので、基板間の配線を
少なくすることができる。
【０６６４】
　さらに、本発明の第１の実施の形態によれば、演出制御装置５５０から装飾制御装置６
１０へデータを送信した直後に、装飾制御装置６１０から演出制御装置５５０へ返答信号
を送信するので、高速なデータ通信が可能となる。
【０６６５】
　また、演出制御装置５５０のマスタＩＣに汎用マスタＩＣを利用する場合であっても、
マスタＩＣが誤って他のマスタＩＣからの命令を待機する状態へ移行してしまうことを防
止することができる。
【０６６６】
　特に、演出制御装置５５０から装飾制御装置６１０にアドレスを指定してデータを送信
する場合に、ノイズ等の発生によりデータ線上のレベルが異常を示した場合であっても、
演出制御装置５５０の汎用マスタＩＣが誤って他のマスタＩＣからの命令を待機する状態
へ移行してしまうことを防止することができる。
【０６６７】
　また、演出制御装置５５０は、所定の時間毎に各装飾制御装置６１０を順次指定して、
指定された装飾制御装置６１０が演出装置を動作させるように制御することによって、検
査を容易に行うことが可能となる。
【０６６８】
　一方で、本発明の第１の実施の形態によれば、装飾制御装置６１０によって取り込まれ
たデータを、演出装置の出力態様として反映させるタイミングが、ＳＣＬ線とＳＤＡ線の
信号レベル変化によって制御される更新指令信号（例えば、ストップコンディション）に
より決定されるので、従来のＬＡＴ信号のような信号が不要となる。そのため、ＬＡＴ信
号を送信するための配線が不要になり、配線をより簡素化することが可能となる。
【０６６９】
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　また、複数の装飾制御装置６１０に対して、個別の演出制御データを同一の信号線を用
いて送信できる上に、演出装置の出力態様を同時に更新することができる。
【０６７０】
　特に、更新指令信号をストップコンディションとすることで、データ送信の終了と同時
に、演出装置の出力態様として反映させるタイミングを指定することができるので、デー
タが簡素化される。
【０６７１】
　また、演出装置に、互いに異なる色彩を有する発光素子が備えられた発光体が沢山あっ
た場合でも、装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を複数個使用して制
御するので、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダの１個当たりの出力数の制限（最大１６ポート等
）に制約されることなく、信号線の接続を行うことができる。
【０６７２】
　このとき、異なるＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダであっても、同時に発光素子の更新を行う
ことが可能となるため、違和感の無い色彩を表現することができる。
【０６７３】
　また、報知装置（信頼度報知装置１５）を制御する複数の装飾制御装置６１０に演出制
御データを送信する場合には、一部の装飾制御装置６１０へのデータ送信に成功しただけ
では更新指令信号を出力せずに、報知装置を制御する全ての装飾制御装置６１０から正常
に演出制御情報が受信された旨の通知を受信してから更新指令信号を出力することによっ
て、報知装置にて異常な色彩が表示されないように制御することが可能となり、遊技者を
混乱させるような表示を行うことを防ぐことができる。
【０６７４】
　また、演出制御装置５５０が演出制御データの送信に失敗した場合であっても、報知装
置を制御する装飾制御装置６１０はエラー発生時に出力態様を更新しないように制御する
ことによって、正確な表示を行うことが可能となる。この場合、報知装置を制御する装飾
制御装置６１０は単一のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５によって制御されるので、確実
に報知装置に発光状態が更新される。
【０６７５】
　一方で、本発明の第１の実施の形態によれば、分岐型の装飾制御装置６１０によって、
複数の配線基板（装飾制御装置６１０）にデータ線を分岐して接続可能な構成となってい
るため、従来技術のシフトレジスタのように、配線基板間をデータ線でデイジーチェーン
接続する必要が無く、配線を簡素化することができる。そのため、下流の装飾制御装置６
１０でさらにデータ線を分岐して接続することが可能となり、演出制御装置５５０（グル
ープ統括手段）から装飾制御装置６１０のＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５までの信号線
の長さが全体的に短くすることが可能となり、データ送信エラーが起こりにくい通信環境
を実現できる。
【０６７６】
　また、本発明の第１の実施の形態では、第１マスタＩＣ５７０ａ（第１の信号レベル制
御手段）が遊技盤１０に備えられた演出装置を制御し、第２マスタＩＣ５７０ｂ（第２の
信号レベル制御手段）が前面枠３に備えられた演出装置を制御するように構成されている
。このように、遊技盤１０に備えられた演出装置と前面枠３に備えられた演出装置とを別
のグループとすることによって、前面枠３や遊技盤１０を開発する際には、装飾制御装置
６１０の上限数を開発対象の各グループに限定して考慮すればよいので、構成毎に並行し
て機器の開発を行うなど開発の効率化を図ることができる。
【０６７７】
　さらに、本発明の第１の実施の形態によれば、ＣＰＵ５５１によってマスタＩＣが選択
され、選択されたマスタＩＣに接続される複数の装飾制御装置６１０（Ｉ2ＣＩ／Ｏエク
スパンダ６１５）が、まとめて初期化されるので、装飾制御装置６１０を１つ１つ選択し
て初期化するような方法と比較すると、高速な初期化処理を行うことができる。
【０６７８】
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　このとき、選択されたマスタＩＣに接続される装飾制御装置６１０だけを初期化して、
選択されない他のマスタＩＣに接続される装飾制御装置６１０を初期化しないような制御
が可能となる。
【０６７９】
　そのため、遊技機に備えた全ての装飾制御装置６１０のうち、必要最小限の範囲に属す
る装飾制御装置６１０だけを初期化することができるので、装飾制御装置６１０の初期化
が行われて演出装置２００の動作が中断する頻度を、低下させることができる。
【０６８０】
　また、本発明の第１の実施の形態によれば、すべてのマスタＩＣをリセットしようとす
る場合にはハードリセットを行う構成となっているため、各マスタＩＣを１個ずつソフト
リセットする場合と比較して、高速に初期化を行うことが可能となる。
【０６８１】
　一方、一部のマスタＩＣをリセットしようとする場合には、データバスを経由するソフ
トリセットによって初期化を実行するため、すべてのマスタＩＣの初期化信号入力端子に
個別に信号入力するような複雑な回路を必要とせずに、１つのポートを備えていればよい
。すなわち、起動時に毎回必ず実行されるすべてのマスタＩＣのリセットは高速で行うこ
とが可能となり、非常時にのみ実行される一部のみのマスタＩＣのリセットは、簡素化さ
れた回路で実行可能となるため、特に、マスタＩＣの数が多い構成の場合に有効となる。
【０６８２】
　また、本発明の第１の実施の形態によれば、マスタＩＣによる処理がそれぞれ並列して
動作するため、高速な処理が可能となる。さらに、画面更新のタイミングと同期させて演
出装置の演出態様が更新するように制御されるため、画面表示と調和のとれた発光の演出
が可能となる。
【０６８３】
　（第２の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態では、装飾制御装置６１０は自身が制御される１個のマスタ
ＩＣにのみに接続（シングルマスタ方式で構成）されていたが、将来的には、一つの装飾
制御装置６１０に複数のマスタＩＣを接続したネットワーク構成（マルチマスタ方式の構
成）も考えられる。
【０６８４】
　このようなネットワーク構成においては、複数のマスタＩＣのうちの１つだけにバスの
送信権を獲得させ、送信権を獲得したマスタＩＣによって他のＩＣにデータを送信するよ
うな方式となり、状態に応じて送信権を他のマスタＩＣに移行する処理なども必要となっ
てくる。また、送信権を獲得したマスタＩＣから、送信権を獲得しないマスタＩＣへデー
タ送信を行うことなども想定されるので、マスタＩＣ自身にも前述のスレーブアドレス（
図２３）と同等のアドレスを設定しておくことが必要となる。
【０６８５】
　故に、マルチマスタ方式のネットワークでも使用できるような汎用性の高いマスタＩＣ
（以下、汎用マスタＩＣという）を開発する場合には、汎用マスタＩＣ自身にもスレーブ
アドレスを設定できる機能を有することになる。そして、汎用マスタＩＣは、自身に設定
されたスレーブアドレスへのデータ送信を目的とするデータを受信した場合には、以降、
当該マスタＩＣ自身がスレーブとして機能するように構成されることになる。
【０６８６】
　以下、第２の実施の形態として、このような汎用マスタＩＣを遊技機に使用した場合に
発生する不具合を回避するための実施形態を開示する。
【０６８７】
　ただし、汎用マスタＩＣ自身にはマルチマスタ方式に対応するための機能を有している
が、開示するネットワーク構成は第１の実施の形態同様にシングルマスタの構成である。
そのため、以降の実施の形態の説明では、第１の実施の形態と共通する構成及び処理につ
いては、同一の符号を付与して説明を省略する。
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【０６８８】
　図５１は、本発明の第２の実施の形態のマスタＩＣ（汎用マスタＩＣ）が、ＣＰＵ５５
１からの指令を待機している状態にて、接続線ＳＣＬ及びＳＤＡにて、スタートコンディ
ションを検出した場合に実行する処理の手順を示すフローチャートである。
【０６８９】
　コントローラ５７４は、まず、比較バッファをクリアする（４８０１）。比較バッファ
とは、他のマスタＩＣから送信されたアドレスを受信し、当該マスタＩＣ自身のスレーブ
アドレスと比較するために受信したアドレスを一時的に格納するためのバッファである。
【０６９０】
　次に、コントローラ５７４は、接続線ＳＣＬを作動させながら１ビット目のデータを取
り込む（４８０２）。さらに、取り込まれたデータを比較バッファに取り込む（４８０３
）。そして、８ビットのデータの取り込みが完了したか否かを判定し（４８０４）、８ビ
ットのデータの送信が完了するまで、他のマスタＩＣから出力される接続線ＳＣＬの信号
変化に対応させながら、ビット毎に順次データを取り込む（４８０５）。
【０６９１】
　コントローラ５７４は、８ビット分のデータの取り込みが完了すると、比較バッファに
取り込まれた値と、自身アドレス設定ＲＥＧ５８３に格納された自身のスレーブアドレス
とを照合する（４８０６）。そして、比較バッファに取り込まれた値と自身のアドレスと
が一致するか否かを判定し（４８０７）、一致しない場合には（４８０７の結果が「Ｎ」
）、送信元にＮＡＣＫを出力するために接続線ＳＤＡをＨレベルに設定する（４８０８）
。
【０６９２】
　一方、コントローラ５７４は、比較バッファに取り込まれた値と自身のアドレスとが一
致する場合には（４８０７の結果が「Ｙ」）、送信元にＡＣＫを出力するために接続線Ｓ
ＤＡをＬレベルに設定する（４８０９）。さらに、受信したデータの８ビット目の値に基
づいて、読み出し要求か否かを判定する（４８１０）。受信した８ビットのデータの８ビ
ット目の値が“１”の場合は読み出し要求となり、“０”の場合は書き込み要求となる。
【０６９３】
　コントローラ５７４は、読み出し要求の場合には（４８１０の結果が「Ｙ」）、ステー
タスＲＥＧ５８２にステータスコード“Ｂ０Ｈ”を設定する。一方、書き込み要求の場合
には（４８１０の結果が「Ｎ」）、ステータスＲＥＧ５８２にステータスコード“６８Ｈ
”を設定する。その後、本処理を中断し、演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１に割込みを
発生させる。
【０６９４】
　図５２は、本発明の第２の実施の形態のアドレス認識処理の手順を示すフローチャート
である。第１の実施形態では、図４５のステップＳ４５１６のアドレス認識処理を実行す
る際には、図４６のアドレス認識処理が呼び出されるが、第２の実施形態の汎用マスタＩ
Ｃは、図４５のステップＳ４５１６のアドレス認識処理を実行する際に、図４６の代わり
に当該図５２のアドレス認識処理が呼び出されるようになっている。
【０６９５】
　コントローラ５７４は、まず、受信したアドレスを一時的に格納する比較バッファをク
リアする（４９０１）。
【０６９６】
　続いて、コントローラ５７４は、装飾制御装置６１０（スレーブ）に対してアドレスを
出力するために、接続線ＳＤＡの信号レベルがＨＩＧＨに設定されているかを確認するこ
とによって送信可能状態を確認する（４９０２）。接続線ＳＤＡの信号レベルがＨＩＧＨ
に設定されていない場合にはＨＩＧＨに設定されるまで待機する。そして、接続線ＳＣＬ
を作動させながら１ビット目のデータを出力する（４９０３）。
【０６９７】
　さらに、コントローラ５７４は、接続線ＳＤＡから信号レベルを取得し（４９０４）、
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比較バッファに取り込む（４９０５）。そして、取り込まれたデータと出力したデータと
を比較し（４９０６）、一致するか否かを判定する（４９０７）。
【０６９８】
　コントローラ５７４は、取り込まれたデータと出力したデータとが一致する場合には（
４９０７の結果が「Ｙ」）、８ビット分のデータを出力したか否かを判定する（４９０８
）。
【０６９９】
　コントローラ５７４は、８ビット分のデータの出力が完了していない場合には（４９０
８の結果が「Ｎ」）、接続線ＳＣＬを作動させながら１ビット目のデータを出力する（４
９０９）。さらに、ステップ４９０５以降の処理を実行する。
【０７００】
　コントローラ５７４は、８ビット分のデータの出力が完了した場合には（４９０８の結
果が「Ｙ」）、スレーブから送信された返答信号を取り込む（４９１０）。さらに、取り
込まれた返答信号の内容が“ＡＣＫ”であるか否かを判定する（４９１１）。返答信号の
内容が“ＡＣＫ”でない場合、すなわち、データを受信できなかったことを示す“ＮＡＣ
Ｋ”であった場合には（４９１１の結果が「Ｎ」）、アドレスを認識できなかったことを
示す“２０ｈ”をステータスコードとしてステータスＲＥＧ５８２に設定する（４９１２
）。
【０７０１】
　一方、コントローラ５７４は、取り込まれた返答信号の内容が“ＡＣＫ”であった場合
には（４９１１の結果が「Ｙ」）、アドレスを認識できたことを示す“１８ｈ”をステー
タスコードとしてステータスＲＥＧ５８２に設定する（４９１３）。さらに、コマンドＲ
ＥＧ５８１のＭＯＤＥの値が“０”であるか否かを判定することによって、データ送信モ
ードがバイトモードか否かを判定する（４９１４）。バイトモードの場合には（４９１４
の結果が「Ｙ」）、１バイト（８ビット）分のデータの送信が完了したため、本処理を終
了し、呼び出し元の処理に復帰する。
【０７０２】
　コントローラ５７４は、データ送信モードがバイトモードでない場合には（４９１４の
結果が「Ｎ」）、残りのデータをすべて送信するまで（４９１５）、バイト単位データ送
信処理を実行する（４９１６）。バイト単位データ送信処理の詳細については、第１の実
施の形態において図４７にて説明したとおりである。
【０７０３】
　一方、取り込まれたデータと出力したデータとが一致しなかった場合には（４９０７の
結果が「Ｎ」）、８ビット分のデータを取り込んだか否かを判定する（４９１７）。８ビ
ット分のデータが取り込まれていない場合には（４９１７の結果が「Ｎ」）、８ビットの
データの送信が完了するまで、他のマスタＩＣから出力される接続線ＳＣＬの信号変化に
対応させながら、ビット毎に順次データを取得し（４９１８）、取り込まれたデータを比
較バッファに取り込む（４９１９）。
【０７０４】
　コントローラ５７４は、８ビット分のデータの取り込みが完了すると、比較バッファに
取り込まれた値と、自身アドレス設定ＲＥＧ５８３に格納された自身のスレーブアドレス
とを照合する（４９２０）。そして、比較バッファに取り込まれた値と自身のスレーブア
ドレスとが一致するか否かを判定し、一致する場合には送信元にＡＣＫを出力するために
接続線ＳＤＡをＬレベルに設定し、一致しない場合には送信元にＮＡＣＫを出力するため
に接続線ＳＤＡをＨレベルに設定する（４９２１）。
【０７０５】
　さらに、コントローラ５７４は、受信したデータが読み出し要求か否かを判定して、読
み出し要求の場合にはステータスＲＥＧ５８２にステータスコードとして“Ｂ０Ｈ”を設
定し、書き込み要求の場合にはステータスコードとして“６８Ｈ”を設定する。前述のよ
うに、受信した８ビットのデータの８ビット目の値が“１”の場合は読み出し要求となり
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、“０”の場合は書き込み要求となる。なお、処理に失敗した場合にはステータスコード
として“３８Ｈ”を設定する。その後、本処理を終了し、呼び出し元に復帰する。
【０７０６】
　このように、本発明の第２の実施の形態では、汎用マスタＩＣがスレーブとして機能す
ることが可能である。このようなマスタＩＣでは、自身アドレス設定ＲＥＧ５８３に設定
されたアドレスと一致するアドレスが指定された演出制御データを受信した場合には、以
降、スレーブとして機能するように構成されている。
【０７０７】
　しかしながら、汎用マスタＩＣをシングルマスタ構成のネットワークに用いた場合には
、汎用マスタＩＣ自身がスレーブとして機能することが不都合となる場合もある。すなわ
ち、ノイズの影響などによって、汎用マスタＩＣ自身のスレーブアドレスへのデータ送信
を要求するような信号が誤って発生すると、汎用マスタＩＣが自身のアドレスとして認識
してしまう恐れがある。
【０７０８】
　このとき、汎用マスタＩＣは、演出制御データを制御対象のスレーブ（装飾制御装置６
１０）に出力することなく、存在しないはずの他のマスタＩＣから演出制御データが送信
されるまで待機する状態に遷移してしまうことになる。あるいは、マスタとして機能する
回路が組み込まれているＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５を使用した場合（拡張機能を持
ったＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダを用いることも考えられる）には、例えそのマスタ機能を
使用しないモードに設定したとしても、ノイズなどの影響により、予期せぬタイミングで
Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のマスタ機能が作動することもあり得る。このようなこ
とを想定すると、汎用マスタＩＣは、一旦、アドレスを誤認識してしまった場合には、当
該汎用マスタＩＣによる演出装置の制御は行われなくなってしまう。
【０７０９】
　図５３は、本発明の第２の実施の形態で使用される汎用マスタＩＣが複数個接続された
ネットワーク（マルチマスタ環境での使用）において、複数の汎用マスタＩＣが、同時に
データ線（ＳＤＡ線）上へ送信先のアドレスを指定するデータを出力したために、バス上
で衝突が発生した様子を示す図である。
【０７１０】
　このようなネットワーク上に接続された２個の汎用マスタＩＣ（マスタＡ、マスタＢと
する）が、同時にデータ線（ＳＤＡ線）上へデータを出力すると、データ線（ＳＤＡ線）
自体がプルアップされているために、いずれか一方の汎用マスタＩＣの信号レベルがＬＯ
Ｗレベルであれば、バスの信号レベルがＬＯＷレベルに設定される。従って、ＬＯＷレベ
ルの出力が、ＨＩＧＨレベルの出力よりも優先されて、バス上に出力されることになる。
【０７１１】
　そして、汎用マスタＩＣは、データ線（ＳＤＡ線）へデータを出力しながら（図５２の
ステップＳ４９０９）、データ線（ＳＤＡ線）の信号レベルを取り込んで（同図のステッ
プＳ４９０４）、自身が出力した信号レベルがバス上に反映されているかを確認（同図の
ステップＳ４９０６）することで、他の汎用マスタＩＣからのデータ出力との衝突を監視
している。
【０７１２】
　このとき、自身が出力した信号レベルがバス上に反映されている場合（同図のステップ
Ｓ４９０７でＹＥＳの判定）には、続けてデータ出力を行う（同図のステップＳ４９０９
）が、自身が出力した信号レベルがバス上に反映されていない場合（同図のステップＳ４
９０７でＮＯの判定）には、他の汎用マスタＩＣに送信権を渡すために、自身からのデー
タ出力を中止して、バス上のデータを取り込む処理に移行する（同図のステップＳ４９１
７～４９１９）。
【０７１３】
　図５３は、マスタＡとマスタＢが、同時にデータ線（ＳＤＡ線）上へ送信先のアドレス
を指定するデータを出力している際に、図中に矢印で示すタイミングにて、マスタＢが出
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力したデータとバス上のデータとが相違したために、マスタＢがマスタＡに送信権を渡し
ている状態を示している。このとき、マスタＡはマスタとして機能し、マスタＡが出力し
たアドレスがマスタＢに設定されたスレーブアドレスと一致すると、マスタＢはスレーブ
として機能することになる。
【０７１４】
　このように、汎用マスタＩＣは、マスチマスタの環境でも使用できるように機能が拡張
されているので、利便性が高いという利点を有する。しかし、その反面、汎用マスタＩＣ
をシングルマスタの環境で用いると、当該拡張機能が弊害をもたらすことがある。以下に
、その例を示す。
【０７１５】
　図５４は、本発明の第２の実施の形態で使用される汎用マスタＩＣ（マスタＡとする）
が、シングルマスタ方式の環境であるにも拘わらず、データ線（ＳＤＡ線）上へ送信先の
アドレスを指定するデータを出力している最中にノイズが発生したために、前述の拡張機
能が誤動作して、当該マスタがスレーブとして機能してしまった状態を示している。
【０７１６】
　図５４に示す状態では、ビット列「１０１１‥‥」をアドレスとして送信することを意
図していたが、ノイズによって、バスのデータ線において、４ビット目が「１」ではなく
、「０」と認識されてしまったため、「１０１０１１１１」となってしまっている。
【０７１７】
　前述したように、汎用マスタＩＣは、スレーブへのアドレス送信時に、データ線上のア
ドレス値をビットごとに監視する機能を有している。そして、送信アドレスと異なってい
る場合には、他のマスタから信号が出力されたものとして以降の出力を中止し、データ線
のレベルをＨＩＧＨに保持する。なお、保持するといっても、オープンドレイン出力なの
で、データ線をＬＯＷに変更するＩ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５があれば、データ線は
ＬＯＷレベルに設定される。
【０７１８】
　このとき、汎用マスタＩＣは、バス上に発生した「１０１０１１１１」のデータと、自
身に設定されたスレーブアドレスとの一致を判定し、一致した場合には、当該汎用マスタ
ＩＣがスレーブとして機能してしまう。
【０７１９】
　言い換えれば、当該汎用マスタＩＣのスレーブアドレスが「１０１０１１１１」となっ
ていた場合には、以降、スレーブとして機能してしまうために、装飾制御装置６１０に演
出制御データを送信しないことになるのである。
【０７２０】
　そこで、本発明の第２の実施の形態では、各マスタＩＣに設定するアドレスを、Ｉ2Ｃ
Ｉ／Ｏエクスパンダ６１５のスレーブアドレス（図２３のスレーブアドレス２３０１）と
して用いられていないものから選択して設定している。このような構成により、バス上に
発生した装飾制御装置６１０のアドレスを読み取っても、誤って、マスタＩＣ自身に設定
されたスレーブアドレスであると判定して、当該汎用マスタＩＣがスレーブとして機能し
てしまうことがなくなる。
【０７２１】
　なお、念のために、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のスレーブアドレス（図２３のス
レーブアドレス２３０１）の下位（ｎ＋１）ビットを、特定のパターンで置換したときに
生成されるアドレスも、各マスタＩＣに設定するスレーブアドレスとして用いないことが
好ましい。
【０７２２】
　具体的には、Ｘ（Ｘ＝８とする）ビットで表現されるスレーブアドレス（図２３のスレ
ーブアドレス２３０１）の下位（ｎ＋１）ビットが、先頭の１ビットが「０」で、以降の
ｎビットが「１」となるようなビットパターンとなっているものは、各マスタＩＣに設定
するスレーブアドレスとして用いないことが好ましい。
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【０７２３】
　例えば、図５４で例示したように、Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ６１５のスレーブアドレ
スとして、「１０１１‥‥」という８ビットパターンのものが含まれる場合には、このビ
ットパターンの下位５ビットを「０１１１１」で置換した「１０１０１１１１」という値
をマスタＩＣのスレーブアドレスとして用いることは、好ましくないのである。
【０７２４】
　このように設定することによって、マスタＩＣ自身が出力したアドレスが、ノイズなど
の影響によりバス上で異常なレベルに変化（ＨＩＧＨレベル出力時にバスがＬＯＷレベル
になること）することがあっても、アドレス送信中に２回以上のノイズ発生が起きること
は希であるために、マスタＩＣ自身に設定したスレーブアドレスと偶然に一致する頻度が
きわめて低くなる。
【０７２５】
　なお、本発明の第２の実施の形態では、マスタＩＣのアドレスには、「５４ｈ」が設定
されている。「５４ｈ」は、「０１０１０１００ｂ」であり、図２３のスレーブアドレス
２３０１に列記されたいずれのアドレスの下位（ｎ＋１）ビットを、先頭の１ビットが「
０」で、以降のｎビットが「１」となるようなビットパターンとなっているもので置換し
ても、「０１０１０１００ｂ」とならないように構成している。
【０７２６】
　本発明の第２の実施の形態によれば、拡張機能によりスレーブとして機能することが可
能な汎用的なマスタＩＣを利用する場合であっても、演出制御装置５５０が誤ってスレー
ブとして機能（言い換えれば、他のマスタＩＣからの命令を待機する状態へ移行）してし
まうことを防止することができる。
【０７２７】
　さらに、本発明の第２の実施の形態によれば、演出制御装置５５０から装飾制御装置６
１０にアドレスを指定してデータを送信する場合に、ノイズ等の発生によりデータ線上の
レベルが異常を示した場合であっても、演出制御装置５５０が誤ってスレーブとして機能
（言い換えれば、他のマスタＩＣからの命令を待機する状態へ移行）してしまうことを防
止することができる。
【０７２８】
　（第３の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態では、すべての装飾制御装置６１０を均等に制御していたが
、第３の実施の形態では、重要な演出装置（装飾装置６２０）をより確実に制御するため
に、重要な演出装置を制御する装飾制御装置６１０に対しては、演出制御データの送信が
完了するまで何度も送信処理を繰り返す処理を行う。具体的には、遊技者に期待感を抱か
せ、興趣を向上させることが可能な信頼度報知装置１５を、他の演出装置よりも確実に制
御するようにする。
【０７２９】
　まず、本発明の第３の実施の形態では、装飾制御装置６１０をグループ化し、グループ
毎に制御タイミングを変更する。信頼度報知装置１５は、第１マスタＩＣ５７０ａによっ
て制御される。さらに、第１マスタＩＣ５７０ａは、遊技盤１０に備えられる信頼度報知
装置１５以外の装飾装置６２０も制御するため、遊技盤１０に備えられる信頼度報知装置
１５以外の装飾装置６２０を制御するスレーブを遊技演出グループとし、信頼度報知装置
１５に含まれる装飾装置６２０を制御する装飾制御装置６１０を信頼度報知グループとし
てグループ分けを行う。
【０７３０】
　さらに、信頼度報知装置１５に障害が発生すると、誤った信頼度が報知されてしまうこ
とによって興趣を削がれてしまうおそれがあるため、信頼度報知グループに属する装飾制
御装置６１０には演出制御データが確実に送信されるまで何度も送信処理を繰り返すよう
になっている。しかしながら、信頼度報知グループに属する一部の装飾制御装置６１０へ
の演出制御データが不可能であると判定された場合には、信頼度報知グループに属する他
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の装飾制御装置６１０も含めて即座にリセットすることによって可能な限り正確な演出が
実行されるように制御する。
【０７３１】
　以下、このように遊技機１を制御するために必要な構成及び手順について説明する。ま
ず、図５５及び図５６に本発明の第３の実施の形態の第１マスタＩＣ５７０ａの異常判定
テーブルの一例を示し、さらに、図５７及び図５８を参照しながら第１の実施の形態と相
違する手順を中心に説明する。
【０７３２】
　本発明の第３の実施の形態の第１マスタＩＣ５７０ａの異常判定テーブルは、遊技演出
グループに対応する異常判定テーブル５２００と信頼度報知グループに対応する異常判定
テーブル５３００の２つの異常判定テーブルによって構成されている。
【０７３３】
　図５５は、本発明の第３の実施の形態の遊技演出グループに対応する異常判定テーブル
５２００を説明する図である。
【０７３４】
　遊技演出グループに対応する異常判定テーブル５２００は、第１の実施の形態の異常判
定テーブル３２００と同様の形式である。ただし、この異常判定テーブル５２００からは
、信頼度報知グループに属する装飾制御装置６１０（アドレスが「１００１」「１０１０
」）については、除外されている。なお、第２マスタＩＣ５７０ｂについては、第１の実
施の形態（図３３）と同じである。
【０７３５】
　図５６は、本発明の第３の実施の形態の信頼度報知グループに対応する異常判定テーブ
ル５３００を説明する図である。
【０７３６】
　前述のように、信頼度報知グループに属する装飾制御装置６１０（アドレスが「１００
１」「１０１０」）では、演出制御データが確実に送信されるまで何度も送信を繰り返す
が、送信が不能と判断されると、直ちにリセットされるように制御される。そのため、エ
ラーカウンタ３２０３、比較値３２０４及びエラーフラグ３２０５を必要とせず、Ｉ／Ｏ
エクスパンダアドレス３２０１及びスレーブアドレス３２０２のみを含む構成となってい
る。
【０７３７】
　図５７は、本発明の第３の実施の形態のスレーブ出力開始処理の手順を示すフローチャ
ートである。
【０７３８】
　スレーブ出力開始処理は、第１の実施の形態における図３７に示すステップ３７１０で
実行される処理であり、図３９に示した第１の実施の形態のスレーブ出力開始処理の代わ
りに実行される。
【０７３９】
　本発明の第３の実施の形態では、“０”又は“１”が値として設定される「時分割カウ
ンタ」を導入し、時分割カウンタの値に基づいて、選択するスレーブを切り替える。以下
、具体的に説明する。
【０７４０】
　演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、まず、時分割カウンタを更新する（５４０１）
。ここでは、時分割カウンタの値が“０”の場合には“１”に、“１”の場合には“０”
に更新する。ステップ５４０１以降のステップ５４０２から５４１０までの処理について
は、図３９のステップ３９０１から３９０９までの処理と同じである。
【０７４１】
　ＣＰＵ５５１は、第１マスタＩＣ５７０ａ及び第２マスタＩＣ５７０ｂにストップコン
ディション及びスタートコンディションを出力するように指示すると、時分割カウンタの
値に基づいて第１マスタＩＣ５７０ａによって制御する対象の装飾制御装置（スレーブ）
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を選択する（５４１１～５４１３）。
【０７４２】
　具体的には、ＣＰＵ５５１は、時分割カウンタの値が“０”であるか否かを判定し（５
４１１）、時分割カウンタの値が“０”の場合には（５４１１の結果が「Ｙ」）、第１マ
スタＩＣ５７０ａによって制御されるすべての装飾装置６２０の中から、信頼度報知装置
１５以外の装飾装置６２０のみを制御対象とするために、遊技演出グループの先頭のスレ
ーブを選択する（５４１２）。一方、時分割カウンタの値が“１”の場合には（５４１１
の結果が「Ｎ」）、信頼度報知装置１５に含まれる装飾装置６２０のみを制御対象とする
ために、信頼度報知グループの先頭のスレーブを選択する（５４１３）。
【０７４３】
　続いて、ＣＰＵ５５１は、第２マスタＩＣ５７０ｂの先頭のスレーブを選択する（５４
１４）。さらに、リトライカウンタを０に設定し（５４１５）、マスタ割込み及びタイム
アウト割込みを許可し（５４１６）、呼び出し元に復帰する。
【０７４４】
　なお、第２マスタＩＣ５７０ｂによって制御される前面枠３に備えられた装飾装置６２
０の制御を遊技盤１０に備えられた装飾装置６２０と同じタイミングで制御するようにし
て、信頼度報知装置１５に含まれる装飾装置６２０のみを詳細な制御を行うように構成し
てもよい。
【０７４５】
　図５８は、本発明の第３の実施の形態における、演出制御データの送信再開処理の手順
を示すフローチャートである。
【０７４６】
　演出制御データの送信再開処理は、図４１に示すステップ４１３３で実行される処理で
あるが、第３の実施の形態では、前述の時分割カウンタが“０”の場合（遊技演出グルー
プの制御を行う場合）には、第１の実施の形態と同様に図４４に示した演出制御データの
送信再開処理が実行され、前述の時分割カウンタが“１”の場合（信頼度報知グループの
制御を行う場合）には、図４４に示した処理の代わりに、図５８に示した演出制御データ
の送信再開処理が実行される。
【０７４７】
　第３の実施の形態では、信頼度報知を行う装飾制御装置６１０は、演出制御データを確
実に受信するまで何度も受信処理を繰り返すが、タイムアウトが発生して受信が不能と判
断されると、演出制御装置５５０によって直ちにリセットされる。図５８に示すフローチ
ャートを参照しながら、このように制御するための手順を説明する。
【０７４８】
　演出制御装置５５０のＣＰＵ５５１は、まず、スタートフラグとステータスコードの整
合判断を行い（５５０１）、整合するか否かを判定する（５５０２）。スレーブ出力開始
処理（図５５）が実行されると、スタートフラグが“オン”に設定される。また、出力用
バッファ５７２に演出制御データを設定すると、スタートフラグには“オフ”が設定され
る。
【０７４９】
　ＣＰＵ５５１は、スタートフラグとステータスコードとが整合する場合には（５５０２
の結果が「Ｙ」）、さらに、スタートフラグが“オン”であるか否かを判定する（５５０
３）。
【０７５０】
　ＣＰＵ５５１は、スタートフラグが“オン”である場合には（５５０３の結果が「Ｙ」
）、ＲＡＭ５５３上に準備されていたデータを出力用バッファ５７２に設定する（５５０
４）。そして、スタートフラグを“オフ”に設定し（５５０５）、監視タイマを設定し、
タイムアウトの監視を開始する（５５０６）。最後に、処理対象のマスタＩＣのコマンド
ＲＥＧ５８１のＳＴＡ、ＳＴＯ及びＳＩをそれぞれ“０”を設定し、出力用バッファ５７
２に設定されたデータをバッファモードで送信するために、ＭＯＤＥを“１”に設定し（
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５５０７）、呼び出し元の処理に復帰する。
【０７５１】
　一方、ＣＰＵ５５１は、スタートフラグが“オフ”である場合には（５５０３の結果が
「Ｎ」）、信頼度報知グループに属するすべてのスレーブに対して送信再開処理が完了し
たか否かを判定する（５５０８）。そして、すべてのスレーブに対して処理が完了した場
合には（５５０８の結果が「Ｙ」）、ストップコンディションを出力し、データを送信す
るモードを「バッファモード」に指定するようにコマンドＲＥＧ５８１のＳＴＯ及びＭＯ
ＤＥに“１”、ＳＴＡ及びＳＩに“０”を設定し（５５０９）、呼び出し元の処理に復帰
する。
【０７５２】
　ＣＰＵ５５１は、信頼度報知グループに属するすべてのスレーブに対して処理が完了し
ていない場合には（５５０３の結果が「Ｎ」）、次の処理対象のスレーブを選択する（５
５１１）。そして、選択されたスレーブへの出力データを準備し（５５１２）、スタート
フラグを“オン”に設定し（５５１３）、監視タイマを設定し、タイムアウトの監視を開
始する（５５１４）。
【０７５３】
　最後に、ＣＰＵ５５１は、スタートコンディションを出力し、データを送信するモード
を「バッファモード」に指定するようにコマンドＲＥＧ５８１のＳＴＡ及びＭＯＤＥに“
１”、ＳＴＯ及びＳＩに“０”を設定し（５５１５）、呼び出し元の処理に復帰する。
【０７５４】
　ＣＰＵ５５１は、スタートフラグとステータスコードとが整合しない場合には（５５０
２の結果が「Ｎ」）、スレーブに演出制御データが正確に送信されていないと判断して、
現在選択中のスレーブを再度選択し（５５１０）、選択スレーブに出力するデータを準備
し（５５１２）、ステップ５５１３以降の処理を実行する。
【０７５５】
　このようにして、第１マスタＩＣ５７０ａは、スレーブに演出制御データが正確に送信
されていない場合には、演出制御データが確実に送信されるまで、何度もデータの送信を
繰り返す。ただし、繰り返し送信中に、設定した監視タイマがタイムアップしたときは、
ＣＰＵ５５１にタイムアウトの割り込みが発生し、第１マスタＩＣ５７０ａが初期化され
る。このとき、第１マスタＩＣ５７０ａに接続されている全ての装飾制御装置６１０も初
期化される。
【０７５６】
　（第４の実施の形態）
　本発明の第１の実施の形態では、信頼度報知グループに属する装飾制御装置６１０が複
数個備えられているので、各々の装飾制御装置６１０同士の動作タイミングを同期させな
いと、信頼度報知装置１５に用いられているＬＥＤが想定外の発色を行って遊技者に混乱
を与える恐れがあった。
【０７５７】
　そこで、信頼度報知装置１５に用いられているＬＥＤを、単一の装飾制御装置６１０に
より制御する構成とすれば、複数の装飾制御装置６１０の動作タイミングを同期させる必
要がなくなり、処理を簡素化することができる。以下に、本発明の第４の実施の形態とし
て開示する。
【０７５８】
　図５９は、本発明の第４の実施の形態における装飾制御装置６１０及び装飾装置６２０
の接続例を示す図であり、５セット分のＬＥＤを１つの装飾制御装置６１０によって制御
する構成を示す図である。このような構成によって、当該装飾制御装置６１０に接続され
た５セット分のＬＥＤは、発光状態が同時に更新されるので、想定外の発色を行う問題は
解決される。
【０７５９】
　なお、第１の実施形態同様に、図５９に示す装飾制御装置６１０（Ｉ2ＣＩ／Ｏエキス
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パンダ６１５）も、第１マスタＩＣ５７０ａからの演出制御データを正確に受信した場合
に限って、第１マスタＩＣ５７０ａにＡＣＫを返答する。その後、装飾制御装置６１０は
、第１マスタＩＣ５７０ａからのストップコンディションを受信したタイミングで、接続
されたＬＥＤの発光状態を更新する。
【０７６０】
　ただし、第１の実施形態同様に、図５９に示す装飾制御装置６１０（Ｉ2ＣＩ／Ｏエキ
スパンダ６１５）も、第１マスタＩＣ５７０ａからの演出制御データを正確に受信できな
かった場合には、第１マスタＩＣ５７０ａにＮＡＣＫを返答する。この場合、装飾制御装
置６１０は、第１マスタＩＣ５７０ａからのストップコンディションを受信しても、接続
されたＬＥＤの発光状態は更新しない。
【０７６１】
　なお、装飾制御装置６１０（Ｉ2ＣＩ／Ｏエキスパンダ６１５）は、第１マスタＩＣ５
７０ａからのストップコンディションを受信したタイミングで、接続されたＬＥＤの発光
状態を更新しているが、信頼度報知装置１５に用いられているＬＥＤが、単一の装飾制御
装置６１０により制御する構成とすれば、第１マスタＩＣ５７０ａからのストップコンデ
ィションの受信タイミング以外で、接続されているＬＥＤの発光状態を切り替えても問題
ない。以下に、このような構成の変形例を示す。
【０７６２】
　図６０は、本発明の第４の実施の形態の変形例を示すものであり、装飾制御装置６１０
がデータを受信したときに、マスタＩＣへＡＣＫを出力した時点で、受信したデータをＬ
ＥＤの発光状態に反映させる場合について説明する図である。
【０７６３】
　図６０に示すように、ＡＣＫ出力時に、各スレーブが演出制御データを演出装置の出力
態様に反映させることによって、演出制御データを送信するタイミングを制御することに
よって、特定の演出装置を指定したタイミングで制御することが可能となる。
【０７６４】
　本発明の第４の実施の形態によれば、マスタＩＣが演出制御情報の送信に失敗した場合
には、信頼度報知装置１５を制御する装飾制御装置６１０が報知装置の出力態様を更新し
ないように制御するため、報知装置にて異常な色彩が表示されないように制御することが
可能となり、遊技者を混乱させるような表示を行うことを防ぐことができる。
【０７６５】
　なお、本明細書に開示されている実施の形態は、パチンコ機のみならずパチスロ機等の
他の遊技機でも適用可能であることは当然意図されるものである。
【０７６６】
　また、実施の形態として、変動表示ゲームの結果に対応して特別遊技状態を発生するパ
チンコ機が開示されているが、変動表示ゲームに限らず、他の補助遊技の結果に対応して
特別遊技状態を発生する遊技機であってもよいことは当然意図されるものである。
【０７６７】
　例えば、所定条件の成立によって特定の入賞装置の入口が開口し（特定入賞装置の可動
部材が作動して入口が開口し）、入賞装置内部へ取り込まれた遊技球が、入賞装置内部に
設けられたいずれの入賞領域（特定入賞領域と一般入賞領域とがある）に入賞するかを抽
選する遊技を補助遊技としてもよい。この場合、入賞装置内部へ取り込まれた遊技球が特
定入賞領域に入賞することで、特別遊技状態が発生することになる。
【０７６８】
　また、実施の形態として、特図変動表示ゲームの結果に対応して特別遊技状態を発生す
るパチンコ機が開示されているが、普図変動表示ゲームの結果に対応して（あるいは、普
図変動表示ゲームの結果に起因して）、特別遊技状態を発生する様なパチンコ機であって
も、本発明が適用可能であることは当然意図されるものである。例えば、普図変動表示ゲ
ームの結果により特定の入賞装置の入口が開口し、入賞装置内部へ取り込まれた遊技球が
特定入賞領域へ入賞した場合に特別遊技状態を発生するパチンコ機であっても、本発明は
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適用可能である。
【０７６９】
　また、実施の形態として、遊技制御装置と演出制御装置とが分離されている構成が開示
されているが、遊技制御装置と演出制御装置とが一体となって一つの制御装置を構成して
いても差し支えないものであり、あるいは、遊技制御装置自身がグループ統括制御手段と
して構成されていても差し支えないことは当然意図されることである。
【０７７０】
　なお、今回開示した実施の形態は、すべての点で例示であって制限的なものではない。
また、本発明の範囲は前述した発明の説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、特
許請求の範囲と均等の意味及び内容の範囲でのすべての変更が含まれることが意図される
。
【産業上の利用可能性】
【０７７１】
　以上のように、本発明は、演出制御装置によって複数の装飾制御装置を制御する遊技機
に適用可能である。
【符号の説明】
【０７７２】
　１　　遊技機
　２　　本体枠（外枠）
　３　　前面枠（遊技枠）
　９ａ、９ｂ　　装飾部材
　１０　　遊技盤
　１２　　補助遊技装置ユニット
　１３　　第１可動式照明
　１３ａ　　照明駆動第１モータ（ＭＯＴ）
　１４　　第２可動式照明
　１４ａ　　照明駆動第２モータ（ＭＯＴ）
　１５　　信頼度報知装置
　２９　　異常報知ＬＥＤ
　３０　　スピーカ
　４５　　サイドランプ
　５１　　センターケース
　５３　　表示装置
　５８　　可動演出装置
　６３　　第１演出ユニット
　６４　　第２演出ユニット
　７０　　第１演出部材
　７１　　役物駆動第１モータ（ＭＯＴ）
　８０　　第２演出部材
　８１　　役物駆動第２モータ（ＭＯＴ）
　５００　　遊技制御装置
　５５０　　演出制御装置
　５７０ａ　　第１マスタＩＣ
　５７０ｂ　　第２マスタＩＣ
　５８１　　コマンドレジスタ（ＲＥＧ）
　５８２　　ステータスレジスタ（ＲＥＧ）
　５８３　　自身アドレス設定レジスタ（ＲＥＧ）
　６００　　中継基板
　６０３　　空き端子モニタ
　６１０　　装飾制御装置
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　６１５　　Ｉ2ＣＩ／Ｏエクスパンダ
　６２０　　装飾装置
　６２５　　装飾装置基板
　１６００　　簡易中継基板
　３２００、３３００、５２００、５３００　　異常判定テーブル
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